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北大千島研究の系譜図録序

1945年8月14日、日本のポツダム宣言受諾によって、一応、第二次世界大戦は終わったことになっています

が、その後、千島、樺太へソビエト連邦(ソ連)軍が侵攻、この地域の戦闘は 9月まで続きました。敗北した

日本軍は武装解除され、兵士はシベリアに抑留されました。ソ連は北方四島を含む千島全域を占領し、日本人

島民の個人資産は接収されてしまいます。 1947年、千島列島の最南部にあたる北方4島の住民をはじめ、千島

在住の日本人のほとんど全員がほぽ強制的に本土へ引き上げました。 2007年はそれから丁度60年の節目の年

に当たります。

北海道大学では札幌農学校以来、 1875年の千島樺太交換条約により日本領土となった千島列島をフィールド

に研究成果を積み上げてきた歴史があります。この機会に、北海道大学総合博物館では、昨年度の樺太研究の

展示に引き続き、千島列島に関わる本学の研究の睦史とその成果を展示することといたしました。特に宮部金

吾らの植物研究をはじめ、この地域の生物地理学は本学の研究の蓄積なくして語れません。千島列島をフィー

ルドとする研究は戦中・戦後一時途絶えてしまいましたが、最近では再び¥日ロ、あるいは日米ロの共同研究

としても展開されています。この地域は生物多様性も高く、生物相も厚く、地球上の数少ない最後の秘境のー

っとして、魅力的な研究フィールドを提供しています。最近の研究では、この地域にも環境汚染が進行してい

ることが分かつてきました。この素晴らしい自然の宝庫がこれ以上、戦闘、開発、乱獲などによって破壊され

てしまうことのないよう祈りつつ、今回の展示といたしました。この展示企画のために新たに調査したものも

あり、これを図録として記録に残すことは意義あることと考えました。北大の研究とこの地域に関する理解の

一助となれば幸甚です。

北海道大学総合博物館

館長藤田正一
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はじめに

千島列島はカムチヂツカ半島南部と北海道東部を繋ぐ弧状列島である。太平洋の北西端に位置し、オホーツ

ク海と北太平洋とを画している。全長は 1200キロにも及び、南西端の国後島から北東端のシュムシュ島まで緯

度にして約8度、経度にして約 11度ある。大小50あまりの島から成り、全体の面積はハワイ諸島よりやや小

さいが、琉球諸島の 7倍以上ある O

このように規模の大きな列島において、その北部と南部とで植生や植物相が大きく異なるのである O 寒帯と

温帯との移行地帯とも言える。このため千島列島に沿った、人類・植物・動物の移動史を気候変動史と絡めて

考えた場合、大変興味深い研究テーマとなる O それにも関わらず研究そのものがそれほど進展しなかったのは、

千島列島が地理的辺境に位置するため、研究者自身アプローチするのが難しかったためである。この事情は輸

送手段が発達した現在においてもそうは変わらない。いずれ島の研究とはそういったものだが特に中部千島に

ついては、航続距離や着陸場所の問題から、近隣の北海道・サハリンやカムチャツカ半島から飛行機やヘリコ

プターで到達するのが難しい。夏期には頻繁に海霧が発生し、また低気圧の墓場でもある。その厳しい気象条

件から、大型の調査船を仕立てなければ中部千島調査は困難である。列島全体を見たとき、北千島のパラムシ

ノレ島やシュムシュ島、南千島の色丹島、国後島、択捉島は比較的容易にアプローチできるものの、その聞を繋

ぐ中部千島はミッシング・リンクだ、ったとも言える。

札幌農学校北大の研究者が大手を振るって千島列島調査に乗り出したのは、 1875年の樺太・千島交換条約

以降である O それは第二次大戦敗戦の 1945年まで続いたから、実に 70年近くにも渡って札幌農学校一北大の

研究者は千島列島をフィールドとした研究調査を行ってきた訳である。その到達点の一つが択捉島とウルップ

烏の間にヲiかれた生物分布境界線「宮部線jの提唱であった。それは舘脇操による精力的な中部千島調査に依

拠していた。

北海の島々を渡り歩く苦労はいかなるものだったか、そしてその成果はどのように評価されるのか。千島列

島にのめり込んでいった研究者達の生き様や熱意を通して、今後の千島研究の課題が浮き彫りになれば幸いで

ある。同時に、市民の皆さんには、北方四島だけでなくその先にカムチャツカ半島まで連なる千島列島の自然

がある事を、あらためて思い起こして頂きたい。

北海道大学総合博物舘

資料基礎研究系教授高橋英樹
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北大研究者を主とする千島列島研究年譜

【 ~1700 年代】

く1643オランダの deVries、択捉島とウルツプ島の聞に至る〉

<1731国後、択捉の首長ら松前藩主に献上品をおくる〉

1740前後一 Steller、Krascheninnikov，Merk、Langsdorff、Chamisso、Milneらが主にパラムシlレ島、シュム

シュ島など北千島で調査

く1786最上徳内、ウルツプ島に達する〉

く1790最上徳内、 『蝦夷草紙』で択捉島シブンシリ硫黄鉱床を記載〉

く1792ラクスマン、根室に入港〉

く1798近藤重蔵、択捉島に「大日本恵登呂府」の標注を建てる〉

〈1799高田屋嘉兵衛、択捉航路を開く〉

【1800年代】

<1801福居芳麿、『東夷周覧』で国後島セセキ硫黄鉱床を記載〉

く1813ゴローニン・高田屋嘉兵衛交換釈放〉

く1845露米会社の船、択捉島に来航、交易を要求〉

く1849松浦武四郎、南千島の探検航海と上陸調査〉

<1853-54松浦武四郎、『三蝦夷日誌』・『千島日誌』の出版と千島地図の幕府への献上〉

[1855日露通好条約(択捉島とウルツプ島の聞に国境を確定)】

く1860マキシモヴィッチ、函館に渡来〉

く1865前回夏蔭、『千島志料Jでウルツプ島ウエナルシ硫黄鉱床を記載〉
[1875樺太・千島交換条約(全千島が日本の領土になる)] 

1884 宮部金吾、色丹島・択捉島で植物調査

1890 石川貞治、択捉島で地質・鉱物資源調査とともに考古・植物調査

1890 神保小虎、国後島で地質・鉱物資源調査とともに植物調査

1890 宮部金吾rTheFlora of the Kuril巴Islands.l
1891 岡村金太郎『千島ノ海藻』

く1891-92侍従片岡利和氏千島調査、択捉島で越冬〉

く1893郡司成忠と報効義会会員、シュムシュ島で越年〉

1893 横山荘次郎、北千島で地質・鉱物資源調査とともに考古・植物調査

1894 石川貞治、シャシコタン島などで地質 ・鉱物資源調査とともに考古・植物調査

1896 郡司成忠 『千島占守島調査報告』

1897 Snow， H. ]. WN otes on the Kuril巴 Islands.l

【1900年代】

<1900北海道庁参事官高岡直吉氏千島巡行〉

1902 宮部金吾『北海道水産調査報告巻之三昆布採取業J
1903 遠藤吉三郎、択捉島・シュムシュ島で海藻調査

[1904日露戦争勃発]

1909 武田久吉、色丹島で植物調査

1914 武田久吉 WTheFlora of the Island of Shil王otan.l
1919 Yendo， K. W A monograph of the genus Alaria.l 
1920 工藤祐舜、パラムシル島で植物調査

1921 

1923 

1927-30 

工藤祐舜 WFloraof the Island of Paramushir.l 
舘脇操、千島列島に始めて渡り国後島で植物調査

舘脇操、ウルツプ島以北の中部千島で植物調査

平光吾一、色丹島で遺跡調査1928 

1930 北大予科ArnoldGubler、国後島で調査、ステン・ベルクマンと会う

1931 語学教師CarlEtter、南千島でアイヌ民族の宗教調査と遺跡発掘

く1931リンドパーク夫妻、千島各島に着陸〉

<1931北千島学術調査隊(大阪毎日・東京日日新聞社後援)>

1932 ステン・ベルクマン『千島紀行(原題極東における千の島々).1

1932-33 大井次三郎 WFlorulaShikotanensis 1 and II.I 
1933 名取武光、犬飼哲夫の支援を受けて国後島で遺跡調査

1933 鹿野忠雄 『北千島産甲虫類J
く1934田中阿歌磨子爵北千島探検隊〉

1934 永井政次 『千島の海藻』

1934 山田幸男 『得撫島、特に家間附近産海藻目録J
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【1900年代】

1936 Kawabata， S. W A list of marin巴algaefrom the island of ShikotanJ 
1936 Sato， M. WNotes on the lichen flora of Tisima or the Kuriles.J 
1938 Ueno， M. WCladocera of the Kurile Islands.l 

く1939北海道庁、千島調査所を択捉島紗那に設置〉

1940-41 Nagai， M. rMarine algae of the Kurile Islands， 1 and II.I 
く1941千島学術調査研究隊(総合北方文化研究会)>
[1941太平洋戦争始まる]<択捉島単冠湾から日本海軍航空艦隊が真珠湾攻撃に出陣〉

1941 石井芳雄『千島列島硫黄資源開発論J
1941-42 伊藤誠哉 『千島植物研究総説(1)-(8)J
[1945日本無条件降伏(ソ連千島列島占領)] 

1946 Vorobiev， D. P.、択捉島・ウルツプ島などで植物調査
[1951サンフランシスコ平和条約(日本は「千島列島」を放棄)] 

1956 Vorobiev， D. P. WMaterial on the flora of the Kurile Islands.l 
1957 Tatewaki， M. WGeobotanical studies on the Kurile Islandsl 
1958 根本忠寛 『千島の火成活動』

1961-69 Alexeeva， L. M. and Egorova， E. M.、国後島で植物調査

1970 Gorshkov， G. S. rVolcanism and the Upper Mantle.l 
1972 菊池俊彦が「北千島にオホーツク式土器(刻文)は見られるが、文化複合なない」と指摘

1972 -79 Alexeeva， L. M 、国後島で植物調査

1974 Zinova， A. D. and L. P. Perestenko WA list of marine algae inhabiting the intertidal zone of the 
Kurile IslandsJ 

1977 Chernyaeva， A. M. WFlora of the Island Zelioniy (Little Kuriles).1 
1978-97 Barkalov， V. Yら、北千島と南千島を中心に植物調査

1981 岸本文男『千島列島の金属鉱物資源J

1983 Alexeeva， L. M. et al. WFlora of the Island of Shikotan.J 
1983 Alexeeva， L. M. rFlora of th巴Islandof Kunashir， Vascular Plants.l 
1985 -96 Charkevicz， S. S. et al. WVascular Plants of the Soviet Far East， vol. 1-8.1 
[1991ソビエト連邦解体、ロシア連邦成立】

1991 ロシア科学アカデミ一、全千島500万分のー資源分布図、数島の 50万分の一地質 ・資源分布図作成

1992 北海道大学地質学鉱物学教室『千島岩石標本一覧』

<1994-2000国際千島列島調査(IKIP)、中千島を含む列島全体の生物調査〉
1994 石原舜三 『千島列島における鉱化作用』

1997 米園地質調査所 ・カナダ地質調査所 ・ロシア科学アカデミーの国際協力により、千島列島域を含む金

属地下資源をオープンアーカイブスとして出版

く1998-2001オホーツク海国際共同観測プロジェクト〉

く1999-2005rビザなし専門家交流」北方四島調査〉

【2000年代】

2000 Barkalov， V. Y. rphytogeography of the Kurile IslandsJ 

2000 Suwa， T. et al. W Anthomyiid fli巴sfrom Kamchatka and the Kuril Islands (Diptera: Anthomyiidae).1 
2001 Burkanov， V. N. WStellar sea lion survey on Kuril and Iony Islands， Russia.l 
2001 Yabe， M. et al. rIcelinus〆etschisp. nov. and rare species， Sig111istes s111ithi from the southern 

Kuril Archipelago (Scorpaeniformes: Cottidae).1 

2002 Nakagawa， M. et al. WTyatya volcano， southwestern Kuril arc: re四 nteruptive activity inferred 
from widespread tephraJ 

2002 Pearce， T. A. et al. WTerrestrial mollusca on the Kuril Islands: previous records and problems 
for study.J 

2002 Storozhenko， S. Y. rFlora and Fauna of Kuril Island (Mat巴rialsof International Kuril Island 
Project).1 

2004 Yoshitomi， H. and N. Nikitsky WScirtid beetles (Insecta， Coleoptera， Scirtidae) from Sakhalin and 
the Kuril Islands.l 

2006 Ohara， M. and F. Jia WTerrestrial hydrophilid beetles of the Kuril Archipelago (Coleoptera: 
Hydrophilidae).1 

2006 Gage， S. et al. rA newly compiled checklist of the vascular plants of the Habomais， the Little 
Kurils.l 

く2006-08The Kuril Biocomplexity Project (KBP)) 

2007 北海道大学総合博物館企画展示 ・図録『北大千島研究の系譜 千島列島の過去・現在・未来』

* 2000年以降の最近の研究成果の詳細は、本図録の各論文末に引用されている文献を参照されたい。
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千島(クリノレ)の地質と地下資源
一北大研究者による過去の調査・研究の経緯と現代の資源探査

高橋亮平・松枝大治・小俣友輝

1.はじめに 2.千島列島の探検・資源探査前史

1930年(昭和5年)に北海道大学理学部地質学鉱

物学教室が設立され、 1932年(昭和7年)から 10年

間に渡り北海道庁・北海道地質調査会(前北海道立

地下資源調査所、現北海道立地質研究所)との組織

的な協力で千島列島の地質・資源調査が行われた(写

真 1-1)。研究業績としてまとめられた火山、地質層

序、鉱床に関する詳細な記載内容、地質図に加え、

現在、北大総合博物館が所蔵する岩石標本群は、現

代においても学術的に利用価値の高い重要なデータ

である。

本稿では、 北海道大学総合博物館の企画展示「北

大千島研究の系譜一千島列島の過去・現在・未来一」

にあたり、まず千島列島の探検 ・資源探査前史につ

いて概要をまとめる。さらに、昭和初期から始まる

北海道大学関係者の調査研究業績を踏まえた上で、

展示内容に関連して千島(クリル)の地理、地質、

および地下資源の概要を述べ、現代の国際協力によ

る資源探査 ・開発および地球科学研究とのつながり

を明らかにする。

千島(クリノレ)諸島は古来よりアイヌ先住民族の

住む土地であったが、千島探検として島々が海図に

記録されるのは大航海時代も終わりに近づく 17世

紀の中頃である。 1643年にオランダ総督の命令を受

けたマルチン ・デ ・フリーズの指揮するカストリウ

ム号は、北海道の沿岸を航海の後、択捉島 ・ウlレツ

プ島を発見して上陸を果たしている。また、同時期

の江戸幕府による日本総地図の一つである松前蝦夷

地図においても、アイヌ伝承に基づき、 北海道の知

床岬と納沙布岬の聞の沖に大小39の島々が描かれ

ており、これがわが国の最初の千島の地図となる(徳

力 1993)。その後、カザック族のイワン ・コズィレ

アスキーによるシュムシュ島、パラムシル島の地図

作製、ベーリング探検隊の一派であるシパンベルグ

大尉率いる千島探検隊などの航海により、 1746年に

は世界地図(北氷洋および太平洋沿岸地図、ロシア

帝国海軍アカデミー製作)上にカムチャツカ半島と

北海道の聞に千島列島が登場する。さらに、1807年

のロシアのヴァシリー・ゴローニン艦長指揮による

千島列島の測量航海により、その地図精度は格段に

1-1 昭和初期の北海道大学鉱物学地質学教室および北海道庁・北海道地質調査会によるウルツプ(得撫)島の地質及び
鉱床調査当時の撮影写真。ウルップ島 ・家開港より択捉島の展望(根元 ・渡辺 1936aを一部改編)
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高められていく。

18世紀において重商主義に入った江戸幕府では、

老中田沼意次の意向により蝦夷地(現在の北海道)

の金銀鉱山の探索を目的として、最上徳内を中心と

した東部探検隊を編成した。 1786年に最上徳内は択

捉島からウルップ島へ渡り、日本人として初めての

踏査を行うこととなり、 1790年に彼が執筆した「蝦

夷草紙」の中で択捉島シブンシリ硫黄鉱床ほかを記

載している。その後 19世紀まで、江戸幕府は先鋭の

探検家である最上徳内、近藤重蔵、福井芳麿、松浦

武四郎、前田夏蔭らを蝦夷地のさらに東、南千島諸

島まで派遣し、彼らが執筆した紀行文集においては、

国後島エアホイ、チャチャノポリ、セセキ硫黄鉱床、

トシヨロ金銀銅亜鉛鉱床、択捉島フウレベツ鉄鉱床、

アトサノポリ、ペタロベサキ硫黄鉱床、ウルツプ島

ウエナルシ硫黄鉱床などの記載を見ることが出来る

(北海道庁 1960)。このように、現在でも辺境の地で

ある千島諸島において、わが国の「資源探査」は早

くも江戸中期から行われてきたという史実が浮かび

上がる(表 1-1)。

19世紀中噴から、千島諸島に対して日本・ロシア

聞で国家の領土としての線引きが繰り広げられてい

くこととなる。 1855年の日露親和条約で樺太が日露

共同統治になるのとあわせて、現在の北方四島(国

後島、択捉島、色丹島、歯舞諸島)が日本領となり、

1875年(明治8年)の樺太・千島交換条約では全千

島列島が日本領となる。明治・大正時代には、神保

小虎、 多羅尾忠郎、石川貞治、郡司成忠らによって、

千島の地質・資源に関わる巡検記録がまとめられて

いる。明治後期から昭和初期にかけては、千島諸島

への植民事業のひとつとして、国後島、択捉島を中

心として鉱山開発が行われるようになった。 1932年

(昭和7年)より、北海道大学理学部地質学鉱物学教

室の渡辺武男、佐々保雄、鈴木醇、増子真太郎、 お

よび北海道庁地質調査会 ・根本忠寛 (後に、北海道

大学同教室教員に着任) らの協力により、千島列島

の地質・資源調査・地球科学的研究が進められてい

く(北海道大学地質学鉱物学教室 1992a)。第2次世

界大戦を経て、現在は北方四島も含めた千島全島が

実質的なロシア共和国の統治下にある。

12 

表1-1 千島列島の探検・地質および資源調査前史

(明治以降は簡略化)

西暦年 探検 ・調査記録と出来事

1643 <'ノレチン・デ・フリーズ(オランダ)によるカストリウム

号の探検航海で択捉島・ウノレップ島を発見

1644 江戸幕府による日本総地図(松前蝦夷地図)作製でアイヌ

伝承に基づき千島列島を地図記載

1697 カザック族・イワン ・コズイレアスキーがシュムシュ島 ・

パラムシル島の地図作成

1738 ロシア ・ベーリング探検隊の一派、千島探検隊(シパンベ

1742 Iレグ海軍大尉)の探検測量航海

1746 北氷洋および太平洋岸地図(ロシア帝国海軍アカデミー制

作)における千島列島の地図記載

1786 田沼意次の命により最上徳内による金属資源調査を含む択

捉島 ・ウルップ島の踏査

1787 フランスの探検船プッソーリ号・アストリャーフ'号がブッ

ソーリ海峡を命名(ウルップ島・チルポエフ島問)

1790 蝦夷草紙(最上徳内)に択捉島シプンシリ硫黄鉱床の記載

1796 英国軍艦(プロートン艦長)による南千島周辺域の航海

1798 近藤重蔵 ・最上徳内による国後島 ・択捉島の探検調査

1801 東夷周覧(福居芳麿)に国後島セセキ硫黄鉱床の記載

1805 

1806 

ロシア海軍イワン・クノレゼンシテノレン指揮のナジェジュダ

号 ・ネヴァ号がナジェジュダ海峡(マツワ島 ・ラシュワ島

問)を命名

ロシア使節ニコライ・レザノフの命令による択捉島の攻

撃 ・略奪

1807 ロシア・ヴアシリー・ゴローニン艦長指揮による千島列島

の測量航海(正確な地図の作製)

1811 ヴァシリー ・ゴローニンが日本に抑留(ゴローニン事件)

1812 高田屋嘉兵衛が国後島 ・泊沖でロシア船に技致される

1813 高田屋嘉兵衛とゴローニンの捕虜交換

1849 松浦武四郎による歯舞諸島、色丹島、国後鳥、択捉島の探

検航海と上陸調査

1849 三航蝦夷日誌(松浦武四郎)に択捉島フウレベツ鉄鉱床、

国後島エハオイ ・チャチャノポリ硫黄鉱床、択捉島アトサ

ノポリ・ベロタロベサキ硫黄鉱床の記載

1853 松浦武四郎による三蝦夷日誌・千島日誌の出版と千島地図

1854 の幕府への献上(国後島トシヨロ金銀銅亜鉛鉱床の記載)

1855 日露親和条約で南千島が日本領となる

1865 千島志料(前回夏蔭)にウノレップ島ウエナルシ硫黄鉱床の

記載

1868 新明治政府の発足

1875 倖太 ・千島交換条約で全千島列島が日本領となる

1891 北海道庁・神保小虎による千島列島の鉱物資源調査

1893 石川貞治(北海道庁)、郡司成忠(海軍大尉)による千島列

島の鉱物資源(特に硫黄)調査

1930 北海道大学理学部地質学鉱物学教室の設立

1932 北海道庁および北海道大学が北千島・南千島地域の地質調

1935 査を行い、地質および資源分布図を作製

1938 北海道庁による北千島(パラムシル島周辺)地質図の作製

1940 北海道庁による国後島・択捉島・色丹島・歯舞諸島および

中部千島 10島の地質及び鉱床調査報告

1940 北海道庁による北千島(パラムシル島、シュムシュ島、ア

トラソワ島)・中部千島(オネコタン島、マカンノレシ島)の

有用鉱物調査概報

1945 第二次世界大戦の終結、シュムシュ島攻防の後、ソ連によ

る全千島の占領

1951 サンフランシスコ条約で日本がウルップ島以北の千島列島

を放棄

1991 ロシア科学アカデミーにより全千島 5，000，000万分の l資

源分布図、国後島 ・択捉島 ・ウルップ島・パラムシル島

500，000地質および資源分布図の作製

1997 アメリカ地質調査所 ・カブダ地質調査所・ロシア科学アカ

デミーの国際協力により、環太平洋北部地域、千島列島を

含む金属資源情報がオープンアーカイプスとして出版



3.千島の地勢と地理

千島列島はクリノレ諸島とも呼ばれ、カムチャツカ

半島ロパトカi仰と北海道知床半島の聞に、 1，200km 

に渡って弧状に存在する 31の島々からなる。地理学

的には、 j凶器のシュムシュ島からアンティシブエロ

ワ島(シリンキ島)までが「北千島j、マカン/レシ島

からウルップ島までが「中部千島J、いわゆる北方領

土(国後島、択捉島、色丹島、歯舞諸島)が「南千

島jと区分されている。海底地形・大陸地殻および

海洋地殻の特徴に基づく地質学的観点では、シュム

シュ島からシャシコタン島までが北千島、その先の

クルゼンシュタン海峡(深度 1，900m)を境にライコ

ケ島からシムシル島までが中部千島、そして最も深

いブーソーノレ海峡(深度2，200m)を境にチルポイ島

から国後島・歯舞諸島までが南千島と区分される

(Gorshkov 1970)。本稿においては地質学的呼称を

用いている。また、色丹島、歯舞諸島を小千島

(Lesser Kurj])、これらを除く千島列島を大千島

(Greater KuriJ)という区分で呼ぶことがある (Gor-

shkov 1973)。

ロシア連邦の連邦構成主体の一つであるサハリン

州に管轄される千島列島(クリル諸島)は、択捉島

(3，186 km2)、パラムシル島 (2，071km2)、国後島

(1，498 km2)、ウルップ島(1，400km2) を始めとし

て総面積 10，356km2を有し、ロシア統計(2004年時

点、)に基づく人口は、択捉烏 (6，956人)、国後島

(6，622人)、パラムシル島(約5，000人)、色丹島

(3，222人)である。

カムチャツカ半島南部から千島列島南岸、そして

北海道南東部の沖合約200kmに沿う太平洋側の海

洋域には千島海溝が存在し、その水深は大部分が

7，000 m以上で、最大水深10，542mを有する(図

1-1)。千島海溝は、海洋地殻(太平洋プレート)が

日本列島へ向けて斜め方向をもち、大臨地殻(北ア

メリカプレート、またはオホーツクブロック)下部

へ沈み込むサプダクション・ゾーン(沈み込み帯)

にあたる (Kimura1986)。現在のプレート沈み込み

速度は約8cm/年 (Davailleand Lees 2001)であ

り、深発地震層の傾斜(プレート沈み込み角度)は

カムチャツカにおける約500から北海道東部におけ

る約 40。の間の遷移域として、千島列島では約45
0

を

有する(宇津ほか 2001)。太平洋プレートの沈み込

み運動に伴い、千島列島は世界でも有数の地震の頻

発地域であり、地殻・上部マントルの構造、重力や

熱流量の分布などを合わせてみても、典型的な島弧

のーっといえる。サイスミシティ・マップ(震源位

置・深度分布図)によれば、特に択捉島・ウルツプ

島の東南東の約 100km地点において震源が集中し

ていることが読みとれる02006年 11月15日午後8

時 15分に、中部千島(北緯46度 42.1分東経 154度

2.8分)を震源とするマグニチュード 7.9の地震が

発生し、千島諸島と北海道東部沿岸の住民に津波に

対する避難勧告が出されたことも記憶に新しい。こ

のほか、千島列島の北岸、オホーツク海側の海底に

は平均水深約 3，300mの平坦面をもっ千島海盆が

存在し、島々は雁行状に並んだ分布を示す。北海道

大学理学研究院の前田仁一郎助手は、千島列島を含

む北東ユーラシアの地史として、 1， 600 -1 ， 500万年

前に生じたオホーツク海の海底拡大を提唱している

(Maeda 1990) 0 

プレート沈み込みは、地下深度 50-100km域に

おいて地殻の部分溶融を生じさせ、カムチャツカ半

島、日本列島、千島列島ではマグマ 火山活動が生

じている O 千島の島々は全体的に急峻な断崖からな

る地形を呈し、北千島アトラソワ島のアライド山

(2，339 m)を最高峰とし、標高 1，000m以上の山が

64峰存在する(阿部 1992)0また、陸上において 160

の火山、 89の第四紀海底火山が存在し、このうち 32

の火山には 18世紀初頭から現在までの歴史時代に

噴火の記録があり (Gorshkov1954、Volynetset al. 

1990)、1945年以降、新たに 19の火山の噴火が記録

されている (Simkinand Siebert 1994)。

4.千島列島の地質概要

千島列島の地質・鉱物資源の研究報告は、戦前か

ら現在に至るまで少数の日本人、ロシア人研究者に

よって行われている。このほか、一般的な千島列島

の地質・地理に関する日本の科学調査の文献一覧が

「千島列島に関する地質文献類の自録についてJ(自

髪 1994)においてまとめられているので参考にな
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O貴金属資源
(Au， Ag， etc.) 

. 非鉄金属資源

(Cu， Pb， Zn， Sn， etc.) 

命 鉄合金金属資源

(Mo， etc. ) 

源資属金4子
、
j

び
じ
及

坑

属

乙

金

誌

稀

FH

②
G
 

9000 m-

6000・9000m 

3000同 6000m 

千島金属地下資源分布図

o 100 200KM 0・3000m 

図1-1 千島列島位置図および金属地下資源の分布概要 (Ishiharaand Sasaki 1995、Nokleberget al. 1997を再編)

14 



る。特に、 1990年代において北海道大学理学部地質

学鉱物学教室第3講座(鉱床学研究グループ)の石

原舜三教授が執筆した「千島列島における鉱化作用」

(石原 1994a)によって全容が述べられているので、

以下にそれを地質概要としてまとめる。

千島列島の地質概要として、構造運動と構成岩類

は、(1)先島弧期、 (2)島弧期に大きく分けられる O 先

島弧期の構成岩類は、根室半島から連続して小千島

(色丹島、歯舞諸島)に分布し、スピライト一輝緑岩、

砂岩・頁岩類、玄武岩類、粗面玄武岩類、さらには

海底玄武岩層が新生代に入ってオプダクトしたと考

えられる瑳れい岩輝石ダナイト複合体からな

る。島弧期の構成岩類は、新生代におけるカルク・

アルカリ岩系列の火山岩類を主体とし、堆積岩類を

挟む。大きな島では同時代の花商岩類が小規模に露

出する O 火山岩類は様々な変質作用を受け、グリー

ンタフと総称されている。根本(1958)は大千島の

火成活動を中新世鮮新世、更新世現在に二分し、

いず、れも珪長質から苦鉄質へそのマグマ活動が変化

していると述べている。また、隆起量の大きい南千

島と北千島では酸性 中性の火山岩類が多く、隆起

量の少ない中部千島には僅かに中性の鮮新世火山岩

類が露出するに過ぎないと述べている。

大千島のグリーンタフ層は、旧ソ連地質省発行の

50万分の l地質図によると 1，300 -3 ， 900 mの層厚

を有し、上中下の 3単位に分けられる (Sergeyev

and Krasny 1987) 0 最下位層は前期中新世以前のも

のと思われ、パラムシノレ島、シュムシュ島にのみ分

布するもので、凝灰質な粘土、砂質粘土、砂岩から

なる。中位層は前 中期中新世と思われ、全域に発

達し、安山岩珪長質凝灰岩を含む玄武岩質火山角

瞭岩、火山岩起源砂岩、際岩が主体であるが、玄武

岩、安山岩、デイサイト質の溶岩も多い。これらの

諸岩石は著しいプロピライト化を受け、アルバイト、

緑廉石、方解石、ゼ、オライトを生じている O 上位層

は砂岩を含む操岩と角瞭岩で特徴づけられるが、上

位に向けて凝灰岩、凝灰質シ/レト岩、砂岩の比率が

高まる。

後期中新世から鮮新世にかけては、安山岩 デイ

サイト一流紋岩とそれと同源の斑れい岩一閃緑岩

石英閃緑岩 花崩閃緑岩の活動が、火山性陥没帯

と隆起帯の双方で生じている。石英閃緑岩および花

闘閃緑岩については、 800-600万年前の放射年代分

析舗が得られている。

鮮新世から第四紀にかけては塩基性火山岩類が主

体で、一部に斑れい岩、斑れい 閃緑岩を伴う。こ

れらの深成岩の全岩年代分析値については、 300

200万年前が得られている O また、一部にデイサイト

質の酸性岩がある。

5.金属鉱物資源

千島列島の主要な島々の地下資源については、「北

海道地質調査会報告 第8号(得撫島図幅説明書)J

(根本・渡辺 1936b)、「千島列島の金属鉱物資源J(岸

本 1981)、rMineralizationof the Kuril island arcJ 

(Petrachenko 1995)などを参考に、有用金属を対象

とした資源分布と鉱床の記載を以下にまとめる O ま

た鉱床の名称は、戦前に日本側が呼称していたもの

を、戦後ロシアによって再度、名称が与えられてい

るものが多いため、現在の一般名称(図 1-1)とは一

部異なる場合がある O

5.1 国後島

口地質概要

国後島の地質は、下部構造として新第三系の火山

岩・堆積岩類、そして小規模の中新世貫入岩からな

る(図 1-2)。上部構造は、火山体を構成する第四紀

火山岩および堆積岩からなる。当地域には、金・銀、

銅・鉛・亜鉛、水銀、チタン砂鉄、褐鉄鉱などの金

属鉱床が存在する(写真 1-2-A-C)0 非金属資源につ

いては、瀬石鉱山、東沸鉱山、宝沼鉱山において硫

黄・硫化鉄の採掘実績がある O 地質図と資源分布を

「国後島地質及び鉱床図J(根本ほか 1939)、岸本

(1981)を参考に再編集した。

口金・銀

国後島北西部の千島鉱床(千島鉱山西鉱床)およ

び千寿鉱床(千島鉱山東鉱床)(総称:シベトロ鉱床、

現在の総称:プラソロフスコエ鉱床)は、 1931年(昭

和 6年)に探鉱(北海道庁 1957)され、昌徳鉱業株

式会社によって鉱山開発が行われていた記録が残っ
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図1-2 国後島の地質と資源分布図(岸本 1981を改編)

ーーー 断層

ている。資料調査によると、千島鉱山では朝鮮人の

強制労働者の人力も含めて地下100m程まで縦坑

が掘り進められ金の採掘が行われており(村田

1988)、1935年(昭和10年)から1940年(昭和20

年)にかけて組鉱として計4，000tを産出し、鉱夫は

1937年(昭和12年)に最大で66名であった(岸本

1981)。プラソロフスコエ鉱床は、第四紀の玄武岩

一安山岩、鮮新世の火山岩、後期中新世鮮新世の

デイサイト 流紋岩、泥質一砂質凝灰岩類を匪胎母

岩とし、鉱化作用は(1)黄鉄鉱鉱化期、 (II)多金

属鉱化期、(II1)金銀石英脈鉱化期からなる浅熱水性

金鉱床である。形成年代は約200万年前(1.94:t0.10

Ma)の値が報告されてお り、記載された産出鉱物

は、黄鉄鉱、閃亜鉛鉱、方鉛鉱、錫石、ナウマン鉱、

金 テル/レ化合物など50余りに及ぶ (So et al. 

1995、Plotinskayaet al. 2006)。

国後島北東部には見初鉱床が存在する。当鉱床は

昭和初期に探鉱が行われており、プロピライ トと流

16 

紋岩を匪胎母岩とする幅6mの珪化帯には金銀鉱

物、 黄銅鉱、黄鉄鉱の鉱染が見られるが、低品位で

ある(石原 1994a)。

口銅 ・鉛・亜鉛

国後島北部オホーツク海側のパレンチナ湖(日本

名 :オンネ湖)の近くにはパレンチノフスコエ鉱床

が存在し、石英安山岩・安山岩と各種の凝灰岩中に

匪胎する急傾斜レンズ状鉱体からなるベースメタル

鉱化作用が生じている。鉱化作用は黄鉄鉱、そのほ

かの硫化物、重晶石に富む。 鉱石の産状と産出鉱物

は2種類に分げられ、(1)閃亜鉛鉱、方鉛鉱、重晶石

からなる暗色・撤密・細粒質の鉱石で、黄銅鉱、輝

銅鉱、四面銅鉱、メノレニコバイト(=コロフォーム

形状の黄鉄鉱の準安定相)、輝安銅鉱を伴うものと、

(2)黄鉄鉱、黄銅鉱からな り角際状構造、黄色を呈す

る鉱石で、少量の閃亜鉛鉱、方鉛鉱などを伴う。パ

レンチノフスコエ鉱床は、多金属型鉱床(銅・鉛 ・

亜鉛)としては千島列島の中で代表的な鉱床の一つ



であり、これまでに黒鉱型の鉱床成因説も提唱され

ている (Neverov1964、Nokleberget al. 2005)。

国後島北西部のルルイ岬の南東、ルルイ湾湾岸近

くの中央部から東部にかけて、ノレルイ鉱床(別名:

鳳風鉱山)の存在が知られている。ルルイ鉱床は、

1894年(明治 27年)に日本政府から採掘許可が下り

ている。当鉱床は、硫化鉄、その{也の金属硫化物を

伴った多数の石英脈で構成される浅熱水性の鉱脈鉱

床であり、北鉱床・南鉱床に分けられるO 北鉱床は

シュピリ抑の近くに位量し、 28条の黄銅鉱、閃亜鉛

鉱、方鉛鉱、(黄鉄鉱)石英脈が分布し、少量の斑銅

鉱、輝銅鉱、輝銀鉱を伴う。南鉱床は、スヴ、インツィ

ヴィ JIIの河口近くに位置し、少なくとも 6条の鉱脈

からなる北鉱床と同タイプの鉱化作用が生じてい

る。南鉱床の一つの鉱脈は、日本領時代に試掘が行

われている。

口水銀

国後島南部、羅臼山火山の西側の硫気孔活動地区

には、現在の辰砂沈殿帯であるメンデレーエフ鉱床

が位置する。当鉱床は、硫化物と蛋白石に富む熱水

変質岩(珪化岩)中に、メルニコノてイトと黄鉄鉱を

伴う辰砂が産出する微細鉱染鉱体を形成している O

Hg品位は 0.3%に達する O

ロチタン砂鉄

間後島南部の泊(ゴローニン)海岸、東沸(セル

ノボトスク)海岸、古釜布(ユジノ・クリリスク)

海岸、安i度移矢半島(ポローストロフ・ロフチョー

ノて)東岸にはチタン砂鉄層が分布しており、なかで

もヴェスロー鉱床が代表的である(岸本 1981:図

1-2)0チタン砂鉄層は、第四紀の軽石・軽石質凝灰

岩の分解によって生じた磁鉄鉱一輝石一斜長石構成

のチタン鉄鉱を含有するポリミクト砂、および新第

三紀の凝灰質堆積岩の削剥によって生じた磁鉄鉱を

含有する斜長石主体の砂、火砕物の搬出によって生

じた磁鉄鉱を含有する砂からなる。

口掲鉄鉱

国後島南東部の羅臼火山の北東火口原には、羅臼

鉱床が存在する。当鉱床は、水底に鉄水酸化物の沈

殿が生じた堆積型褐鉄鉱鉱床である。

5.2 択捉島

口地質概要

択捉島の地質は、下部構造として新第三系の火山

岩・堆積岩類、そして小規模の中新世から鮮新世に

かけての貫入岩・噴出岩からなる O 上二部構造は、火

山体を構成する第四紀火山岩および堆積岩からな

る。当地域には、金・銀、銅・鉛・亜鉛、チタン砂

鉄、褐鉄鉱などの金属鉱床が存在する(写真1--2-D

E)o地質図と資源分布は「択捉島地質及び鉱床図J

(根本ほか 1940)、岸本 (1981)を参考に再編集した

(図1-3)。

口金・銀

択捉島南部の太平洋側、入車節の南西3kmの地

点にマタ/レザ/レ鉱床が位置する。当鉱床は鮮新世安

111岩中に匹胎する合金石英脈からなるが、露頭調査

以上の情報はない。

口銅・鉛・亜鉛・モリブデン・レニウム

択捉島の東北部、オホーツク海側の恩根萌漁場の

南東1kmに思根萌鉱床が位置する O 鉱床は細脈

鉱染鉱体で構成されており、高品位鉱はチストイ

川河口の南西1.3kmに産出し、プロピライト化安

山岩中に幅5-50cmの石英脈・石英細脈が15条以

上認められる o 鉱石は、閃亜鉛鉱、方鉛鉱、黄銅鉱

がほぼ等量含まれて、微量成分として Ag、Cd，V、

Ba， Inに富んでいる。また、低品位鉱染鉱体では黄

鉄鉱が比較的多く含まれる。

択捉島の南部、ゴルブシ川の上流にゴルプシ鉱床

が位置する。鉱体はプロピライト化安山岩と凝灰岩

中に匪胎されている。当鉱床は、 2条の 2-5cmの

関亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱・黄鉄鉱・石英脈とその

周回の鉱染体からなり、熱水角様化をともなう石英

細脈に切られる。

このほか、択捉島の中央部の植別山火山岩搾丘の

火口周辺部の強珪化変質岩体中には、モリブデン鉱

徴地が存在する。モリブデン鉱化作用は、輝水鉛鉱

を伴う石英脈、鱗状輝水鉛鉱、微品質の石英・蛋白

石・硫化鉄集合体が裂っかを充填し、幅 1 5 cmの

縞状および微角傑構造をもっ鉱脈を形成している O

1994年には北海道大学理学部地質学鉱物学教室

石原舜三教授によって、択捉島のグズノレヤビ火山の

17 



| 千島(クリル)の地質と地下資源 | 

キ;
や
り

〆"

や
うt

争 口
口
圃
一周

ム
A

し
一

~ 

うら

O金 ・銀鉱床
. 錫 ・鉛 ・亜鉛鉱床

. チタン砂鉄鉱床

5Ikm .褐鉄鉱鉱床

図1-3 択捉島の地質と資源分布図(岸本 1981を改編)

活動中の火山ガス噴気孔中から「レニウム硫化物」

が発見されている(石原 1994b)。レニウムは人類が

発見した最後の天然元素であり、このグズルヤビ火

山産のレニウム硫化物の発見は、レニウム主成分鉱

物としては世界初となる。 1908年に、東北大学の小

川正孝(のちに東北大学総長)が原子番号43番を予

想して報告を行ったニッポニウム (Nipponium:

Np) (現在、原子番号43番の元素は、正しくはテク

ネチウム、 Technetium:Tcである)は情報量不足に

より新元素として認められなかったが、同氏が発見

した元素はマンガン属元素の一つである原子番号

75番のレニウム (Rhenium:Re)であったことが近

年の科学史研究によって明らかにされている。通常、

輝水鉛鉱 (MoS2)中に微量に含まれるレニウムは地

殻存在度 0.0004ppmと非常に稀少な元素である

が、グズJレヤビ火山噴気孔のシリカチューブ中の昇

華物からは全岩組成として数 100~2 ，600 ppmのレ

ニウム含有量が報告されている (e.g. Yudovskaya 

et al. 2006)。現在、択捉島のレニウムは地球科学的

研究面では注目を浴びているが、資源価値は総量的

に見て低いと考えられる。
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ロ チタン砂鉄

択捉島北部の浜中漁場一東留茶留地峡の太平洋

側、オホーツク海側には北択捉鉱床群として 5鉱床

(オナイハモンベツ鉱床、レイドヴォェ鉱床、ヴェト

ロヴォーイ鉱床、カノネール鉱床、オケアーン鉱床)

が存在する。オナイハモンベツ鉱床は、 1890年(明

治24年)に北海道庁の神保小虎が調査を行ってお

り、その後、 1954 年(明治 29 年) 、 1965~1967 年に

A. YAチャリフ、 Yu.Gチュプリコフが調査を

f子っている。

このほか、択捉島中央部の太平洋側、オホーツク

海側には中択捉鉱床群(カサート カ鉱床、クィグィ

シェフ鉱床、紗那鉱床)、向島西部の太平洋側、オホー

ツク海側には西択捉鉱床群(オデッサ鉱床、満萌鉱

床、紗那鉱床)、向島南部には南択捉鉱床群(ピノー

コツ鉱床)が存在する。

これらの鉱床の有用成分は、Fe、Ti、Vであり、

オナイハモンベツ鉱床に産出する砂鉄についての旧

ソ連科学アカデミーウラノレ支部科学冶金研究所の資

料によると、選鉱されたチタン砂鉄は、焼結鉱への

処理の後、電気炉の融解により Vを含有した銑鉄と



Ti02を含有するスラッグが得られ、さらに酸処理に

よって Ti02の抽出が可能である。

口褐鉄鉱

択捉島中北部の散布半島、散布火山の浸食カルデ

ラ中には千島列島の中で最大の褐鉄鉱鉱床である知

布幌鉱床が存在する O 当鉱床の一部は、 1890年(明

治 24年)に北海道庁の神保小虎が発見している O 知

布l院鉱床は散布火山の酋斜面にあり、カルデラ中に

は最大で直径約300m、水深8mのいくつかの浅い

湖が存在する O 褐鉄鉱鉱床では、これらの湖底に鉄

分を含む酸性冷泉が湧出し、毎日 1t程の褐鉄鉱が

沈殿を続けている。褐鉄鉱は微量成分として Mn，

V、Niを含み、鉄鉱としての資源価値はないが顔料

としての利用が考えられている。このほか、上記と

同タイプの鉱床として、択捉島南西部、ベルタルベ

火山の北東山腹にべJレタルベ鉱床が存在する。

5.3 色丹島・歯舞諸島

口地質概要

色丹島・歯舞諸島の地質は、「色丹島の地質及び地

形J(佐々 保雄 1940、大野笑三編著)、「北海道地質

図J(北海道立地下資源調査所 1980)などによって

まとめられているので、以下に概略を述べる。

千島列島を二重島弧としてみた場合、色丹島・歯

舞諸島は、先島弧期に大千島 (GreaterKuril)より

も先行して形成された小千島 (LesserKuriOに分類

され、地質構造は北海道の根室・釧路地域のそれと

一致する。色丹島・歯舞諸島の地質について、下部

構造として中生代白亜紀から吉第三紀暁新世の火山

岩・堆積岩類およびこれらに貫入する深成岩類が存

在する O 下部構造の下位は、又古丹噴出岩類として

の輝石安山宥溶岩、同質の集塊岩、凝灰岩類からな

り、不整合をもって主に凝灰質砂岩からなる色丹層

に覆われる。これらは、色丹島の東部と西部におい

て斜古丹山及び能登深成岩類(主に斑れい岩)の貫

入を受けており、色丹層との接触境界部では部分的

にホルンフェルス化が認められる。上部構造として、

第三紀の輝石安山岩および岩脈、かんらん石玄武岩

などが小規模に分布する。また、色丹島の階部には、

第四紀の段丘堆積物も存在する。

口地下資源

色丹島・歯舞諸島の地下資源は鉱徴地としていく

つか記載がされているが、鉱量は多くないため以下

に簡略化して述べる。色丹島の東海岸イネモシリ地

区のディミトロフ湾に金・銀・(錫)の鉱徴地(Duni-

chev 1972)、西海岸のホロベツ以西に小規模の砂鉄

鉱床が存在する(佐々保雄 1940)。歯舞諸島には、

水品島に小規模の褐鉄鉱鉱床が存在するが、その他

の島々には地下資源は認められない(北海道庁

1958)。

5.4 ウルップ島

口地質概要

ウルップ島の地質は、下部構造として新第三系の

火山岩・堆積岩類(リノfコブスキー累層)が大部分

の地域を占める。また、中新世から鮮新世にかけて

リパコアスキー累層に貫入する岩相として、石英閃

緑岩からなる貫入岩、小規模の流紋岩ーデイサイト

質岩、安山岩の噴出岩が存在する。上部構造は、主

に火山体を構成する第四紀火山岩からなる。また、

現世堆嶺物は層厚 10m以下でその分布は少ない

(図 1-4)。当地域には、金・銀、銅・鉛・亜鉛、水銀、

チタン砂鉄、褐鉄鉱などの金属鉱床、鉱徴地が存在

する(写真 1-2-F-H)0 地質図と資源分布を根本・渡

辺(1936b)、石原(1994a)、Dantchenko(1995)、

So et al. (1995)、およびOriel Resources Plc. 

(2004)を参考に再編集した(図 1-4)0

口金・銀

昭和初期の北海道大学、および北海道庁の資源調

査により、ウ/レップ島の南西部、家間湾および鯨湾

沿岸の近くに多数の鉱床(鉱脈)が存在することが

明らかにされ(写真 1-3)、現在も注目を浴びている。

その詳細は北海道地質調査会によりJ得擁島家間鉱

床地質図J(根本・渡辺 1936b) として精密な 5，000

分の l縮尺マッピングが行われ、現在でも利用価値

は高い。なお 1980年代まで、ロシア側では同地区の

鉱化帯についてユージュヌィ鉱床と総称しており、

さらに 1997年の米国地質調査所のノックルパーグ

らはテチャェフスコェ鉱床と総称している。 2001年

以降、同地区では州政府企業のサハリン・ジオロジ
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1-2 北海道大学総合博物館が所蔵する千島列島産の鉱石標本:国後島(A-C)、択捉島(D-E)、ウルツプ島(F-H)。

20 

(ω 標本番号KuriU54_15、方鉛鉱、黄銅鉱、閃亜鉛鉱を含む多金属硫化物鉱脈、北海道庁採取 ;(B)標本番号Kuril 177 

40B、千寿鉱山 l抗産、二酸化マンガン鉱、黄銅鉱からなる多金属硫化物鉱脈;(C)標本番号PC-ITP/94. 5、左:多金

属硫化物鉱脈、右 :含金銀石英脈、カムチャツカ火山地震研究所より寄贈;(防標本番号Kuril 117 80、見初鉱山産、

少量の黄鉄鉱を含む含金銀石英脈;(E)入皇節地域産、鉱染状硫化物を含む凝灰角際岩;(め標本番号Kuril161 30、家

問鉱床・鯨湾地域第W鉱脈、黄銅鉱、黄鉄鉱に富む石英脈;~ω 標本番号 KuriU06_ 49、家間鉱床 ・ 鯨湾地域産、鉱染

状硫化物を含む石英脈、増淵採取 ;倒標本番号KuriI26、鐙湾東地域の地獄山火山噴出岩体、凝灰角燦岩中における鉱

染状の多金属硫化鉱物と石英、重品石脈。
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図1-4 ウルツプ島の地質と資源分布図(根元・渡辺 1936、Petrachenko1995、OrielResourc巴sPIc. 2004を改編)

1-3 ウルツプ島、家間鉱床の鯨湾地域における岩石鉱床露出状態の断崖風景とスケッチ(根元・渡辺 1936a)

カル ・エクスペディション社が200，000分の l縮尺

のマッピング、 トレンチング、および地化学探査を

行っている。 2004年には、主にクロム ・ニッケル資

源の開発を行っているイギリスの資源開発企業のオ

リエル ・リソーセスが資源探査およびトレンチング

デー夕、地化学データの解析を行い、家間鉱床をク

ポーノレ鉱床、さらに南西の鉱徴地をアインスコエ鉱

床と命名し、鉱業開発権を取得するに至っている
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(Highland Gold Mining Ltd. 2004)。根本・渡辺

(1936b)らは、「高崎」から南方へ「鯨湾(写真 1-4)J、

「平磯崎(写真 1-5)J、「家間湾」、「家間崎Jにかけて

の約 6kmにわたり¥鉱脈・鉱徴地に第 1号から第

33号まで番号を付け、鉱脈観察(N3却O一6ωO

1m以下、平均脈幅50cm)、鉱物記載、品位分析、

熱水変質などの記載を行っている。鉱石は、黄鉄鉱、

黄銅鉱を主体とし、少量の方鉛鉱、閃E鉛鉱を含み、

二次鉱物・脈石鉱物として斑銅鉱、褐鉄鉱、重晶石、

石英などから構成される。オリエル・リソーセス社

(英)の金を探査対象とした調査報告によれば、家間

鉱床(クポール鉱床)は A(西側)、 B(中央)、 c(東
側)鉱体にそれぞれ分けられ、鉱脈は平均品位 10-

20 g/t Au、最高品位500g/t Auを有する (Oriel

Resources Plc. 2004)。また、地表に露出する鉱脈

は、自然金、金属硫化物、および少量の針鉄鉱、重

品石、赤鉄鉱、明馨石、石膏、斑点状に産出する自

然硫黄を含む石英・クリストパライト・粘土鉱物脈

からなる。鉱脈は浅部域における鉱化作用の特徴を

持つため、鉱体は約200mの垂直延長が推定されて

いる。一方、アインスコエ鉱床で、は家間鉱床(クポー

ル鉱床)と同タイプの鉱化作用が見られるが、鉱床

は小規模でトあり 3g/t Auの平均品位が見積もられ

ている。

口 銅・鉛・亜鉛

ウルップ島の中央部太平洋側の尖崎にドヴォイノ

イ鉱床が存在し、黄鉄鉱鉱染状鉱体、および4条の

1-4 ウルップ島、家間鉱床の鯨湾地域第4号鉱脈露頭。
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写真の中でハンマーがある地点に合金・黄銅鉱

一石英一重品石脈が露出する(根元・渡辺 1936)。

黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱からなる石英脈が発達す

る。向島の北端、東雲原半島の吉野浜にはツマーン

鉱床が存在し、閃亜鉛鉱・黄銅鉱からなる鉱染状鉱

体が発達する。また、向島中央部、オホーツク海側

の八丁崎にはネプロイデシ鉱床が存在し、 5条の黄

銅鉱・輝銅鉱・石英脈が発達する。

口 水銀

ウルツプ島の水銀鉱徴地として、ヴルリーパヤ川、

ヴォドパート川、カメニースタヤ川の河成層におけ

る辰砂粒の産出が知られている。

ロチタン砂鉄

ウルップ島中央部オホーツク海側には、床丹湾岸

の床丹)11と硫黄川の砂浜と砂州、|に延長2，000mの

床丹鉱床、およびその東側に温泉浜鉱床が存在する。

5.5 パラムシル島・シュムシュ島・アトラソワ島

口 地質概要

パラムシル島・シュムシュ島・アトラソワ島の地

質は、下部構造として新第三系の火山岩・堆積岩類、

そして小規模の中新世貫入岩からなる。上部構造は、

火山体を構成する第四紀火山岩および堆積岩からな

る(図 1-5)。当地域には、銅・鉛.:gE鉛・モリブデ

ン、水銀、チタン砂鉄、硫黄・硫化鉄などの金属・

非金属鉱床、鉱徴地が存在する。「北千島地質及び鉱

床図J(根本・斉藤 1941)、石原(1994a)、Petrachenko

(1995)を参考に、地質図と資源分布を再編集した(図

1-5)。

1-5 ウノレツプ島、家間鉱床の平磯崎第20号鉱脈露頭。
写真の左手前から海岸線に沿って、黄鉄鉱一石英

脈が存在する(根元・渡辺 1936)。
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図1-5 パラムシル島・シュムシュ島・アトラソワ島の地質と資源分布図 (p巴trachenko1995を改編)

口 銅・鉛.~鉛・モリブデン

パラムシル島北東部のリフォヴォェ岬南部の太平

洋沿岸地区にリフォヴォェ鉱床が存在する。当鉱床

は2地区に分かれており、それぞれの鉱脈延長は約

300 m、脈幅は約 10mである。鉱化作用は、閃E鉛

鉱、方鉛鉱、メルニコバイトを主体とし、黄銅鉱、

黄鉄鉱の鉱染を伴う石英、玉髄、重晶石細脈群で特

徴づけられる。

パラムシル島中央部太平洋側のグ/レゼンシュテル

ン岬南西L3kmには、ラードゥガ鉱床が存在する。

鉱体は大量の黄鉄鉱を伴う閃E鉛鉱、方鉛鉱、黄銅

鉱の小鉱染群と細脈群からなる。上述の記載は岸本

(1981)によるものであるが、 Petrachenko(1995) 

は、地質図上で同地点を金・銀鉱床と表記している。

パラムシル島の南部のカルピンスキー火山北部の

変質岩中に輝水鉛鉱の鉱染鉱体、および同島北部の

ベ/レンドスキー火山一ブロダビェチ火山の聞の火山

岩中には輝水鉛鉱の鉱徴地が存在する。このほか、

ビリビン火山の休噴気孔部内では自然硫黄と大型の

鱗状輝水鉛鉱が産出する。

シュムシュ島の北東部のプロピライト化岩相が発

達する地区には、いくつかの亜鉛、鋼、アンチモン、

枇素、モリブデンなどの鉱徴地が存在し、特にコシュ

キナヤ川の谷においてはコシュキナ鉱床が命名され

ている。コシュキナ鉱床は、珪岩中に閃E鉛鉱、鶏

冠石、雌黄、輝水鉛鉱などの鉱染体が発達する。

口 水銀

パラムシル島のトゥハルカ川とストレラー川の河

成層、及び、雲霧山火山西斜面に辰砂粒が含有され、

そのほか、轟川の河成層からは辰砂が閃亜鉛鉱とと

もに産出する。

口 チタン砂鉄

パラムシル島の南端、黒武崎地区および柏原ーウ

ラスヌイ聞に含チタン砂鉄層が存在するが、規模は

小さい。
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口 硫黄・硫化鉄

パラムシル島の北部には、火山性の硫黄および硫

化鉄鉱床として、ザオゼ、ルノエ鉱床、エベコ鉱床が

存在し、昭和初期む日本により採掘が行われた実績

がある(石井 1941)。

6.エネルギー資源

6.1 地熱エネルギー

ロシア連邦では、 53に及ぶ科学センターおよび高

等研究所において地熱エネノレギ一利用の研究が行わ

れているが、地熱地帯の多くは理論研究の段階であ

る。しかし、人口約 500，000人を有する黒海地方の

北コーカサス(カフカス)連邦管区のように、室内

暖房、都市集中暖房、面積465，000m2におよぶ農業

用地の温室(グリーンハウス)などへの地熱エネル

ギーの利用が成功した例も見られる (Svalova

2003)。カムチャツカ半島から千島列島にかけての地

域は、特に火山活動が活発でありポテンシャルの高

い地熱地帯が数多く存在し、これまでに多くの研究

が行われてきた。 1992年以降の 10年聞において、カ

ムチャツカ半島のモトノフスキー地熱帯では、国際

連合大学およびヨーロツパ諸国の技術・資本協力に

より 1基の地熱発電所が建設され、その後ロシア独

自の技術により、新たに I基の地熱発電所が建設さ

れて運転を開始している。地熱エネルギーは、北コー

カサスで見られるような温水の熱交換としての直接

利用の他、カムチャツカ半島、千島列島などの辺境

地域における工業用電源としての利用の意義も大き

し3。

21世紀初頭、現在のロシアでは原油高による好景

気状態が続いている。ヨーロッパ連合・ロシア・エ

ネルギー技術交流センターの報告によれば、択捉島

では熱交換が可能な二相流体(蒸気+熱水)の地熱

資源が発見されており、 2015年までのクリル開発計

画(注:後述)と日本の援助により地熱発電所が建

設予定である。択捉島では、推定される 30MWの発

電能力により全島に必要な電源供給が可能であると

されている。また、国後島にも地熱貯留槽が存在し、

ユジノ・クリリスク市への電源および熱供給が行わ

れようとしている。このほか、探査段階であるが、
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パラムシ1レ島には地下浅部に 70-950Cの良好な地

熱水資源が存在することも知られている (EU-

Russia Technology Center 2004)。

6.2 石油・天然ガス

千島地域の石油・天然ガス資源に関しては、

rSouthern Kurile islands/ Northern territories 

resource potentiaIJ (Mark and N oel 1991)を参

考に以下にまとめる。

千島列島の陸域においていくつかの油徴・ガス徴

が認められるが、概してポテンシャJレは低い。千島

列島の太平洋側海域に関しては、地質学的な見地か

ら地質時代に油田・ガス田の形成が行われた可能性

は極めて低いと考えられる。オホーツク海のサハリ

ン東部地域では、近年多くの天然ガス田・油田が存

在することが明らかになり、採掘・開発計画が進め

られている(岡・松枝 2006)。これに対して、千島

列島に沿う 200海里域までのオホーツク海南部にお

ける石油・天然ガス資源の賦損ポテンシャルは低い

と考えられてきたが、 2003年の資源調査では千島中

部の大陸棚で有望な石油・天然ガス資源が確認され

ている(モスクワ二時事通信社;フジサンケイ・ビ

ジネス・アイ、 2006年8月24日)。さらに Markand 

Noel (1991)らは、千島海盆の形状や堆積層の規模

などの地質学的見地 (e.g. Sychev and Snegovskoy 

1976)に基づけば、北海道側の北方四島域も比較的

有望で、あると述べている。

国後島では、凝灰岩中にナフテン基原油の油徴が

あるほか、シュルガ山 (Mt.Shul'ga)の珪岩中にパ

ラフィン基原油の油徴が存在することが知られてい

る。また、択捉島にはメタンガスを主成分とするガ

ス徴が存在する。国後島の油徴は昭和初期の北海道

庁の資料にも記録が残っており(北海道庁 1931)、

1970年代の旧ソビエト時代に 4，500mの地下掘削

が行われたが良い結果は得られていない。今後のク

リル開発計画(注:後述)により、千島列島の化石

燃料資源の賦存ポテンシャノレを含めた詳細が明らか

にされていくと考えられる。



7. 21世紀の資源探査と地球科学的研究

7.1 口シア極東における資源探査の近況

第二次大戦後から続いてきた資本主義国と社会主

義国の東西冷戦は 1939年に終結し、 1992年にはソ

ビエト連邦の崩壊により新政府・ロシア連邦の誕生

に至った。!日ソ連の体制下においては地下資源に関

わる情報は最重要秘密として扱われていたが、冷戦

の終結と新政府の誕生により状況は大きく変化し

た。新政ロシアのスタートにあわせて、アメリカの

誘いでロシア、アメリカ、カナダを含む3カ国で国

際研究共同プロジェクト「極東ロシア、アラスカ、

カナディアン・コルディレラの鉱床生成とテクトニ

クス」が開始されることになるが、これまでに数回

の会合を重ねて、金属資源を中心とした鉱床情報が

1993年と 1996年に米園地質調査所のオープンファ

イルレポート (No.93-339; 96-513-B)として公表さ

れた。その後、米間地質調査所のノックルパーグを

中心とする研究グループが、ロシア極東の地質とメ

タロジェニックベルト(金属鉱床区)に関する地図

情報を含むデータの一部を発表し (Nokleberg et 

al. 1997)、2005年には同プロジェクトの 397ページ

に及ぶ報告書 (No.1697: Nokleberg et al. 2005) 

が出版されている。 Nokleberget al. (1997)の金属

鉱床データベース基づくと、千島列島には、現在、

探査・開発の可能性がある金・銀、銅・鉛・亜鉛な

どの金属資源および一部の自然硫黄等の地下資源が

存在することが明らかにされており、これを本稿の

図1-1にまとめた。

ロシア極東全体の資源状況に関しては、その開発

ポテンシャルは世界最大級であり、環太平洋の市場

において特に重要な位置を占めている。主に沿海

州・マガ夕、ン州を中心とする非鉄金属の鉱業生産は、

現時点でロシア国内の工業生鹿全体の25%を占め

ている(金属鉱業事業団 2001)。また、 1990年代半

ばの鉱物生産量の統計に基づけば、ロシア極東域は

ダイアモンド、金、錫、アンチモン、蛍石のロシア

最大の生産地である O その中で、千島列島は最も辺

境に位置しており、現在、鉱業開発は行われていな

いがポテンシャルは低くない。

ロシア政府は、北方四島を含む千島列島総合開発

のための「クリール(千島)諸島社会経済発展計画

(2007~2015 年)J (前述:クリル開発計画)の全文を

公表した(モスクワニ時事通信社:フジサンケイ・

ビジネス・アイ、 2006年8月24日)。同計画は千島

海域の海洋資源保護を重視したものであるが、一方

で石油・天然ガス・金属鉱物の埋蔵童謡査、資源開

発、研究開発についても言及しており、千島地域に

国内外の投資を誘致する目的も含む。計器は、第 l

段階 (2007~2010 年)で主に輸送・社会インフラの

整備を行い、第 2 段階 (2011~2015 年)で漁業・鉱

業の発展、観光開発を図るとしている。ロシアは、

1992年以降から続けられてきた「鉱業法」の改正に

関わる会議を、 2004年より日本も含めた各国同席の

上で進めている。これは、従来の鉱業法におけるロ

シア中央政府と地方行政の 2重の謹雑なコントロ

ルシステムを打開し、外国資本の導入を容易にする

ことも目的のーっとしている。鉱業法改正に先立ち、

すでにカムチャツカ半島では、 2005年にトランス・

シベリアン・ゴールド社(英)、アングロ・ゴールド・

アシャンティ社(米)の資本協力により、新政ロシ

ア誕生以来、カムチャツカ半島では初めてとなるア

サーチャ金鉱床の開発が着手された (Society of 

Economic Geologists 2006、Takahashi et al 

2006a)。また千島列島では、 2004年にウノレップ島の

南部においてオリエル・リソーセス社(英)が金、

ベースメタルを対象として資源探査、鉱区獲得を

行二っている (Oriel Resources Plc. 2004) 0 

21世紀の資源開発の体制は国際協力型へと方向

転換を遂げつつあるが、間際共同研究としての海外

地質調査、大学・研究所における基礎研究が時代を

先行する役割を果たしている点にも注目すべきであ

る。

7.2 千島列島の地球科学研究の発展へ向けて

昭和初期に北海道大学と北海道庁地質調査会

(現・北海道立地質研究所)が南千島で採取し、現在

は北大総合博物館が所蔵管理している岩石標本は、

「千島岩石標本一覧J(北海道大学地質学鉱物学教室

1992b)にまとめられている。石原舜三(元・北大教

授)と佐々木IJ召(元・地質調査所)らは、千島岩石
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標本を用いて硫塩鉱物の硫黄安定同位体比を測定

し、 北海道、千島列島、マガダン地方における熱水

鉱床の成因論研究を行った (Ishiharaand Sasaki 

1994、Ishiharaand Sasaki 1995、Ishiharaet al. 

1995)。このほか、石原舜三 (1994b)は択捉島のク

ズJレヤビ火山の噴気口中の昇華物から、世界初の発

見となるレニウムを主成分とする鉱物と しての 「レ

ニウム硫化物jを同定し、 ReS、Re2S3としての化学

組成を推定した。レニウム新鉱物は近年まで議論が

続けられ、国際鉱物学会連合(IMA)により鉱物名 :

IMA1999-004a (化学組成 :ReS2) としての正式登

録に至っている。近年、クズ/レヤビ火山の噴気孔か

らは、自然金、銅金銀化合物の産出も新たに報

告されている (Yudovskaya et al. 2006、Chaplygin

et al. 2006)。北海道大学在籍中に石原舜三らが進め

てきた千島列島における研究は、現在ではカムチャ

ツカ半島の熱水活動 ・硫黄同位体研究とあわせて、

北東ユーラシアの鉱床成因論としての地球科学的研

究へと発展している(高橋ほか 2006、Takahashiet 

al. 2006b)。

千島地域が地球科学 ・ビジネスフィーノレド として

注目されている今、過去の研究者が残した記載資料、

学術標本といった知的資産をデータマイニングする

ことの重要性 (e.g.小俣 2006)、そして博物館研究

の意義に改めて気づかされる。 収集者と して試資料

に関して知的所有権を持つ研究者は、一方で、それら

の情報交換も必要としており、これは適宜公開情報

制限や使用規定を設けたデータベース公開によりあ

る程度ク リア可能である。今回の北大総合博物館企

画展示と図録編集に関わり、千島岩石標本に含まれ

る全ての鉱石標本(標本数 :167、データ区分・入力

数 :46点)を選別し、 画像データを含むデジタル

アーカイプを北大総合博物館ホームページ上で「カ

ムチャツカ( 千島)金属資源データベースJ(高橋・

小俣 2006)として公開を行っている。 このデータ

ベースには企業からのアクセスや問い合わせもあ

り、今後学術関係以外の機関との連携も期待されて

いる。

千島列島を含む北方圏の自然科学は地質学をはじ

めとして未だ多くの未解明な点があり、世界的な研
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究競争は勢いを増しているのが現状である。北海道

大学がこれまで約70年間にわたって行ってきた千

島列島の地球科学研究をグローパルな視点をもって

継続していくことが望まれる。
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92-97. 

横山壮次郎. 1894b.千島巡検記.地学雑誌， 6(63): 

152-158 

横山壮次郎. 1894c.千島巡検記.地学雑誌， 6(64): 

212-219 

横山壮次郎. 1894d.千島巡検記.地学雑誌， 6(65): 

276-280. 

横山社次郎. 1894e.千島巡検記.地学雑誌， 6(66): 

330-335. 

(英語文献は ABC順、日本語文献はアイウエオ11民)
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千島列島の火山活動

中川

1.はじめに

とこでは千島列島の火山活動について概要と、そ

の研究の歴史について述べる。そして著者が関係し

た国後島の爺爺岳調査の結果について紹介する。

2.千島列島の火山活動の概略

千島列島は、北海道の近くでは二重の弧状(南側

の歯舞~色丹島、北側の国後~択捉島)の配列をし

ている。このうち南側の島々には新しい火山はない

が、北側では国後島から遠くカムチャツカ半島まで

続く島々のうち、最北端の占守島を除くすべてで、

新しい火山活動が起こっており、文字通りの火山列

島である。これらの火山活動は、千島海溝から太平

洋プレートが沈み込むことで、その沈み込みに伴っ

て発生したマグマに関連している。このような火山

は、島弧型あるいは沈み込みに伴うタイプであり、

日本のほとんどの火山と同じである。

千島列島での火山活動は遅くとも数百万年前ごろ

には開始していたと考えられ、最初は水中火山活動

が続き、千島海溝側では次第に陸化して陸上の活動

に移行した。この中で第四紀火山(170万年より新し

い火山)の総数は 160とされ、それとは別に千島列

島沖のオホーツク海には89の水中火山体が認識さ

れている(図2-1: Gorshkov 1970)。

このなかで完新世(1万年前から現在)に、火山

爆発指数(VEI)が3以上(噴出量が0.01km3以上)

の、比較的規模の大きい噴火を起こした火山は30と

推定されているが (Simkinand Siebert 1994)、遠

隔地で調査不足のため、実際にはもっと多くの火山

が噴火しているであろう。この 30の火山で、カルデ

ラを形成するような、 VEIが6を超える(噴出量>

30 

光弘

10 km3)大噴火を起こした火山は3つある。これら

の大噴火は 7500~9500 年前に起こっている (GOl油­

kov 1970， Braitseva et al. 1995) 0 18世紀以降に限

ると、 VEIが4以上の大噴火は 10回記録されてい

る。これらは 1790年と 1981年のアライド火山(ア

トラソワ島)、 1853年と 1986年のパラムシル島のチ

クラ火山、 1872年のシャシコタン火山(シャシコタ

ン島)、 1778年と 1924年のライコケ火山(ライコケ

島)、 1946年のマツワ火山(マツワ島)、 1712年のチ

ノレポイ火山 (チノレポイ島)そして 1973年の国後島の

爺爺火山である。このような噴火履歴を見ると、千

島列島の火山活動は日本列島のそれより活発であ

る。

3.千島列島の火山研究の歩み

千島列島全域が日本領土であった第二次世界大戦

前には、北海道大学の研究者によって千島列島の地

質調査が行われていた。 1930年(昭和5年)に北大

理学部と共に地質学鉱物学教室が設立となり、その

年に早くも佐々保雄が北千島の調査に赴いた。その

後、ほぽ毎年ほとんど探検と同じスタイルの調査が

行われた。 1932年には北海道庁工業試験場地下資源

研究室(現、 北海道立地質研究所)と共同で中千島

の調査が開始され、さらに 1940年噴からは、南千島

を中心に学生も含めた教室をあげての組織的な調査

が繰り返されていた。その聞には、 1938年に東京大

学の久野久により北千島アライド火山(アトラソワ

島)の本格的な火山岩岩石学の研究論文

いPetrologyof Alaid V olcano， N orth Kurileつが
公表された。しかしながら大戦の勃発により千島研

究は停滞し、戦後は日本人による千島研究の道は長
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図2-1 千島列島の火山分布。 1945年以降噴火した火山を赤、完新世(1万年前以降)にl噴火した火山
を緑で示している。その他の第四紀を青で示している。火山水中火山(黒)について活動年代

は不明である。千島列島は、地理的に Boussol巴海峡より西を南千島、その東から Kruzenshtern
海峡までを中千島、それより東を北千島と呼ぶことが多い。

く閉ざされることになった。戦前の北大の研究者に

より採取された岩石試料は、北大理学部の地質学鉱

物学教室にあったが、その保存状態は悪かった。そ

こで 1991年から組織的に試料の集約と整理を行い、

その後に北大総合博物館に管理を移して現在に至っ

ている。

戦後は旧ソビエト連邦がカムチャツカのぺトロパ

ブロフスク・カムチャツキーに当時の世界最先端の

火山研究所を設立し、優秀な研究者を集め、カムチャ

ツカだけではなく千島列島の火山研究を精力的に開

始した。千島列島に関しても軍の協力もあって、ほ

ぽ全ての島の火山に関して調査を展開するだけでは

なく、海洋調査船を駆使して千島列島の西側(オホー

ツク海側)に分布する水中火山についても調査を

行った。その成果は 1970年に火山観測所の所長であ

るG.S. Gorshkovによって、Volcanism and the 

U pper Mantle"という題目の本にまとめられた。当

時は冷戦下で、かつ千島列島は西側との国境地域で

あるということから、ソビエト以外の研究者が千島

で調査を展開することはできなかった。しかしソビ

エト連邦もその末期には政治・経済の混乱が起こり、

1970年代後半からはソビエトによる千島研究は長

く停滞することになり、ソビエト崩壊を迎えた。

1990年代に入って長く外国人に閉ざされていた

カムチャツカや千島も、ロシアによって外国人に開

放されるようになった。そして千島列島についても

少しずつ研究が再開された。とは言え、千島列島は

ロシアにとっても遠隔地であること、気候が不順で

あること、そして何よりもロシア経済が低迷してい

たことから研究の展開は困難を極めていた。しかし

ながらロシアが混乱から回復してくるにつれ、外国

との共同研究も展開されるようになった。そして

1990年代後半からは、日米露を中心とした研究交流

が開始された。

日本は千島列島の、いわゆる北方四島においてソ

ビエトと領土問題を抱えており、そのために火山調

査だけではなく、そこに上陸することさえ困難で

あった。しかしながらソビエト崩壊後、いわゆるビ
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表2-1 完新世(1万年より新しい)の VEIが3以上のI噴火の一覧

No Eruptive Year Volcano VEI* V olcano Type Rock Island 
ーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーー.司---.---.----------------------------司・ー---・--------骨---.骨・・・・・・・ ・a・・ a・a

1 9400yBP Tao-Rusyr 6 Caldera Dacite Onekotan 

2 9400yEP Ushishir Caldera Dacite Ushishir 

3 7400yBP Lvinaya-Past 6+ Caldera Dacite Itrup 

4 1690 Chikurachki 4 Composite cone ? Paramushir 

5 1712 Chernyi 4? Composite cone Chirpoi 

6 1713 Kharimkotan >3 COl11posite cone Kharimkotan 

7 1765 Prevo Peak >3 Composite cone Simushir 

8 1778 Raikoke >4 Composite cone Basalt Raikoke 

9 1790 Alaid 4 Composite cone Basalt Alaid 

10 1842 Goriaschaia Sopka 3? Composite cone Simushir 

11 1846 Sinarka 3 COl11posite cone Shiashkotan 

12 1846 Russhua 3 Composite cone Russhua 

13 1853 Chikurachki 5? Composite cone Basalt Paramushir 

14 1854 Alaid 3 Composite cone Basalt Alaid 

15 1857 Chernyi 3 Composite cone Chirpoi 

16 1859 Ebeko 3 COl11posite cone Paramushir 

17 1860 Alaid 3 COl11posite con巴 Basalt Alaid 

18 1872 Sinarka 4 Composite con巴 Shiashkotan 

19 1924 Raikoke 4 Composite cone Basalt Rail王oke

20 1930 Sarychev 3 Composite cone Matua 

21 1933 Kharimkotan 3 Composite cone Dacite Kharimkotan 

22 1946 Sarychev 4 Composite con巴 Matua 

23 1953 Krenizyn Peak 3 Post-Caldera cone Onekotan 

24 1957 Zavaritzki 3 Post-Caldera dome Simushir 

25 1960 Sarychev 3 Composite cone Matua 

26 1970 Kolokol 3 Compound cones Urup 

27 1972 Alaid 3 Composite con巴 Basalt Alaid 

28 1973 Tyatya 4 Composite cone Basalt Kunashi 

29 1981 Alaid 4 Composit巴cone Basalt Alaid 

30 1986 Chikurachki 4 Composite cone Basalt Paramushir 

事 VEI=VolcanicExplosivity lndex after Simkin and Sieb巴rt(1994) 

ザ無し渡航により、北方四島住民との交流が図られ

ることとなった。その中で「専門家交流jというこ

とで、1999年に北海道大学の研究者を中心とした日

本人研究者とロシア人研究者による共同調査・研究

が、国後島の北東部にある爺爺岳で実施された。実

に54年ぶ、りの日本人研究者による本格的な火山調

査の再開である。その後も、サハリンあるいはカム

チャツカの研究者の交流は続き、共同研究の実施へ

の模索が続いた。そして科学研究費補助金の交付を

受け、千島での火山活動および地震活動に関する総

合的な地球科学的研究が2005年度から開始されて

いる。
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4.爺爺岳

国後島は長さ 123kmで面積は 1500km2で、島の

北部と南部に 2つずつ活火山がある。島の中央部に

は古い火山体があり、 侵食状況から数 100万年前か

ら活動したと考えられる。南側の火山地域にはカル

デラが形成されており、北海道の阿寒一知床火山列

と類似している。爺爺岳は島の北東部にあり、標高

1822 m、底径 15-18kmの大型の成層火山である。

この火山は千島列島でも最も活動的な火山のひとつ

で、特に 1973年の噴火は北海道駒ヶ岳の 1929年噴

火と同クラスの大噴火であった。ここでは 1999年に

行った爺爺岳の調査による、火山体の形成史や最新
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図2-2 北海道および北方4島の活火山と爺爺岳の位置(気象庁HPより)

中央火日丘

新期爺爺岳

2-1 南東山麓から見た爺爺岳

の噴火に関する研究成果について、その内容を紹介

する (Nakagawaet al. 2002)。

爺爺火山の活動開始時期は明らかではないが、大

型の成層火山(古期爺爺岳)の形成後、長い活動休

止期を挟んで¥活動が再開し、古期爺爺岳の山体の

ほとんどを覆って新たに山体が成長した(新期爺爺

岳)。新期爺爺岳の山頂には直径が約2kmのカルデ

ラが形成されている。そして火口内でも活動が続き

中央火口丘が形成されている。また山腹の標高700

mより低い場所でも噴火があり、14個以上の側火山

が形成されている。

爺爺火山の最近の噴火史は、北海道などの火山か

ら海を越えて飛来した、噴火年代がわかっている火

山灰層を時間面として、解明された。爺爺岳では摩

周、樽前、駒ヶ岳そして中国一北朝鮮国境の白頭山

からの火山灰が発見された。その結果、少なくとも

最近約 1000年間の噴火は、ほとんどが中央火口丘で

起こっていることが明らかになった。そのことを物

語るように、中央火口丘から流出した多数の溶岩流

が、生々しく山頂火口原を埋めている。中央火口丘

での最新の溶岩流出を伴う噴火は 1812年であった。

この噴火に伴うと考えられる噴煙が爺爺岳の山頂か
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2-3 爺爺岳火山、 1973年南火口と火砕丘

ら立ち昇っているのを、沖合いを航行する船から目

撃されている。 1812年噴火の後も中央火口では噴火

が散発的に起こっているが、その全ては水蒸気噴火

であったらしい。

その後、 山頂を挟んで両側の山腹での噴火が連続

するという、非常にユニークな噴火が 1973年に起

'450N 

Kunashir Is. 

降灰限界:・....-;.:.;;.

ひ
/

句々
ザ

こった。まず7月14日山体の北麓の標高 550m地

点で最初の噴火が起こった。そして噴火は標高の低

い場所に移りながら、 4時間程度で終わった。この

噴火はマグマが地下水と接触したマグマ水蒸気爆発

であった。しかし噴火はこれで収まった訳ではな

かった。数時間後に、今度は山体反対側の南南東麓

1460E 

苅

. -
20km 

図2-4 爺爺火山1973年噴火の降灰域 (Nakagawaet al. 2002) 
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の標高 700mの地点から噴火は再開した。今度は本

格的なマグマ噴火で、火口を標高 500mの地点に移

して 16日に最盛期を迎えた。噴煙は上空高くあが

り、主として南東方向に流れたことが衛星画像で確

認できた。 20~22 日も噴火の勢いが強く、約 l30 km 

離れた根室市でも、黒い火山灰が大量に降った。そ

して活動は 28日には下火になった。当時はあまり話

題にならなかったが、この噴火が現在おこれば、道

東の各飛行場は長期にわたって閉鎖となるのはもち

ろん、日本と北米を結ぶ国際線空路も、上空を浮遊

する火山灰のために、大きな影響を受けることは間

違いない。 1973 年噴火の後も 、 1974~81 年の聞に噴

火が散発的にあったが、いずれも山頂部にある中央

火口丘での水蒸気噴火であった。

-引用文献

Gorshkov， G. S. 1970. Vo1canism and the upper 

36 

mantle. pp 385. Plenum Press， New York. 

Kuno， H. 1935. Petrology of Alaid Volcano， North 

Kurile. J ap. J our. Geol. Geogr.， 12: 153-162. 

守屋似智雄.2003.南千島と知床半島の火山 雁行

する火山群.日本の地形2r北海道J.p 91-108. 
東京大学出版会，東京.

N akagawa， M.， Ishizuka， Y.， Kudo， T.， Y 0-

shimoto， M.， Hirose， W.， Ishizaki， Y.， Gouchi， 

N.， Katsui， Y.， Solovyow， A. W.， Steinberg， G. 

S. and Abdurakhmanov， A. 1. 2002. Tyatya 

vo1cano， southwestern Kuril arc: Recent erup-

tive activity inferred from widespread tephra. 

The Island Arc， 11: 236-254 

Simkin， T. and Siebert， L. 1994. Volcanoes of the 

world. pp 349. Geoscience Press， Tucson， AZ. 



北大研究者による千島列島植物学研究の系譜

高橋英樹・加藤ゆき恵

はじめに 見ることが出来る。彼のドクター論文は千島列島の

千島列島はカムチャツカ半島と北海道を結ぶ、火山

性の弧状列島であり大小50あまりの島々から成る

(表3-1)。サハリンに較べると古い地質や特殊岩地

帯が少ないため、植物の固有性はサハリンほどには

くない(表 3-2)0それでも植物の進入と絶滅と

いった、列島に沿った植物移動の変遷は人類の移動

史解明の基礎ともなる研究分野であり興味深いテー

マである。植物区系地理学からは、現在の千島列島

南部は日本列島と同じ東アジア区Eastern Asiatic 

Regionに入り、列島北部はカムチャツカ半島と同じ

周北区Circumboreal Regionに入る (Takhtajan

1986)。千島列島に沿って南から北に進むにつれ何段

もの「フロラの滝Jを経て、東アジア区からついに

は周北区にかわる O この境界を舘脇(1934)は択捉

島とウルツプ島の間の択捉海峡に確定し「宮部線J

を提唱したが、 Barkalov(2000)はウルツプ島とシ

ムシル島の聞のブッソル海峡に設定しており意見が

一致していない。

世界の植物産系匿の境界線は多くの場合、大陸や

海洋の真ん中に引かれている O このため隣り合う区

系区間で比較をする場合、調査対象単位をどのよう

に設定するかが難しい。この点、島は陸上植物の調

査対象単位として明白である O島生物学IslandBiol-

ogyといった分野が発展した所以でもある。世界の

中で列島の途中に植物区系区の境界があるのは千島

列島を含めて 3例しかない。千島列島は植物分類地

理学の研究をするのに適したフィールドと言える。

札幌農学校北大の研究風土として実学主義

fieldismが挙げられる。札幌農学校のフィールドイ

ズムの精神は札幌農学校2期生の宮部金吾に端的に

フロラだ、ったし、弟子の工藤や舘脇も千島列島での

植物調査に従事した。札幌農学校伝統のフィールド

イズムがいかんなく発揮された場所が千島列島だ、っ

たとも言える O 本稿では札幌農学校一北大の植物研

究者によって行われた千島列島における植物調査の

歴史とその系譜を紹介する。

初期の植物調査

初期の千島列島のブロラ解明史については宮部が

、TheFlora of the Kurile Islandグ (Miyabe1890) 

の中で述べている。それによると、 fLedebourの

、FloraRossica" (1842-1853)の中でおよそ 40種が

千島列島産として記録されたが、それ以前の 1780年

代から Pallas(17 41 ~ 1811)、Georgi、Turczaninow

(1796~ 1863)、Chamisso(1781 ~ 1838)とSchlech-

tendal (l 794~1866) 、 A. P. De Candolle 

(1778~ 1841)、 Ruprecht(1814~ 1870)らの著作中

で千鳥列島産植物が断片的に引用されていた」とす

る。実際の千島列島産の植物標本としては、 1740年

前後の Steller (1709~ 1746) とKrascheninnikov 

(1713~ 1755)による北千島のパラムシノレ島やシュム

シュ島採集のものが最も古いようである O その後、

1788 年北千島における Merk の標本、 1803~1806

年の北千島における Langsdorff(1774~1852) の標

本、 1815~1818 年のやはり北千島における Chamis­

so(1781~1838) の標本などがある。 1875 1:)三の樺太・

千島交換条約により全千島列島が日本の領土となっ

た後は、日本人研究者による謂査の時代が始まる(表

3-3)0 
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8 表3-1 千島列島を構成する主な島々(東から西へ配列)

英語綴り (1略号) 和名(カタカナ) 和名(漢字)
面積最前

地質年代(km') 標高
(m) 

く~t千島〉
1 Shumshu， Shumushu， Shumshir， Simusyu (SHU) シュムシユ、シムシュ 占守 388 189 新生代第四紀中期更新世

2 Paramushir， Paramusiru (P AR) ノマラムシル、ノTラムシロ、ホロムシロ 幌鑑 2053 1816 新生代第四紀中期更新世

3 Atlasova， Alaid (A TL) アトラソワ、アライト、アライド 阿頼度 150 2339 新生代第四紀中期更新世

4 Antsiferova， Shirinki (ANT) アンティシフエロワ、シリンキ 志林規 747 
〈中千島〉

5 Onekotan， Onnekotan (ONE) オネコタ ン、オンネコタン 温柿1古丹 425 1324 新生代第三紀中新世~鮮新世
6 Makanrushi， Makanru， Makanrushir (MAK) マカンルシ、マカンル 磨勘留 49 1171 新生代第三紀中新世~鮮新世
7 Kharimkotan， Harumukotan (KHA) ハリムコタン、ハ/レムコタン 春牟古丹 68 1157 新生代第三紀中新世~鮮新世
8 Shiashkotan， Shasukotan， Shashikotan (SHI) シャシコタン、シャスコタン 捨子古丹 122 944 新生代第三紀中新世~鮮新世
9 Ekarma， Ekaruma (EKA) エカJレマ 越渇磨 30 1170 新生代第三紀中新世~鮮新世
10 Chirinkotan (CHN) チリンコタン、チリコタン 知林古丹 6 742 新生代第三紀中新世~鮮新世
11 Raikoke， Raikokei， Raykoke (RAI) ライコケ、ライコケイ 雷公計 4.6 551 新生代第三紀中新位~鮮新世
12 Matua， Matsuwa， Matuwa， Matau (MAT) マツワ 松輪 52 1446 新生代第四紀中期~後期更新世
13 Rasshua， Rashuwa， Rashua (RAS) ラシュワ、ラショワ 羅処和 67 948 新生代第四紀中期~後期更新世
(14) Ushishir (USH) ウシシル、ウシシリ (字志知) (5) (新生代第四紀中期~後期更新世)

141 Ryponkicha， Ushishir N island (RYP) リボンキチャ、ウシシルキタジマ 字志知北島 121 
142 Yankicha， Ushishir S island (Y AN) ヤンキチャ、ウシシルミナミジマ 字志知南島 388 
15 Ketoi， Ketoy， Ketoj (KET) ケトイ 計吐夷 73 1172 新生代第四紀中期~後期更新世
16 Simushir， Shimushir， Shimshir， Simusir (SIM) シムシル、シンシノレ、シムシリ 新知 353 1539 新生代第四紀中期~後期更新世
(17) Chiornye Bratia， Chernyye Brat'ya， Black Brothers， Thre巴Brothers(CHB) (知理保以)

171 Chirpoi， Chirihoi， Chiripoi/ N island (CHP) チルポイ 知理保以北島 21 691 新生代第四紀後期更新世

172 Brat Chirpoev/ S island (BRA) プラット ・チ/レポイ 知理保以南島 16 749 新生代第四紀後期更新世

18 Broutona， Broton， Broughton， Makanruru (BRO) ブロウトナ、フ令ロトン 武魯頓 7 800 新生代第四紀後期更新世

19 Urup， Company (URU) ウルップ 得f卵、t 1450 1426 新生代第四紀後期更新世

く南千島〉

択捉

色丹
国後
(歯舞)

多楽

3200 1634 
250 413 
1490 1822 

新生代第三紀鮮新世

中生代上部白亜紀

新生代第四紀更新世

20 Iturup， Etorofu， Etorofuto， Etrup， Y巴torup，Etorop (ITU) エトロフ

21 Shikotan (SHK) シコタン
22 Kunashir， Kunashiri (KUN) クナシリ、クナシル

(23) the Habomais (HAB) ハボマイ

231 Polonskogo， Taraku (POL) タラク
232 Zelionyi， Zelenyy， Zelenyj， Shibotsu (ZEL) シボツ

233 Iurii， Iuriy， Yuri (IUR) ユウリ

234 Anuchina， Akiyuri (ANU) アキユリ

235 Tanfileva， Tanfilyeva， Suisho (T AN) スイショウ

英語綴りの最初は、 Stephan(1974)に拠る。他の綴りは文献や標本ラベルに見られるもので高橋(1996)に拠る。
面積、最高標高と地質年代はTomilov(2003)に拠る。一部の島の標高は‘Atlasof Sakhalin Region' (1994)に拠る。
上記以外の小島・岩礁で和名が付いている比較的有名なものとして千島列島ではAvos帆掛岩、 Brat'ya鳥島列岩、 Lovushki牟知列岩、 Toporkovyy磐城島、 Srec1nero摺手があり、歯舞諸島
ではStorozhevoy(Moemoshiri)萌茂尻、 Signal'nyy貝殻島などがある。
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表 3-2 千島列島とサハリン島の比較

面積(km2)
最終氷期

地質
維管束植物

最高標高(111) 気候

千島列烏 15，600 海峡で所々分断 新しい地質・活発な火山活動 1，194種

2，339 より海洋性気候 固有属なし

サハリン島 76，400 大陸と幅広い陸橋古い地質・特殊岩 1，196種

1.609 より大陸性気候 固有属あり

高橋 (2005) を改編

表3-3 千島列烏産維管束植物標本の採集史(高橋 1996を改編)

年 採集者 標本庫 島名

1737-40 G. W. Steller and S. P. Krascheninnikoff 

1788 K. H. Merk 

1803-06 Langsdorff 
1815-18 A. von Chamisso 

1833 Baron W rangell 
1844 V osnesenski 
1849-50 Orloff 

[1875] 樺太・千島交換条約(全千島が日本の領土となる)
1878 ( ? ) J. Milne 

1884 J. Akakabe赤壁二郎

1884 K. Miyabe宮部金一苔
1884 N. i'¥omura野村尚文(函館博物館)

1889 U. Faurie 
1890 S. Fujimura藤村信吉(水産学者)
1890 T. 1shikaw呂石川貞治(地質学者)
1890 K. Jimlコo神保子虎(地質学者、ジンボソウ)
1890 M. Kambe神戸又吉つ

1890 D. Mayr 
1890 S. Yo}.;:oyama横山荘次郎(地質学者、ヨコヤマリンドウ)

1891 U. Faurie 
1891 S. Fujimura藤村信吉(水産学者)
1891 K. Jimbo 神保子虎
189l. 07-08 lVI. Kobe神戸又吉
1891 K. Uchida内田瀞(北海道庁、キヨシソウ)

1891 S. Yokoyama横山荘次郎

1892 U. Faurieフォーリー
1892 C. Tarao多難尾忠郎(片岡利和{寺従一行、タラオアカパナ、

カタオカソウ)

1893 C. Yendo (Endo)迷正義千尋
1893 I. Kodama児玉亥八(水産学者、コダマソウ)

LE 

LE 

SAPS! 

KYO 

SAPS! 
SAPS!， T1! 

SAPS! 
SAPS!， T1! 

T1! 

KYO 

SAPS!， T1! 
SAPS!， T1! 

SAPS! 

SAPS! 
SAPS! 

KYO! 
SAPS! 

SAPS! 
SAPS! 

1893 
1893 
1894 

1894 

1-I. Tanaka田中平太郎 SAPS! 

S. Yokoyama横山荘次郎 SAPS! 
C. Yendo (Endo)遠膝千尋 SAPS! 

T.1shikawa石川貞治 SAPS! 

T. Kitahara 北原多作(水産学者 SAPS!，T1! 
S. Koda幸臼成延 SAPS! 
S.S巴ki関誠一(報効義会員、セキソウニノ、ナタネツケパナ) SAPS! 

日 Tanaka問中平太郎 SAPS 
Y'. Tanak呂田中譲(撲?) SAPS! 

S. Fujimura藤村信吉
S. Gunji郡司成忠(大尉、グンジソウ、グンジマツモ SAPS!

S. Koda宗国成延
マイノレ

Y. Tanaka and S. 19arashi問中譲・五十嵐修治
(林業論査)

S. Gunji都可月比忠 SAPS! 
T. Kawakami JII上滝弥(カワカミモメンヅノレ SAPS!

M. Tochinai and M. Aizawa栃内壬五郎・相沢元次 SAPS! 
(太つ)m¥(北海道庁参事官i富岡直吉氏千島巡行、トチナイソ
ウ、アイザワソウ、アイザ、ワシオガマ、カワノソウ、タカオ

カソウ)

K. Yendo (Endo)遠藤吉三郎(海藻学者、エンドウザクラ SAPS!，T1!， TNS! 

Y. Kato加藤長洋 SAPS! 
K. Miura三浦慶太郎? SAPS! 
M. Arai荒井茂平治 SAPS， T1， TNS! 

1896 

1895 

1895 
1895 
1895 

1897 
1897 
1897 

1897 
1897 

1898 

1898 
1900 

1903 
1904 

1906 
1909 

Shumshu， Paramushir 

N. Kurils 
N. Kurils 

N. Kurils 
Urup 
Shumshu， Paramushir， Urup etc 

Shumshu 
Shumshu 
1turup， Shikotan 

Shumshu 
Kunashir 
Iturup 

)
 
1
 
1
 
r
 
u
 
t
 
-
Kunashir 
Iturup 
1lurup 
Shumshu， Paral1111shir， Iturup， Shikutan 

Iturup， Shikotan 

Urup 
Urup， Iturup 
Iturup 

Urup 
Kunashir 
Kunashir， 1turup 
Shumshu. Paramushir， Chirpoi， Urup 

Kunashir 
Shumshu， Paramushir， Rasshua， 
Simushir， Urup 
Kunashir 
Shumshu， Paramushir， Iturup 

Kunashir 
Shumshu， Shiashkotan， Urup， Iturup， 
Shikotan， Kunashir 
Chirpoi， Urup， Shikotan 

Iturup 

Shumshu 
Kunashir 
1turup 

Iturup 
Sh日mshu
Iturup 

Iturup 
Iturup 

Shumshu 
Urup， Iturup， Shikutan 

Shumshu， Paramushir， Iturup， 
Shikotan 

Shumshu 
Paramushir 
Urup， Iturup， Shikotan 

Shikutan 
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北大研究者による千島列島植物学研究の系譜 | 

年

1909 

1910 

1910 

1910 

1911 

1911 

1912 

1912 

1915 
1915-17 

1919 
1920.06-08 

1921-1934 

1923 

1923 

1923.07-08 

採集者

H. Takeda武田久吉
M. Arai荒井茂平治
G. Tanaka and Ken. Miyabe田中 ・宮部憲次
T. Sakurai桜井
M. Arai荒非茂平治
T. Matsubara松原太郎(林学者)
Y. Funayama船山美雄
D. I-Ioshi星大吉
Y. Kajiyama梶山英二(水産学者)
T. Matsubara松原太郎
Tokugawa Marquis and Y. Yemoto徳川義親・江本義数
Y. Kudo工藤祐舜
S. Ono (S. T. ono)大野笑三
H. Ishikawa石川博見
J. Ohwi大井次三郎
M. Tatewaki舘脇操

1923 N. Watanabe 
1923 Y. Yasuhara 
1924 A. Abe 
1925 S. Saito 
1926 K. Doi土井九作
1926.07-08 S. Ito and G. Komori伊藤秀五郎・小森五作
1926 Cap. Taketomi 
1926 K. Numajiri沼尻好
1927 K. Kondo近藤金吾(金良?) 
1927 K. Numajiri沼尻好
1927.08-09 M. Tatewaki舘脇操
1927 Cap. Uzawa 
1927 B. Yoshimura吉村文五郎
1928 K. Doi土井九作
1928 Y. Hayakawa 
1928 S. Itagaki 
1928 S. Saito 
1928.08-09 M. Tatewaki and Y. Tokunaga舘脇操・徳永

1928 C. Yumita 
1928 Ninosuke I-litomi 
1928 T. Nishida西田藤次郎
1928 

1929 

1929 

1929 

1929 

1929 

1929 

1929.07-08 

1929 

1929 
1929.07-09 

1930 

1930 

1930.08 

1930.07 

1930.05-06 

K. Numajiri沼尻好
S. Bergman 
S. Itagaki 
S. Kamio 
K. Kondo近藤金吾(金良?)
M. Nagai and M. Shimamura永井政次 ・島村光太郎
H.Ohtani大谷広直
Y.Okada岡田喜一 (オカダゲンゲ)
K. Segawa 
N. Shitomi 志富
M. Tatewaki and K. Takahashi舘脇操・高橋喜久司
S. Bergman 
Y. Hayakawa 
H. Koic1zumi小泉秀雄
Y. Matsumura松村義敏
M. Tatewaki舘脇操

標本庫

SAPS!， TNS! 
SAPS! 
SAPS! 

SAPS! 
SAPSI 
SAPS! 

SAPS! 

SAPS!， TUS! 
SAPSI， TI!， TNS! 
SAPS! 
TNS! 
SAPSI 
TNS! 
KYOI 
TNS! 
TI! 
SAPS! 
SAPS! 
SAPS! 
KYO!， TNS! 
TI! 
TNS! 
SAPS! 
SAPS! 
SAPS! 

SAPS 
SAPSI 
TI!， TKB， TNS! 
SAPS! 

SAPS! 
SAPS! 
SAPS! 
TNSI 
S 
SAPS 
SAPS! 
TI!， TKB， TNS! 
SAPS! 
SAPS! 
TNS! 
SAPS! 
SAPS 
SAPS! 
S 
SAPS 
TNS 
KYOI 

SAPS!， TNS! 

1931. 06-09 J. Ohwi大井次三郎 KYO!， SAPS!， 
TI!， TNS! 

1931 Y.Okada岡田喜一(大阪毎日 ・東京日日新聞社後援、北千 SAPS!， TNS! 
島学術調査隊)

1932 H. Koidzumi小泉秀雄
1932 K. Kojima児島勘次
1932 S. Mil口三木茂
1932 D. Miyazi宮地
1932 M. Nagai永井政次
1932 Nakamura中村技師ら(北海道庁、北千島調査)
1932 Cap. Obama 
1932 T. Ohashi大橋達夫(三高山岳部)
1932 T. Shimotomai 
1933 A. Kimura木村有香

1933 M. Koriba anc1 R. Yoshii郡場 ・吉井良三

TNS! 
TNS! 
KYO 

SAPS! 
KYO! 

KYO!， SAPS!， 
TUS 
KYOI 

島名

Shikotan 
Iturup， Shikotan 
Iturup， Shikotan 
Paramushir 
Shikotan 
Paramushir 
Iturup 
Paramushir 
Paramushir 
Paramushir 
Shumshu， Paramushil 
Paramushir 
Shikotan 
Kunashir 
Kunashir 
Kunashil 
Kunashir 
Paramushir 
Iturup 
Shikotan 
Shumshu 
Atlasova 
Iturup 
Paramushir 
Iturup， Shikotan 
Shikotan? 
Urup， Iturup， Shikotan 
Matua， Simushir 
Iturup 
Shumshu， Paramushir 
Urup 
Urup 
Iturup 
Onekotan， Makanrushi， Ekarma， Raikoke， 
Matua， Rasshua， Ushishir， Ketoi， 
Simushir， Urup， Shikotan 
Simushir 
Rasshua 
Ketoi 
Shikotan 
Paramushir， Atlasova， Iturup 
Ketoi 
Makanrushi 
Shikotan， Kunashir， I-Iabomais 
Kunashir 
Kunashil 
Kunashir 
Kunashir 
Rasshua 
Rasshua， Ushishir， Ketoi， Simushir， Urup 
Urup 
Urup 
Iturup， Shikotan 
Kunashir 
Paramushir， Atlasova， Onekotan， 
Kharimkotan， Shiashkotan， Matua， 
Ushishir， Simushir， Urup， Shikotan 
Shikotan， Kunashir (Jun.-Sep.) 

Shumshu， Paramushir， Atlasova 

Shumshu， Paramushir， Atlasova 
Shumshu， Paramushil 
Kunashir 
Iturup 
Paramushir 
N. Kurils 
Paramushir 
Atlasova 
Urup 
Shikotan 

P
 
L
 
L
 
t
 
I
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年

1933 
1933 
1934 
1934.06-07 
1934 
1934 

1935 
1935 
1935 
1935 
1936.08 
1937 
1938 
1938 
1939 
1939 

A. Tanal王旦問中
R. Yoshii吉井良三

採集者

K. Kishikawa岸川敬玉三郎
M. Tatewaki舘脇様
M. Nagai永井政次
1. Ohwi and R. Y oshii大井次三郎・吉井良三(凹ヰ'1司歌経
子爵北千島探検隊、アカマロソウ)

Mori 
Muraoka 
K. Shirahama and Y. Takahashi白浜賢一・高橋善夫
K. Tannno丹野亀助
M. Tatewaki舘IJi'Ih燥(久松侍従、ヒサマッチドリ)

13. Y oshimura吉村文五郎
K. Tannno丹野亀助
13. Yoshimura and 1-1. Yokoyama吉村文五郎・横山泰夫
K. 1to 
1. Tanalζa， Nakano， Hara， Ishida and Ohtani田中・中野・
除、・石田・大谷(千鳥調査所襟本)

標本庫

KYOI 

KYO!， SAPS! 
KYO!， SAPS! 
SAPS! 
KYO!， SAPS!， 
TNS! 
SAPS! 
KYO! 
SAPS! 
SAPS! 
SAPS! 
SAPS! 
SAPSI 
SAPS! 
SAPS! 
SAPSI 

1939 13. Y oshimura吉村文五郎 SAPS! 
1940 T. lVIaekawa TNS 
1940 Takahashi， Suzuki and Yamamoto 高橋・鈴木・山本(丁令 SAPS! 

島調査所標本)

19'!O.08 M. Tatewaki舘脇操 SAPS 
1941. 06-08 ;VI. Tatewaki舘脇操(総合北方文化研究会、千島学術調査研究隊) SAPS! 
1943 S. Akiyama秋IllDt雄 KANA!
1944 K. Watanabe T1! 

1944 1-1. Y oshino吉野惇育 SAPS! 
1944-45 K. Fujita不
[1945] 日本無条件降伏(ソ連の千島列島占領)

1946.07-08 D. P. Vorobiev 
1960 13. G. 13ytovskyi and A. :¥11. Chernyaeva 
1960 Niretch 
1961-69 

TNS! 

VLA! 

LE 

Iturup， 1ζunashir 
Iturup 
Shumshu 
Shikotan 
Iturup 

島名

Shumshu， Paramushir 

Kunashir 
Kunashir 
Kunashir 
Iturup 
Kunashir 
Iturup 
Iturup 
1turup 
Kunashir 
Iturup， Kunashir 

Iturup 
Shumshu 
Iturup 

Iturup 
Shumshu， Paramushir， Atlasoba 
Shumshu 
Urup 
Shumshu， Paral11ushir， Onekotan 
Shul11shu. Paramushir 

Urup， 1tunrp 
1-labomai 
Kunashir 
Kunashir 

1962 
1962 
1964 
1968 
1ヲ72

L. M. Alexeeva and E. M. Egorova 
A. M. Chernyaeva LE Onekotan 

1972-79 
1978 

1979 

1981 

E. M. Egorova 
Illegible 
13. G. 13ytovskyi， N. G. Vasilyev and B. A. Rozenberg 
V. Syerbyuk 
L. iVI. Alexeeva 
V. Yu. 13arkalov and V. 1. Naumenko 

V. Yu. 13arkalov and V. 1. N'aumenko 

V. Yu. 13arkalov 

Shiashkotan 
VLA! Paramushir 

Habomais 
VLA! Matua 
VLA! Kunashir 
VLA!， LE， M1-1A， Shumshu， Paramushir 
WILR 
VLA!， LE， M1-1A， Shul11shu， Paramushir 
WILR 
VLA!， LE， MHA， Paramushir， Atlasova， Onekotan 
W1LR 

1982 V. Yu. 13arkalov VLA! Urup， Iturup 
Kunashir 
Kunashir 

1983 V. Yu. 13arkalov VLA 
1985 V. Yu 13arkalov VLA， LE， M1-1A 
1988 V. Yu. 13arkalov， I. 13. Vyschin and V守 V.Jacubov VLA!， LE 
1995 1-1. Takahashi; S. Gage; Yu. N. Zhuravlev and iV1. Ilushko SAPS!， TUS， 

VLA， WTU 

1996 1-1. Takahashi; S. Gage and B. Semsrott; Yu. N. Zhuravlev SAPS!， TUS， 
and lVI. Ilushko VLA， i市TU

Iturup 
Rasshua， Ushishir-Yankicha. Ketoi， 
Simushir， Chirpoi， 13routona， Urup， 
Iturup， Kunashir 
Paramushir， Onekotan， Kh日rimkotan，
Shiashkotan， Ekarma. Chirinkotan， 

1997 H. Tal王ahashi，S. Gage and 13. Semsrott; Yu. N. Zhuravlev SAPS!， VLA， 
Raikoke， Matua， Urup， Iturup， Kunashir 
Shum只hu，Paramushir， Atlasova， 

and M. Ilushko WTU 

1998 S. Gage and S. L. Joneson; Yu. N. Zhuravlev and 
V. Yu. 13arkalov; N. A. Eremenko 

1999 S. Gage ancl S. L. Joneson; Yu. N. Zhuravlev and 
V. Yu. 13arkalov 

VLA， WTU 

VLA， WTU 

2000 l!. Takahashi; S. Gage and S. L. Joneson; Yu. N. Zhurav- SAPS!， VLA， 
lev and V. Yu. 13arkalov WTU 

2001 Erem臼1ko，N. A 
2002 Eremeロko，N. A.; T. Azuma et al. SAPT! 
2005 Eremenko， N. A 

ホシュムシュとパラムシルとが連記されており、どちらの産かが分からない標本が多い。

Antsiferova， Mal王anrushi，Lovushki， 
Ushishir-Yankicha & Ryponkicha， 13rat 
Chirpoev， Iturup， Kunashir 
Iturup， Shikotan， Kunashir， Habomais 

Shumshu， Paramushir， Atlasova， 
Onekotan， Shiashkotan， Ekarma， Matua， 
Rasshua， Ushishir-Yankicha， Ketoi， 
Simushir， Chirpoi， Iturup， Kunashir 
Shumshu， Paramushir， Onekotan， 
Kharimkotan， Raikoke， Matua， Ushishir 
Yankicha， Simushir， Chirpoi， 13rat 
Chirpoev， Urup 
Habomais 
Itur口p，I-Iabomais 
I-Iabomais 
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第二次大戦前の日本人研究者による植物調査

宮部金吾 (l860~1951) 

札幌農学校二期生の宮部金吾は 1881年(明治 14

年)年7月に農学校を卒業した。東京に帰省した宮

部には、その年11月に東京大学植物学教室での 2年

間専修の辞令が下りた。それは農学校の植物学教官

になる事を前提としたものだったから、宮部は意気

揚々と勉学に励んだに違いない。宮部自身が「東京

遊学」という言葉を使っている事にもそれが現れて

いる(宮部金吾博士記念出版刊行会編 1953)01883年

(明治 16年)、農学校助教となった宮部は植物園設立

の計画を命ぜられた。植物園に植栽する植物の採集

と標本庫の基礎を築くためもあって、1884年(明治

17年)夏期の北海道内採集旅行を計画した。宮部は

この年6月9日、金田一直治を伴って札幌を出発、

島松、美々、勇払を経て日高路を東進、 十勝、郵11路

の海岸線をさらに東へ進み、ほぽ1ヶ月かかつて 7

月6日に根室に到着した。今度は一転、オホーツク

海側を北進し、網走地方常日まで到達した後、同じ

路を戻ることとする。 7月26日夕方、根室に帰って

きた時のことだ、った。宿で夕飯をとっていると、隣

室の騒々 しい話し声が聞こえてくる。「キョウ リュウ

丸が今夜千島列島に向けて出帆するjとの話だ、った。

宮部の出張命令の目的地に千島までは入っていな

かったが、千載一遇のチャンスと考えた弱冠 24才の

宮部は夜 10時には船上の人となっていた。

7月27日午前3時、宮部がそれまでの旅の疲れで

ぐっすり眠り込んで、いるうちに、船は根室港を出帆

していた。午前11時半、色丹島斜古丹港に到着。宮

部が訪れる少し前の 7月11日には、北千島シュム

シュ島から千島アイヌが斜古丹に移住させられてき

たばかりだったが、それで、も 100名程度の小さな集

落だ、った。昼食もそこそこに集落の裏手で一心不乱

に2時間余り採集した。後に宮部は 「私は一生の採

集を通じ、この時くらい、時の過ぎ行くことを惜し

く感じたことはない。Jと述べている。午後5時には

船に再度乗り込む。

翌7月28日午前1時、色丹島斜古丹港を出帆。午

前11時半には、択捉島の振別に到着した。宮部と金

田ーは、人夫 1名を雇って留別まで歩いた。この間
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に採集した標本は 69種、ノートに記録したのが92

種で、合計 161種を確認した。留別に着いたのは、

午後7時を過ぎていた。 7月29日の午前5時半には

留別を徒歩で出発し、 昼近くに紗那に到着した。こ

の時の峠越えでは喉が渇いて苦しんだ、とある。午

後5時には船に入る。翌7月30日午前4時に択捉島

紗那を出帆した船は午後1時半に、択捉島北部の薬

取に着く。昼食後、部落背後の山で採集し、午後5

時には帰船する。この日は快晴で大変楽しく余裕の

ある採集だ、ったらしい。一休みの時に、腹巻きの中

に大きなシラミがいるのに気が付き、丘の上で大笑

いした、とのエピソードがある。

7月31日午前5時、択捉島薬取を出帆、翌8月1

日午後4時にウルツプ島床丹までト至ったが、風が強

く上陸できず根室に引き返すことになる。終日船は

動揺しながら、8月2日の深夜 12時にようやく根室

に立ち帰った(図 3-1)。結局、宮部が千島調査のた

めに島に上陸できたのは色丹島と択捉島のたった 4

日間だったが、「若き精根を尽くして奮闘した。H時

間は短い。しかし仕事は長かった。」と後年述べてい

る。この時採集した標本が、 日本人植物学者による

千島列島産植物標本としては一番古いものと思う

(表3-3)。この時の標本や経験が基になり、宮部の学

位論文がまとめられるのであり、 1890年にボストン

自然史学会誌第4巻に、TheFlora of the Kurile 

Islands" (Miyabe 1890) として発表される。

武田久吉 (1883~1972) 

1907年(明治 40年)、 農科大学予科講師として赴

任し、植物標本庫内に机を持ち植物研究に没頭する。

父親は駐日英国大使だった。 1909年(明治 42年)、

26才の時に色丹島調査に赴く。武田久吉は色丹島の

特徴的な植物相をはじめて包括的にまとめた研究者

として知られる。

色丹島は広さ 250平方キロ、最高標高が413メー

ト/レであり、標高的には礼文島並みで低平だが、面

積は屋久島のほぽ半分、あるいは利尻島と礼文島を

合わせたのに匹敵する程の広さである。島の地質年

代は中生代白亜紀までさかのぼり、活火山がなく、

地形的にも根室半島のつながりと見られる。 千島列



主主孟亙亙亙亙丞主

"l!えでは唱が渇いて苦しんだ
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歯舞諸島
~----~-

択捉島
」一一一一一----J20klll 

ウルップ島床丹

図3-1 宮部金吾による南千島調査行程 (1884年)

島本体と区別して、歯舞諸島と共に小千島列島と呼

ばれることもある。

色丹島における植物調査は 1884年の宮部金吾に

始まり、 1890年の地質学者横山荘次郎、 1894年の石

川貞治、 1895年の水産学者北原多作、 1898年の川上

滝弥、 1900年の相沢元次郎らによるものがあった。

武田のはじめての色丹島訪問は 50トンの小型蒸気

船で1909年7月15日だった (Takeda1914)。斜古

丹周辺で3日ほど採集をおこなった後、西進しアナ

マまで達する。アナマからトッカリ マスパ、デパ

リ、そしてコンプウス山を迂回してキリドオシ、マ

ツガハマまで行った。この聞に、グイマツのよい林

を通った。ここからポロペットの湿原を横切ってア

ナマまで戻った。そして今度は船で再びトッカリ

マスパまで行って採集をした。しかし島の南側につ

いては調査が不十分だ、った(図3-2)。

武田はこの時の2週間ほどの調査で300種ほどの

維管束植物を採集した。後にアナマで世ゐ話になった

新井夫妻から送られた 300枚ほどの標本も合わせ、

合計324種を報告した。この結果は 1914年にリンネ

学会誌植物編第42巻に発表された。色丹島はこの後

も、植物学者の関心を引き、『日本植物誌』の大井次

三郎(l905~1977)が1931年に、ヤナギ研究の木村

有香(l900~1996)が1933年に訪問しており、舘脇

操も数回訪問している。

工藤祐舜(l887~1932) 

1912年(大正元年)、工藤は農科大学実科講師とな

り、以後1932年(昭和7年)に台湾大学教授として

転出するまで宮部金吾の研究を補佐した。 1920年

(大正9年)、 33才の時に 6月から 8月にかけての約

50日問、北千島のパラムシル島で精力的な植物調査

を行った。その時の調査行程がKudo(1922)にある

(図 3-3)。

1920年6月25日の夕方に蒸気船チフ丸でパラム

シル島千歳湾に到着した工藤は、翌日まで周辺で採

集した後、野田湾まで移動。そこでモーターボート

を手に入れ、27日にはスリパチまで行った。その後、
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Nel¥rly .ilt miles to nn inch (5'91.8). 

図3-2 武田久吉による色丹島調査行程 (1909年)

オクヨツイワまで徒歩で行き、そこで植物調査に 5

日かけた。 7月3日に小さな蒸気船ヒロ丸で、パラ

ムシル島北端に位置する村上湾に至った。 そこで湿

原、高山草原、 岩崖、砂浜等の調査を日数をかけて

おこなった。そこでは、南に位置する柏原湾を一度

訪れたし、また西海岸も一度訪れた。 7月 10日に、

モーターボートで西海岸の荒川に行き、翌日には北

のシカタノマと長岩崎周辺を調査した。そして、 4

日聞かけて西海岸の荒川からアテンケシそして西川

を調べた。 7月 16日に村上湾に帰った後、ボートで

平田崎と言われる岬まで行く機会をえた。また思い

がけなく 、西海岸の白川を訪れることができた。 そ

の後で、 柏原湾への 2回目の調査をした。 8月5日

に村上湾を離れ、モーターボートでノレエサンに渡り、

そこで最後の 10日間ほどを、森林、渓谷沿い、海岸、

断崖の調査に費やした。

工藤はこの調査で、北大植物標本庫に 284種、千

枚を越える押し葉標本をもたらし、パラムシノレ島の

植物相解明に大きな貢献をなした (Kudo1922)。千

島列島において、東アジア区に所属する南千島、周
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北区に所属する北千島という考えを提唱し、択捉海

峡の重要性を予報していた。

舘脇操(1899~1976) 

「大学を出て 10年の聞に千島の島々を歩き、私の

青春は千島に燃え尽きたといってもよい。」、「青春の

一切をこの千島にささげたといってもよい。J(舘脇

1971)。こんな事を臆面もなく 言える研究者は世界で

も舘脇しかいない。彼は、 1923年、 27年、 28年、 29

年、 30年、 34年、 36年、 40年、 41年と合計9回、

短いときで半月、 長い時は 2ヶ月あまりも千島列島

に滞在した。この調査行程をまとめたのが図 3-4~9

であり、「マカンルの西方帆掛岩を除くと、ほとんど

知らない島はなく」と言っているのがあらためて理

解される。その調査におけるエピソー ドは舘脇

(1971)に詳しく、ここではこの中から、南千島と中

部千島の島毎に一部を引用するのみとする。なお研

究の成果は戦後になって沼eobotanicalStudies on 

the Kurile Islands" (Tatewaki 1957) として結実

する。
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図3-3 工藤祐舜によるパラムシル島調査行程(1920年)

「角帽生活最後の大正12年の夏、私はひとりで根

室から船に乗った。どこへ というはっきりしたア

テもなく、国後島にでも行って、財布の中身がなく

なるまで歩きまわるか というほどの気持ちであっ

た。J(国後島)

「湿原に出て、ムシトリスミレを一層小さくしたよ

うなカラフトムシトリスミレを発見した私は、樺太

からここに飛んでいるこの草の分布の理を興味深く

考えたものである。J(色丹島)

「中部千島に通っていた農林省の監視船の人たち
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北千島|シュムシユ 11941 1 1540 156。
パヲムシル 1930. 1941 
アトフソワ(アフイド) 1930.1941 
|アンァィシフエロワ(シリンキ)

中千島 |オネコタン 1928. 1930 
マカンルシ(マカンル) 1928 
1¥1)ムコタン 1930 1¥ ベ到 520
シャシコタン 1930 
エカルマ 1928 
チリンコタン
ライコケ 1928 
マツワ 1928， 1930 
ラシュワ 1928. 1929 
ウシシル 1928， 1929， 1930 
ケトイ 1928. 1929 
シムシル 1928，1929，1930 
チルポイ(チエルポイ)
ブロウトナ(ブロトン)

ウルップ 1927， 1928， 1929， 1930 
南千島|択捉 1927. 1940 

糧2 1927， 1928， 1930，J934 
1923， 1936 

|歯舞諸島

叶ア γ....， -1".7" ....，ミ~ -(シャシコタン卓
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シムシル島

i 
Jチルポイ島
(チェルポイ島)

太平洋 |調査回数

o 4回
o 3回
o 2回
. 1回

ポ宮 町
1460 1480 1500 152。

図3-4 舘脇操による全千島列島調査記録 (1923~1941 年)
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1540 156。 158。

島 t也名 地名読み

~\ ¥7 8/22-23 色丹 斜古丹 シャコタン
8/24-25 択捉 年萌 トシモイ
8/26-2 ウルップ 小舟 コブネ
8/28-9/4 ウルッフ 床丹 トコタン ¥日52。
9/5-6 ウルップ ピリカモイ ピリカモイ
9/7-8 ウルッブ 床丹 トコタン
9/9-11 ウルップ 温泉崎 オンセンザキ
9/12-18 ウルツプ 床丹 トコタン

島

50。

ウルップ島

択捉島

48。

L一一一一一一一一ーー一一.J20km
460 

44。

440 

146。 148。 154。

図3-5 舘脇操による調査行程 (1927年)
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は、「択捉島までくると、北海道に帰った気がするJ

と、よくいっていたが、これは一つには、風物から

受ける直観であったようである。J(択捉島)

「ウノレップ島の入口ともいえる択捉島との聞の択

捉海峡は、いつの日も瀬浪が立っていて、船はなる

べくこの海峡を避けた。 ……しかしこの海峡こそ、

…私が生涯の研究の一つである「宮部線jを樹立

したところである。J(ウノレツプ島)

ii中部千島でどこに一番行きたしユカリ。もし私が質

問されたら、「シンシル島へJと答えるだろう。そし

て息もつかず「プロトン湾」とつづけるであろう。」

(シムシル島)

「中部千島で一番孤独で陰欝な島は、おそらくケト

イ島であろう。J(ケトイ島)

「霧には随分馴れたはずの私も、ウシシル島の霧に

は相当なやまされた。中部千島の海霧といえば、い

まも私はすぐウシシル島を反射的に思い出す。J(ウ

シシノレ島)

「しばしばキパナシャクナゲだけで純群落をつく

り、それが大きなクッションのように広がっていた。

私たちはその上にころがって、千島の山らしい大気

を胸一杯に吸い、その足裏の感触を忘れないように

心して歩きまわった。J(ラシュワ島)

「大和湾は農林省でも中部千島の一基地として、越

年舎も中部千島のほかの島(シンシノレ島プロトン湾

を除く)より大きく、ガッシリとしたものを二棟も

置き、……ここでもっとも豪勢だったのはラッコの

毛皮の集積で、多いときには 15枚くらいもあった。」

(マツワ島)

舘脇操はついに温帯の東アジア区と寒帯の周北区

との境界を択捉海峡に定め、植物分布境界線「宮部

線」を高らかに提唱した。

i1933年に至り始めて工藤博士の分布線は、早く

宮部博士が唱道されし択捉海峡に置くを確定し、 E

つ火山形成と群落推移及び区系構成を明らかにし、

宮部線を定めて、北大農学部植物学教室顕花植物三

代に亙る学界の宿題を解決したものである。J(舘脇

1934) 
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第二次大戦後

第二次大戦が終わった翌年1946年には、ロシア人

研究者Vorobievによる択捉島、ウルツプ島での植

物採集調査が行われている。、、Materialon the Flora 

of the Kurile 1slands" (Vorobiev 1956)発表の翌

年に、舘脇の沼eobotanicalStudies on the Kurile 

1slands"が発表されたのは当時の日ソの千島列島を

巡る覇権を象徴するようでもある。戦後の長い間、

日本人研究者による千島列島調査はできなかった

が、 1991年のソ連解体、ロシア連邦成立を機に、再

び日本人研究者による植物調査が可能となってき

げ

，~。

1994~2000 年にかけての日米ロによる 1nterna­

tional Kruil 1sland Project (IK1P)では多くの植

物標本が追加され、また日米ロの共同研究も進んだ。

1999年にはビザなし交流の中の「北方四島・国後島

『爺爺岳』専門家交流訪問団」で植物調査が行われ、

1999~2003 年の北方四島へのビザなし専門家交流

の中でも、色丹島や国後島、択捉島での植物調査が

行われている。現在、これら北方四島での生物調査

が停滞しているように見えるのは残念である。

千島列島の島毎における植物研究の到達点は表

3-4のようにまとめられる。今後とも千島列島にお

ける植物研究が日ロの共同研究によって進展するこ

とを願う。

園引用文献(表中のみの引用文献も含む)

Alexeeva， L. M. 1983. Flora of the 1sland of 
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Russian). 
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(Annotation List). N ovoalexandorovsk (In Rus-

sian). 

Atlas of Sakhalin Region， part 11. Kuril 1slands. 
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Barkalov， V. Yu. 1980. New species of vascular 

plants for the Kuril 1slands. Bot. Zhur.， 65: 1802-

1808 (1n Russian)ー

Barl王alov，V. Yu. 1998. The vascular flora of 



表3-4 千島列島各島における植物相 (F) と植生 (V)の調査報告(高橋1996を改編)

長宅
μJ  

[;j七千島]

シュムシュ

名

パラムシル

アトラソワ

アンティシブエロワ

[中部千島]

オネコタン

マカンルシ

ハリムコタン

シャシコタン

エカルマ

チリンコタン

ライコケ

マツワ

ラシュワ

ウシシル

ケトイ

シムシ/レ

チルポイ

プラット・チノレポイ

プロウトナ

ウルップ

[南千島]

択捉

国後

色丹

歯舞諸島:

多楽

志発

勇留

秋勇留

水晶

NVは報告がないもの

面積
(km') 

文 献

~388 矢部・遠藤 (1904)F、Tatewaki(1934) F、舘脇・赤木 (1944)V、Tatewaki(1957) 
F、Barkalov(1980) F 

2053 Kudo (1922) F、Tat巴waki(1934) F、舘脇・赤木(1944)V、Tatewaki(1957) F、Barl王alov
(1980) F 

150 Tat巴waki(1927) F、 (1934a) F、 (1957)F 

c.8 NV 

425 Chernyaeva (1976) F 

49 NV 
68 Takahashi et a1. (2006) F 
122 Egorova (1964) F 

30 NV 
6 Takahashi et a1. (1999) F 
5 Takahashi et a1. (2002) F 
52 Tatewaki (1929) V、(1931)V、(1932)F、(1957)F 
67 Tatewaki (1931) V、(1932)F、(1957)F 
5 Tatewaki (1931) V、(1932)F、(1957)F 
73 Tatewaki (1931) V、(1932)F、(1957)F 
353 Tatewaki (1931) V、(1932)F、(1957)F 

21 松平(1895)F、Takahashiet a1. (1997) F 

16 NV 

7 NV 
1425 松平 (1895)F、Tatewaki(1928) V、(1931)V、(1932)F， (1957) F 

3200 Kawakami (1901-02) F、Tatewaki(1941) V、Tatewaki& Y oshimura (1941) FV、
Tatewaki (1957) F 

1490 松村(1934)F、舘脇・平野(1936)V、Tatewaki(1957) F、Alexeeva(1983) F、Barkalov
(1998) F，佐藤 (2000)FV、Barkalov& Erem巴I1ko(2003) F 

250 松平(1895)F、Takeda(1914) F、大井 (1932-33)F、舘脇(1940)FV、(1957)F、
Alexeeva et a1. (1983) F、Barl王alov& Erem巴nko(2003) F 

12 Barl王alov& Eremenko (2003) F、Gageet a1. (2006) F 
51 Chernyaeva (1977) F、Barkalov& Eremenko (2003) F、Gageet a1. (2006) F 
13 Barkalov & Eremenko (2003) F、Gageet a1. (2006) F 
3 Barl王alov& Er巴menko(2003) F、Gageet a1. (2006) F 
15 Barkalov & Eremenko (2003) F、Gageet a1. (2006) F 

Kurilsky nature reserve (Sakhalin region) 

Flora of Protected Territories of the Russian 

Far East: Magadansky， Bureyinsky and Kurils-

ky nature reserves (A. E. Kozhevnikov ed.)， p 

71-113. Dalnauka， Vladivostok (In Russian). 

Russian). 
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(In Russian) 

Egorova， E. M. 1964. On the flora of the Island of 
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千島列島の海藻研究

剛史阿部

『北海道水産調査報告巻之三昆布採取業』

宮部金吾から山田幸男に贈られたもの。右上

に直筆のサインが見られる。

[北海道大学理学研究院自然史科学部門多様

性生物学分野蔵書]
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4-1 

チシマゴへイコンブLaminariaρlatymerisDe la 
Pylai巴の標本
和名は「千島御幣昆布jの意。択捉島以北の千島各

島、アリューシャンを経て米国ワシントン州にかけて

分布。本穫のように掌状の葉片に裂けるコンブは日本

ではめずらしいが、コンブ属のタイプ種は欧州産で、

本種と同様に掌状である。最近の研究により、日本の

一般的なコンブは掌状のコンブとは属レベルて、違うと

され、日本近海のコンブは本種およびゴへイコンブL

yezoensis Miyabe以外、すべて別属に移された。
ウルップ島、 1935年8月10日、 永井正次採。[北海

道大学総合博物館所蔵 Miyabe herb. in SAP] 

4-2 

北海道からオホーツク海・アラスカにかけての北

ロシアの太平洋海域における海藻の研究は、

Gmelin、Ruprechtらの探検的な調査によって、 19

and 

Ruprechtの論文中に、オニワカメ Alariajistulosa 

Postels et Ruprechtの分布についての記述があり、

世紀初頭から始められた。 1840年の Postels

これが千島の海藻に関する最初の学術論文である。

のコマロフ植物研究所に収められている。Ruprechtは1848年にウ/レツプ島からチシマネコア

19世紀末になると、日本人研究者による千島の海シコンブArthrothamnuskurilensis Ruprechtを記

藻研究も始まった。我が国の海藻研究の基礎を築い載したほか、 1851年には多数の千島産海藻を新種記

た岡村金太郎は、 1891年(明治21年)に「千島の海これらの標本はサンクトペテルブルク載している。
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4-3 アイヌワカメ属Alariaの標本
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同定のために一部を切り取った跡や、同じ遠藤の筆
跡による新旧 2枚のラベルなど、研究の足跡が伺えて
興味深い標本である。

シムシュ島、 1903年8月22日、遠藤吉三郎採。[北
海道大学総合博物館 Yendo herb. in SAP (TIより
SAPへ永久貸与扱)] 

藻」と題する論文を植物学雑誌に発表したほか、『日

本藻類図譜.1r日本海藻誌Jなど、 日本の海藻全般に
関する著名な文献中において、千島産の海藻も扱っ

ている。札幌農学校の宮部金吾は北海道庁の委嘱を

受け、 1884年(明治 17年)に北海道沿岸を廻って各

地のコンブ類を詳細に調査し、その結果を 1902年

(明治35年)に 『北海道水産調査報告巻之三昆

布採取業』の中で発表した(写真 4-1)。この中で、

千島の一部のコンブ類も扱われている(写真4-2)。

後に北海道帝国大学教授となる遠藤吉三郎は、他人

の採集した押し葉標本に頼る研究態度を批判した彼

らしい行動力で、みずから北千島のシュムシュ島と

南千島の択捉島の海藻調査を行った。その成果の一

部を 1903年(明治 36年)の論文に発表したほか、

1919年(大正8年)にはアイヌワカメ属の重要なモ

ノグラフを発表している(写真 4-3、4-4)。
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4-4 r A monograph of the genus Alaria.l 
遠藤が1919年に発表したアイヌワカメ属のモノグ
ラフ。帝国大学時代の蔵書印が押されている。

[北海道大学理学研究院自然史科学部門多様性生物

学分野蔵書]
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4-5 rMarine algae of the Kurile Islands Ll 
永井正次から山田幸男に贈られたもの。

.>010-

J白
老

[北海道大学理学研究院自然史科学部門多様性生物

学分野蔵書]
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4-6 チシママリモ Aegagrojうilakurilensis N agaiのタ
イプ標本

近年の分子系統学的研究により、有名な阿寒湖のマ

リモも含め、世界のマリモの多くは 1753年にリンネが
記載したスエーデンのマリモと同一種であるとされ

た。チシママリモも同様に、現在は独立穫とは考えられ

ていない。しかし将来の研究で再び別種とすべき証拠

が見つかる可能性も皆無ではなく、その場合にはタイ

プ標本が基準となるため、後世の研究者のためにも博

物館は責任を持って管理せねばならない。

択捉島、1934年7月19日、永井正次採。 [北海道大学
総合博物館所蔵 SAP 021950] 
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4-7 チシマハパモドキ Punctm匂 flaccidaN agaiのタ
イプ標本
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北海道本島沿岸から千島にかけて分布。他の海濠や

海草の上に生育する。北海道の海藻研究者には馴染み

深い種類である。

国後島、 1936年7月30日、永井正次採。 [北海道大学
総合博物館所蔵 Miyabe herb. in SAP] 

巨豆恋[1.-剛山吋勺

f川)'1，;，，""IH.(t;む-..，:，，らr

4-8 アナアマノリ Porthyraochotensis N agaiのタイ
プ標本

食用でおなじみの海苔の一種。大型で、和名のとおり

成長過程で葉体に穴が開くことが多い。学名は「オホー

ツクのノリjの意。北海道本島沿岸から千島にかけて分

布。

ケトイ島、 1935年8月12日、永井正次採。[北海道大
学総合博物館所蔵 Miyabe herb. in SAP] 

北大理学部植物分類学教室初代教授の山田幸男

は、岡村の弟子に当たる人物で、我が国の海藻研究

における中興の祖と言える。彼は 1933年(昭和8年)

にウルツプ島で海藻採集を行い、翌 1934年(昭和9

年)に和文、 1935年(昭和 10年)に英文による研究

論文を発表した。また、山田の指導のもとで研究を

進めた川端清策は、 1936年(昭和 11年)に色丹島の

海藻フロラを論文にまとめた。

千島の海藻調査をもっとも詳細に行ったのは、宮

部の弟子にあたる永井政次である。彼は 1929年(昭

和 4年)夏の国後島調査を皮切りに、 1930年(昭和

5年)夏の北海道庁北千島調査への参加を含め 5回

の採集旅行を行い、千島全域を網羅する数多くの場

所で海藻を採集した。この研究の集大成としてまと

められた千島海藻フロラの論文は、 1940年(昭和 15
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4-9 エンドウコノハ Yendoniajaponica N agaiのタイ
プ標本

和名・属名ともに遠藤吉三郎に献名された。択捉島か
らパラムシル島にかけて分布。

オンネコタン島、 1935年8月15日、永井正次採。[北
海道大学総合博物館所蔵 SAP 022043J 

年)と 1941年(昭和16年)の二度に分けて北海道

帝国大学農学部紀要に発表された(写真 4-5)。この

論文で扱われた千島の海藻は44科目属187種(藍

藻と淡水緑藻各一種を含む)、そのうち永井の単著ま

たは宮部と永井の共著による新属 l、新種目、新組

合せ 3が含まれるほか、多数の新品種も記載してい

る(写真4-6、7、8、9、10)。

その数年後には第二次世界大戦の敗戦により、日

本人の研究者が千島で海藻採集を行うことは不可能

となった。永井の充実した海藻標本コレクションは、

ここでも大きく活躍することになる。一例として、

後に北大理学部植物分類学教室第四代教授となる増

田道夫の 1982年(昭和 57年)の論文を紹介する。

彼は従来の形態観察の手法に加え、培養株を用いた

発生過程の観察を行い、当時日本に 2属あるとされ

ていたフジマツモ連tribeRhodomeleaeの海藻が

3属に分けられることを明らかにし、日本産フジマ

Min<"lm1lima.日明hir;

Aug.12.19J5. i'注I.N.
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4-10 ホソイナボグサ Pterosiphoniajaponica N agaiの
タイプ標本

和名は 「細稲穂草」の意。分布は千島列島に限られ

るが、当時は日本領であったため、学名は「日本のイ
ナボグサ」。本種は現在、アリューシャンから北米にか

けて分布する P.hamala Zinovaと同一種として扱う
意見が多いが、 今後の日露共同研究の進展により、独
立種のタイ プ標本として復活することもあるかもし
れない。

ウシシル島、 1935年8月12日、永井正次採。 [北海
道大学総合博物館所蔵 Miyabe herb. in SAPJ 

ツモ連のモノグラフを発表した。フジマツモ連の海

藻は北方性で、日本産といっても北海道から千島・

樺太にかけて分布する種が多い。生物は同一種で

あっても分布域によって異なる特徴を持つ場合があ

るので、 北海道産の材料だけによる研究では、誤っ

た結論を導くおそれがある。彼はみずから採集した

日本産の材料に加え、標本庫に収められていた永井

の千島産標本を併せて研究することで、分布域内の

個体を広く把握することができたのである(写真

4-11、12、l3)。学術標本が単なる研究の証拠や展示

物としてでなく、後の研究者のために保存されてい

ることを示す好例と言えよう。標本の大切さを身を

もって知る増田は、後に北大総合博物館の設置のた
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4-11 アリュウシャンノコギリヒノ¥'Odonthalia annae 

Perest巴nkoの標本

永井が千島列島各地から採集した標本は、後の研究

者にも大いに活用され、藻類学の発展に貢献した。写

真下のノートは 1980年 8月22日に増田道夫が同定

結果を記したもの。

左 :ウルップ島、1935年8月22日、右:パラムシル

島、 1930年7月27日、いずれも永井正次採。[北海道

大学総合博物館所蔵 Miyabe herb. in SAP] 

v 。
， 

j 

600 km 

4-12 アリュウシャンノコギリヒパ、 Odonthaliaaηηae 
Perestenkoの分布図

増田が1982年に発表した論文の第78図版。北海道

は本種の分布の南端であることが判る。分布域の末端

に生育する個体は必ずしも種の典型的な特徴を示す

とは限らないため、千島産の標本は研究の遂行に不可

欠であった。
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4-13 Odonthalia setacea (Ruprecht) Perestenkoの標本

千島からカムチャツカ、アリューシャンを経て米国

オレゴン州にかけて分布。戦後の日本領には生育しな

いため培養実験が行えず、 1982年のモノグラフでは

扱っていないが、分布域が重なる近縁種であるから、

増田は本種もきちんと観察していた。標本の左上に貼

られているラベルが、 1980年 10月10日に増田が同定

した結果を示すラベルである。ちなみに、この日付は

祝日である体育の目。永井による採集日も 8月15日

で盆休み。いずれも休日返上で研究にいそしんでいた

様子が伺える。

オンネコタン島、1935年8月15日、永井正次採。[北

海道大学総合博物館所蔵 Miyabe herb. in SAP] 

めに文部省(当時)と粘り強く交渉し、設置を実現

させた功労者の一人である。彼のためにも、展示は

充実したにもかかわらず肝心の標本収蔵環境が理学

部当時より劣悪という現在の北大総合博物館の現状

を、早急に改善したいものである。
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千島列島にオホーツク文化の北限を求めて
Searching Kuril Isl. for the northern end of the Okhotsk culture 

T.Amano・B.Fitzhugh・v.Shubin 

この展示は「千島列島の文化 ・生態系研究 ;亜極

北の環境変化における人類社会の脆さと回復力」

The Kuril Biocomplexity Project (KBP) 2006年

の成果にもとづいている。プロジェク トは上記ベ

ン・フィッツヒューを代表に全米科学財団NSFの

助成を受けて 2008年まで3年計画で進められるも

のである。今シーズンの調査には米国から 13名、ロ

シアから 19名、日本からは手塚薫氏(北海道開拓記

念館)と伊藤健次氏(写真家)も参加した。調査期

聞は 7月13日から 9月1日までの 51日間である。

プロジェク卜の概要

「この広く学際的でかつ国際的な調査団は千島列

島の文化的 ・生態学的 ・地質学的 ・気候学的なシス

テムのからみあいを調査する。

この列島は温暖な北海道から亜極北気候のロシ

ア・カムチャツカまで南北に連なっている。過去

5000年間の何度にも及ぶまたさまざまな社会的・経

済的 ・技術的条件の下でおこなわれた人類の移住と

持続 ・撤退の証拠は、環境の激変と緩慢な変化双方

5-1 (伊藤健次氏撮影)

60 

に対する人類社会の脆さと回復力の研究に役立つで

あろう。J(前書より抜粋)0 http://depts. washington. 

edu/ikip/index.shtml 

5-2 マツア・アイヌベイ

5-3 マツア ・アイヌベイ



北海道大学の千島考古学調査研究の成果

I 第二次世界大戦前

石川貞治(札幌農学校助教授兼任)は 1890年(明

治23年)に択捉島、国94年(明治27年)にシャシ

コタン島を調査し「小屋の側より縄紋ある土器、石

鉱其他赤及緑色を用ゐ草花を画きたる磁器の破片を

得たり。磁器は本邦製のものものとは思われず、

云々」と記載 (r地学雑誌』第 7集第78巻)。
横山荘次郎(札幌農学校助教授兼任)は 1893年(明

治 26年)にシュムシュ島の穴居跡を観察している

(r北海道庁地質調査鉱物調査報文.1)。
平光吾一(医学部教授)は 1928年(昭和3年)に

色丹島の遺跡を調査。

Arnold Gubler (北大予科)は 1930年 (昭和5年)

国後島で調査し、スウェーデン人科学者StenBerg-

man(千島調査で、得た鳥類標本を 1930年秋北海道大

学農学部博物館で犬飼教授と同定作業)と出会う。

1932年にスイスでDieKurilen刊行。

5-4 シムシル ・ヴォドパードヌィ

5-5 ノTラムシlレ・トウノ¥ノレカ

武笠耕三(農学部博物館)はMilesL. Peelleと千

島で動物調査を行い、貝塚も調査 (r蝦夷往来.1l3 
号)、 PeelleはScienceVol. 75 NO.1952に報告。

語学教師CarIEtterは1931年(昭和6年)南千島

でアイヌ民族の宗教調査のかたわら遺跡発掘などを

おこなう。その成果を Ainu Folklore 0949 

Chicago)に収めている。

名取武光(農学部助教授)は、動物調査を行った

犬飼哲夫(農学部教授)の支援を得て、 1933年(昭

和8年)国後島で縄文時代からアイヌ文化期までの

さまざまな遺跡を調査し、報告している(r名取武光
著作集.J)0 (大沼忠春/北海道教育庁)

II 戦後の調査・研究

千島は、戦後ソ連に占領されて調査が不可能にな

り、調査研究の空白が長く続いた。 1972年(昭和47

年)に菊池俊彦(文学研究科教授)が「北千島にオ

ホーツク式土器(刻文)はみられるが、文化複合は

ない」と指摘して以降も活発ではなかった。

2006年夏KBPのメンパーと して天野は遺跡踏

査・試掘などをおこなった。採集した資料はサハリ

ン郷土博物館が収蔵している。動物遺存体はワシン

トン大学で分析中である。調査の成果を一覧表で示

し、特徴的な点について述べる。

1.縄文文化期

南千島では旧石器時代末の有舌先頭器が採集され

ている。今回の調査で確認できた最古の遺跡は縄文

時代中期一後期初頭(丸松式)のものである(写真5-6)。

択捉島以南に分布する(16エトロフ・スラヴナヤ、

5-6 エトロフ ・クイブィシェフスキー
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17同オーリャ、 18同クイブィシェフスキー、23クナ

シリ・ペスチャーナエ)。

2.続縄文文化期 ‘

遺跡の数が圧倒的に多く、北はシャシコタン(シ

アシュコタン)まで分布する(写真 5-7)。突癌文は

ほとんどみられず¥撚糸圧痕文や微隆起線文が多い

ので前期の後半期(下回ノ沢II式)が主であろう(写

真5-8)。後期(後北式)は少なく、典型的な例はご

く限られ、口操部突起だけを残した無文例や条線文

だけをとどめた変形著しいものが多い(写真5-9、

5-10) (18エトロフ ・クイブィシェフスキー、 20同

ベレゾフカ、 24クナシリ ・アリョーヒナ)。

石材は頁岩、チャート質のもの、玉髄質のもの(ロ

シア名ヤーシマ)が主だが、 20エトロフ・ベレゾフ

カ (FundeI)では黒曜石がかなり多い。

続縄文期の遺跡はいたるところに認められる。好

例が20エトロフ島べレゾフカである。続縄文期のも

のはここの 1とFundel地点に見られるのに対し、

オホーツク人は条件のよい主流の河口左岸にしか足

2 3 4 5 ち

5-7 シアシュコタン

5-8 クナシリ・セlレナヴォーツク
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跡を残していない。オホーツク人は生活の場所を慎

重に選んでいる。

12ウ/レツプ・カンパニベイで波状口縁+縄目文土

器が大量に採集された。口縁部は突起をもち、口唇

は円くふくらむ。縄目は 1条でRとL両様みられる

(鋸歯文を描くか?)。胎土精良で、焼きはややあま

い。大型も多い。続縄文式土器の退化形・地方型で

あろう。

石器には大型石錘(15cm大)や磨製石斧などもみ

られる。

*展示中の間後島オダトミ採集資料(北海道大学植

物園博 18377)は突癌文をもっ希有な例

3.オホーツク文化期

遺跡は比較的少ない。中期主(写真 5-11)で後期

は国後・択捉で報告されている*。末期(トビニタイ

式)は 17エトロフ・オーリャのみである(写真

5-12)。擦文文化の遺跡は今回見つからなかった。ほ

とんど無いのでおあろう件。

5-9 エトロフ・クイブィシェフスキー

5-10 エトロフ ・クイブィシェフスキー



中部・北部採集のオホーツク式土器かと思われる

資料の胴部文様は沈線文主だが、その系統は道東に

は求められないし、道北ともかなり差がある。

それよりも問題にずべきは、胴部に文様をもちな

がら口縁部は無文の土器である。口縁部は内外面と

も入念に研磨し、肥厚帯をもたない例が目立つ。厚

いものも少なくない。器形は整形が多いようだが、

内湾する例もみられる。オホーツク文化後期に併行

する北千島型とみられる。

* 18択捉島クイブィシェフスキー(;レベツ) (北海
道大学植物園博31309、31338)

**国後島ダニーロヴァ(オタトミ)で出土(北海

道大学植物園博 18368、18375)

11シムシル・ヴォドパデ、ュヌイ遺跡の試掘で貝塚

が発見された。出土した土器は口縁部無文で胴部に

沈線文(北千島的)をもっ。胴部沈線文の鍵形モー

ティフやボタン状貼り付け文などは道北 ・サハリン

的であるが、しかし厚手長頚で研磨し、器質撤密で

.1Cv‘品
川伽

5-11 クナシリ・アリョーヒナ

5-12 エトロフ・オーリャ

独特で、ある。

セヴエロ ・クリルスク郷土博物館、根室市北構保

男博士所蔵のパラムシノレ出土の骨角器(片側聴など)

は北海道的ではない。北方系(カムチャツカ ・タリ

ヤ文化など)の流れも千島におよんでいる。

4.アイヌ文化期

11シムシル・ヴォドパデュヌイ遺跡例など副室を

もっ竪穴住居では埋土中に火山噴出物cinder(18c 

頃)が堆積している。

9マツア・アイヌベイ l試掘抗-4では cinderの

下に内耳土器(写真 5-15) をともなう炉・自然遺物

(焼けた小型のトリやウニ、焼けていない海獣椎骨な

ど)がみつかった(写真5-14)。沢の左岸、第2段丘

上に位置し、暮らすには好適な条件である。夏場の

キャンプだろうか。試掘抗2 (IKIP石塚トレンチ)

では続縄文式土器出土。海獣が生息する岬近くの斜

面に位置するので、海獣猟のためのキャンプであっ

たのかもしれない。

1シュムシュ・パリショイ遺跡では表土下の黒色

砂層中にトドの頭蓋骨(オス・成獣・右側頭部穿孔)

ほか豊富な動物遺存体がふくまれていた(写真5

16)。馬場報告にある潮見川・西出漁場東方の竪穴群

遺跡(アイヌ文化期)にあたるものであろう。その

下層から口縁部無文の土器片が出土した。よく研磨

している。オホーツク式土器であろう(写真 5-13)。

まとめ

千島列島は活発な火山活動や地震 ・津波によって

人類の生存そのものがひんぱんにおびやかされ、中

5-13 シュムシュ ・ノてリショイ
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5-14 マツア・アイヌベイ

5-15 マツア・アイヌベイ

5-16 シュムシュ・ノてリショイ

断させられてきた。さらに島腕という地理的条件、

しかも早い海流と濃霧、断崖がちの地形などにより

移動 ・交流が容易ではなかった。また海産資源は豊

富であるが陸獣相は貧寒であり、植生も豊かで、はな

い。つまり安定的な生活は、規模の大きい国後・択

捉と、あるいはウルップ、それに北千島のパラムシ

ルを除き、期待できない。

したがってよほど特殊な条件の下に続縄文文化期

とオホーツク文化・中期に人類はここに進出し、そ

ののち比較的速やかに孤立化していったのであろ
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う。この条件とはなにであろうか? オホーツク文

化に限って言えば、中期に道北からオホーツク海沿

いに東進し、太平洋側釧路方面に向かわずに千島列

島を北上したその強い指向性をみると、海獣猟が主

目的であった可能性が大きい。高まりつつあった交

易の必要性に応えるためであったと考えられる。

もう一つ注目すべき点は、後期に起きた道北ない

しサハリン地方からの動きである。かれらがこれら

の地方からオホーツク海を横断して千島列島中部・

北部に直行することは困難なので、やはり道東地方

を経由したのであろう。その際に道東集団との衝突

や車L牒なしにこのような動きが実現したとすれば、

たとえ他集団の領域内であっても岬や小島などを

伝って沖合を行くのであれば、この行動が黙認され

る「沖合自由航行権Jのような捉ないしは慣習が当

時あったことを想定しなくてはならない。

さかのぽってオホーツク文化前期に当たる 6世紀

前半、『日本書紀』欽明天皇 5年、おそらく奥尻島青

苗キャンプ地などを経由して、「佐渡の御名部岬に来

着した粛慎(オホーツク人)が春夏の季節に漁労活

動などをおこなっていても島民はあえて近づかず

云々 Jの記録はこのような事情を想起させる。
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ISLANDS 
JOMON EPI-JOMON OKHOTSK AINU 

Late* Earlv/Late Middle/Late/Final 

SHUMSHU 

1 18ol'shoi (8ettobu-Shiorr、ikawa) +KM 

2 18aikovo (Kataokawan) + KM 
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3 ISavushkina 

4 IKuma 
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10 Ryponkicha (Kit<¥iima) + + KM 

SIMUSHIR 

11 Vodopadnyi + 

URUP 

12 Kompaneiskoe + + 

13 Tokotan + 

14 Ainu Creek + + 

15 Caoe Kaosvul' 

ITRUP 
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26 Glukhoe (U問 rokusibetsu) + 

27 Sernovodsk (ToMsugawa) + + 

3. Savushk i na γ 
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MAKANRUSHI 
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(Musashi-wan) 
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o RASSHUA 

KM: Kitchen middens/layer 
事 MarUl'国tsu Initial of late? 

正一一一一10.Ryponkicha 
RYPC別KICHA

OKETOY 

~一一一一一官。utona(Buroton-wan) 11. V叫叩adnyi一一一一寸'1

rゲ SIMUSHIR

BROUTONA 

lagunnoye 
(Nikishirol 

25. Rikorda (Kinashir j) 

27. Sernovodsk 

26. Gluk同e

22. Oani lova 

23. Peschanoe 

図5-1 KBP KURIL 2006 Tentative Analysis of Potteries 
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野生動物から見る千島列島とその周辺地域の環境汚染

星野広志・藤田正一

はじめに

人工化学物質は、洗剤、農薬、材料、医薬品など

に使われて我々の生活に無くてはならないものに

なっています。しかし、環境中に放出された人工化

学物質は様々な種の体内に侵入して生命活動を撹乱

し、その影響を生態系全体にまで及ぽして私達に混

乱を引き起こしたことが報告されています (Colbor-

n el al. 1996)。このような人工化学物質の中でも有

機塩素系化合物類(Organochlorinecompounds、以

下OCsと略す)は炭素骨格と塩素からなる難分解性

かつ高脂溶性化合物で、環境中での残留性が特に問

題となっています。代表的なものとして DDT類0，

l'一(2，2，2-trichloroethylidene) bis (4-chloroben-

zene)とその代謝物、以下DDTsと略す)やポリ塩化

ビフェニル類 (Polychlorinated biphenyls、以下

PCBsと略す)が知られています。これら OCsは、

1920年代から 1940年代に農薬や工業材料としてア

メリカおよびヨーロッパで生産が始められ、 1950年

以降の急速な使用量増加に伴ってヒトおよび野生動

物に蓄積して生殖障害や癌を起こすことが問題にな

りました(Carson1962) 0 その後、 OCsは1970年代

から使用が徐々に制限されましたが (Voldner and 

Li 1995)、OCs汚染は地球全域へと拡大して OCs

が使用されていない極地からも汚染が報告されまし

た (Ballschmiterand Zell 1980) 0 この OCs汚染の

地球全域への拡大には大気および海洋の大規模循環

が大きな役割を果たしており、 OCsは大気や海流に

よって地球の隅々まで運ばれ最終的には高緯度海域

に蓄積されることが明らかになっています (Wania

and Mackay 1996) 0 このため、 OCsは世界中のあ

らゆる場所に生息する野生生物から検出されてお

り、極域の生物ほど蓄積濃度が高いことが知られて

います。(Bernhoftet al. 1997， Yamada et al. 

1997， Weber and Goer ke 2003) 0 これらのことか

ら、千島列島の生物とて例外ではなく、汚染が推測

されます。この特別展では、 OCs汚染に着目した研

究成果を報告します。

千島列島の生態系の OCs汚染(図 6-1)

千島列島は多くの海棲晴乳類や海鳥類の生息地、

繁殖地であり、また渡りや回避を行う生物の移動経

路となっています。鰭脚類4種の繁殖地と上陸場が

あり (VNIRO2000)、22種類の海鳥の繁殖が報告さ

れ (RussianAcademy of Science Far Eastern 

Brunch Kamchatka Institute of Ecology 2001)、

オオワシやオジロワシなどの希少大型猛禽類も生息

しています。さらに、クジラ類についても生態系の

I頁点にたつシャチをはじめとし、ミンククジラ、イ

シイルカ、マッコウクジラなどが生息し、千島列島

周辺地域では食物連鎖のピラミッドが高くて多様な

生態系が維持されています。このような生態系内に

おいて OCsは、生物の体内に入ると容易には体外に

排出されない性質のため、「食う 食われるjの生物

同士の関係を通じて栄養段階の上位にいる高次捕食

者に高濃度蓄積することが知られています(生物濃

縮)。

千島列島の生態系について生物濃縮に関する総合

的な研究は行われていないものの、断片的な情報を

つなぎ合わせると、千島列島生態系のピラミッド内

で汚染物質の高度な生物濃縮が起きていることが見

て取れます。海棲晴乳類の餌生物として重要種であ

るホッケやスケトウダラに上七べ (Nakata et al. 
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0.063-6.6μg/g 

ーー合J、シブトウミガラス
0.015-0.090μg/g 争参《

低
い

ホッケ0.0047μg/g
スケソウダラ0.0078μg/g

農薬として使用され
たものが海洋に流入

図6-1 千島列島生態系での DDT類の生物濃縮

(湿重量で19の組織当たりの濃度)

1998)、シャチでは汚染物質の濃度が約4900-30000

倍高くなっています(Kajiwaraet al. 2006)。また、

鳥類も高次捕食者であるオオワシのほうがハシブト

ウミガラスよりも汚染物質の濃度が高く 、魚類に比

べても約 14倍から 3000倍ほど高濃度です(岩田ほ

か 1997、Sakamotoet al. 2002)。これらの測定デー

ターは OCsが千島列島の生態系ピラミッドの隅々

まで汚染していることを示唆しています。

千島列島周辺海域と他の海域を比較する

一般に、地域間で汚染を比較する場合、その地域の

土壌、大気、水などの環境中の構成要素を測定材料と

する場合と、その地域の生物を測定材料とする場合

の2通りの方法があります。前者の方法では環境の

汚染そのものが分かるが、測定材料中の汚染物質濃

度がごく微量であるために測定が難しいという問題

があり、後者の場合は生物の持つ固有の生態、生理や

異物代謝能力によ りOCsの体内濃度が容易に変動

するという欠点があります。しかし、先に示したよう

にOCsは食物連鎖を通して生物濃縮されており、高

次栄養段階生物ほど生体内で高濃度蓄積するため測

定が容易です。さらに生物を測定することは、地域

の生態系の汚染を把握する上でも有効な手段です。

そこで、私達は北太平洋の北米カリフォルニア中

部から北海道沿岸にかけての水深 200m以浅の広

い範囲に生息している食肉目アシカ科で最大の動物

であるトド EU11Iletopiasjubatus (Loughlin et al. 

1987)を用いて千島列島周辺海域における OCs汚染

の状況を調べ、生息域間で トドのOCs濃度を比較す

ることを試みました。トドはスケトウダラ Theragra

chalcogralnma、マダラ GadusmacrocePhalus、タコ

類、ホッケ Pleurogramusazonasなどを捕食する海

洋生態系の高次栄養段階捕食者です(後藤 1999)。

本種は千島列島では 5月末から 7月初めに繁殖し

(nepJlOB 1970)、秋から翌春には北海道沿岸やカム

チャツカ半島の太平洋岸に至る範囲を回避すること

ベーリング海

夏:特定の場所で繁殖J..

秋~春:500 km -1 OOOkmの範

囲に分散

図6-2 千島列島とその周辺海域に生息するトドの繁殖地と回遊
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一種であるムρ'-DDEにより汚染されていました。が明らかになっています (Burkanov2001) (図 6

アリュートルスキー湾と北海道の雄成獣でさらに、これらのことから、本種は千島列島周辺海域と2)。

詳細に蓄積濃度を比較すると、北海道沿岸のトドの他の北太平洋海域の OCs汚染状況を調べるために

ほうがIう，p'-DDEおよびPCBsの蓄積濃度が高く

これらの結果から、北海道沿岸で収集

適した動物と考えら支す。

なりました。私達は北海道沿岸、千島列島および西部ベーリン

されたトド、すなわち千島列島で繁殖するトドは他グ海のア リュートルスキー湾においてトドの脂肪組

生息域のトドよりもとりわけ DDT類による汚染が織を収集し、脂肪中の OCs濃度を測定しました。そ

(図6-3)。進んでいることが示唆されましたトドの雄成獣および若齢獣について生息域間して、

さらに、世界的な視野でトドの汚染物質濃度につのOCs蓄積濃度を Barronet al. (2003)が報告した

いて検討すると、北海道沿岸から西部ベーリング海北太平洋東部海域のトドの OCs蓄積の知見を交え

に生息するトドの OCs汚染状況は、欧米諸国の汚染て比較しました。私達の測定した北海道およびア

が顕著なカリフォルニア、バルト海およびカスピ海リュートルスキー湾のトドと北太平洋東部海域のト

に生息するアシカやアザラシ類ほどは深刻ではありドを比較すると、 PCBsの汚染状況は同程度でした

このことから、千島列島をませんでした(表6-1)。
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体の中では汚染
物質との静かな闘

いが起きてます。

含む北太平洋西部海域に生息するトドの汚染度は深

刻な汚染度にある欧米諸国沿岸ほど進行しておら

ず、海域の汚染程度も欧米諸国沿岸よりは低いと推

察されま した。

汚染の影響は?

OCs汚染が関与していると推定される海棲晴乳

類の大量死や奇形発生が報告されています (Colbor-

n et al. 1996)。幸いにして千島列島とその周辺海域

において OCs汚染との関連が伺われる大量死など

の報告はありません。しかし、ゴマフアザラシにお

いて脂肪中汚染物質 (PCB126)の濃度が高い個体ほ

ど肝臓中の化学物質分解酵素(チトクローム P4501

Al)の量が多いことが本学獣医学研究科の毒性学教

室より報告されています (図 6-4)。これは汚染物質

が酵素の発現量を増加させていることを示唆してい

ます (Chibaet al. 1999)。

さらに、同研究室からはゴマフアザ、ラシとクラカ

ケアザラシで、汚染物質(PCB180)の脂肪中濃度が

高い個体ほど、血液中の甲状腺ホルモン(TotalT3) 

濃度が低いという報告もあり(図 6-5)、汚染物質が

血液中の甲状腺ホルモン循環に影響を与えているこ

とを示唆する報告もなされています (Chibaet al 
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図6-5 脂肪中汚染物質 (PCBl80) と血液中甲状腺ホJレモン (Tota!T3)濃度との関係
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2001)。これらの一見小さく見える生体内の変化が個

体に与える影響はまだ解明されておらず、さらなる

観察と研究が必要だと考えられます。

これからの課題

冬に知床半島で大量の油まみれの海鳥が漂着した

のは記憶に新しいと思います(写真6-1)。千島列島

があるオホーツク海で、はサハリン北部で進行中の原

油開発をはじめとして、沿岸部の大陸棚地域の殆ど

が今後の油田開発の対象となっています (Pacific

Russia Oil & Gas Report 1998)。また、経済成長

に伴う OCsの使用量の増加が北太平洋西岸の中・低

緯度地域では報告されています (Monirith et al. 

2003)。これらのことから、環境汚染のモニタリング

を定期的に行い、加速していく周辺地域の開発と環

境保全のバランスをとっていくことが、千島列島と

その周辺海域を環境汚染から守っていく上での課題

となると考えられます。
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| 国際千島列島プロジェクト

国際千島列島プロジェク卜
(lnternational Kuril Island Project: IKIP) 

矢部

千島列島はオホーツク海の南東縁辺部に位置し、

北海道とカムチャツカ半島の聞に横たわる大小約

56島からなる火山列島である。これらの島々は上白

亜紀から更新世にかけて形成されユーラシア大陸か

ら隔離され、各島聞は深い海峡と強い潮流によって

分断されていることなどから、各島には固有の生物

相が形成されていると考えられ、世界の研究者から

注目されてきた。特に日本の研究者からは我が国の

隣接地域であることから、日本の生物多様性の/レー

ツを探求する上できわめて重要な地域・海域と見な

されてきた。しかし、戦後久しくソ連の実質的統治

下にあった千島列島は、海外の研究者はもとより自

国の研究者にとっても入域の困難な状態が続いた。

1991年のソ連崩壊後、政治状況の変化にともない千

島列島への入域が可能になったが、一方で活発化す

る経済活動などによる千島列島全域においての生物

多様性の崩壊が危慎される状態に至った。

このような状況のもと、千島列島全域における生

物多様性に関する国際共同学術調査「国際千島列島

プロジェクト」が、 1994年から 2000年までの 7年間

に日本、米国、ロシアの三カ国の研究者によって実

施された。この国際プロジェクトは米国ワシントン

大学の TheodoreW. Pietsch教授、ロシア科学アカ

デミ一極東支部の ViktorV. Bogatov博士ならび

に北海道大学の尼岡邦夫名誉教授を各国の研究代表

者として、 3カ国あわせて 71名の研究者が参加し

て、米国科学財団 (NSF)および日本学術振興会の

支援を受けて実施された。このプロジェクトによる

千島列島での現地調査に日本からは北海道大学を中

心とする次の 10名の研究者が参加した。尼岡邦夫

(北大水産学部:魚類担当;1995年と 1997年に参
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律1

加)、高橋英樹(北大総合博物館:植物;1995~ 1997 

年、2000年)、矢部衛(北大水産学部:魚類;1996年、

1999年、 2000年)、大原昌宏(北大総合博物館:昆

虫;1995~1997 年)、来原康裕(北海道立水産試験

場:陸生貝類;1995~1997 年)、鶴崎展巨(鳥取大

学:クモ類;1995年)、加村隆英(追手門学院大 :ク

モ類;1996年)、田中穂積(園田学園女子大学:クモ

類;1997年)、中谷正彦(元北海道庁職員:昆虫;

2000年)、手塚薫(北海道立開拓記念館:民俗学;

2000年)、石塚吉浩(産業技術総合研究所:火山学;

2000年)。現地調査は各年の夏期に約 1ヶ月間実施

され、 3カ国の研究者がウラジオストクからロシア

科学アカデミーの海洋調査船ProfessorBogorov 

(1995年、 1997年)、 AkademikOparin (1996年、

1999年)あるいは Ocean(2000年)に乗船し千島列

島へ渡航し、上陸可能な 30の島々において各種生物

の生息調査と標本採集を行った。日本の研究者が参

加した 5年間には 21島に上陸して調査を行い、植物

(85科約 700種 5，510点)、陸生貝類 (17科 34種約

5，270点)、昆虫(10目、約 18，559点)、クモ類 (30

科約 360種 6，075点)および魚類(16科約 75種約

8，500点)の 40，000点以上に及ぶ尼大な学術標本を

採集し、日本に持ち帰った。これらの学術標本は北

海道大学総合博物館、同大大学院水産科学研究院な

どに保管され、現在も詳細な研究が続けられている。

また、 2001年5月には、国際シンポジューム、Inter-

national Symposium on Kuril Island Biodiversity" 

が北海道大学で開催され、国内外から 38名が参加し

て「国際千島列島プロジェクトjで得られた研究成

果を基とした 62報の研究報告がなされた。

現在までに明らかになった知見を以下に挙げる。



維管束植物

5年間の調査で中部千島~北千島の 19烏に上陸

して植物調査を行い、約700種 5，510点の押し葉標

本を作成したO 千島ヲサ島における植物調査記録を前

半の 3年間について報告した(高橋 1996a、1998、

1999)0そして千島列島の植物分類地理全披について

は高橋(1994、1996b，2001、2002a、2002b、2005)

で解説を行った。パラムシル島で、のアカマロソウ再

発見(高橋ら 1998)やアトラソワ島のカワツルモ属

報告(高橋・来原 1998)など興味深い分布記録につ

いても報告している O また広義のチシマルリソウ

Mertensiaρterocarpaの北海道南千島地域での形

態的な種内変異の実体を詳細に報告し(Fukudaand 

Tal泊 hashi2002)、新品種としてポロスルリソウ(新

称)を記載した(福田・高橋 2002)。葉緑体DNA解

析を元にした遺伝的な種内地理変異については都立

大学の藤井が解析を進め、エゾコザクラ Primula

cuneifolia (藤井 1997、Fujiiet al. 1999)、シオガ

マギク Pedicularis1官ゆinata(Fujii 2003)で興味

深い結果を公表している O

また日米ロ 3国の共同研究として島毎の植物種リ

スト作成をおこなっており、これまでに北からハリ

ムコタン島 (Takahashiet al. 2006)、チリンコタ

ン島 (Takahashi et al. 1999)、ライコケ島

(Takahashi et al. 2002)、チルポイ島 (Takahashi

et al. 1997)、歯舞諸島 (Gageet al. 2006)につい

てまとめた。さらに千島列島産とサハリン産の標本

数比較による簡便な指標S-Kindexを提案し、これ

まで裸子植物(高橋 2003、Takahashi2004)とツツ

ジ科植物 (Takahashiel al. 2006)各種についての

過去の移動経路推定を行っている。分類学資料とし

て、北大に所蔵されているサハリン・千島地域の植

物タイプ標本画像について公開した(高橋・阿部

2004) 0 C高橋英樹〕

陸生貝類

5年間の千島列島調査の結果、千島列島には既存

の報告も含め 44種の陸産貝類、の分布が認められた

(Pearce et al. 2002)。これは南千島から記載されたヤ

マボタルガイ科の2新種を含む(Starobogatov1996)。

本調査で日本側が確認したのは中部千島から北部

千島に分布する 34種である。特にハリガイ科ハリガ

イは、日本国内に未分布科であり、戦後日本国内で

は幻の貝であった。

中部~北部千島列島の陸産貝類相の特徴は、前鰍

亜綱はヤマキサゴ科ハコ夕、テヤマキサゴ 1種、有肺

亜綱基眼目はケシ刃イ科エゾケシガイ l種であり、

残りの 32種は有肺亜綱柄眼目であった。さらに柄限

目でトはキパサナギガイ科が7種と優占している O

北海道との共通種は 29種と実に 85%にのぼり、

千島列島と北海道の陸産貝類相の共通性の高さがう

かがえる。

千島列島は 1，000km以上の広大な領域であり、

各島内陸部に未調査エリアも多く残されていること

から、千島列島の陸産貝類柏の解明は現在も発展途

上である。〔来原康裕〕

魚類

5年間の期間において千島列島の浅海域ののべ

96調査点で魚、類の生息調査を行い、約 8，500{岡本の

標本の採集した。それらを分類査定した結果、現在

までに 5呂16科約75種の魚類を確認した。千島列

島全域から得られた魚類の分類群の組成を見ると、

ギスカジカ Myoxocψhalusstelleri、ケカジカ Myox

ocePhalus nなer、カムチャツカフサカジカ Por，小

cottus camtsschaticusなどのカジカ手斗Cottidaeの

魚類が最も種数が多く、クロカジカ属の 2未記載種

を含めて 27種を確認した。この種数は千島列島で確

認された全魚種の約36%に相当する O これらのう

ち、択捉島のオホーツク側の散布(チリップ)半島

の潮間帯タイドプールで、採集された 4個体(体長約

4 cm)のフタスジカジカ属魚類は、この属のいずれ

の既知種とも異なる新種であることが確認され、ヒ

メフタスジカジカ Icelin陥、 ρietschiと命名され発表

された (Yabeet al. 2001)。また、千島列島中部の

マツワ島の潮間帯で採集された 16個体(体長

28~81 mm)のオホーツクツノカジカ属魚類も新種

であることが判明し、 Microcottusmatuaensisと命

名され発表された (Yabeand Pietsch 2003)。さら

に、ウルップ島の潮間帯のコンブ藻場で採集された
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6 個体(体長 37~43mm)のキタノコテング Sigmis-

tes smithiは、既存の記録ではアリューシャン列島

の中央部だけに分布するとされていたが、この調査

で千島列島に生息することが確認された (Yabeet 

al. 2001)。これら 27種のカジカ科魚類の中で、北海

道に分布しないケカジカ、カムチャツカカジカ、キ

タノコテングなど8種は国後島、択捉島にも分布せ

ず、ウルツプ島およびそれより北の島々に生息する

ことが明らかになった。カジカ科に次いで、種数の多

い分類群はタウエガジ科Stichaeidaeで、キタノト

サカ Alectridiumaumntiacum、キタムシャギンポ

Alectrias alectoloρhus、ケムシギンポ Gymnoclinus

cristulatusなどの 11種であった。このうちキタノト

サカは千島列島の北部だけで確認された。このほか

にはゲンゲ科 Zoarcidae6種、トクビレ科

Agonidae 4種、アイナメ科 Hexagrammidae3種

などが確認された。

毘虫類

IKIPの昆虫類調査には、陸生見虫の担当として

6名(米2、露2、日 2)、水生昆虫として 8名(米

6、露2)の計 14名が参加した。20島の 164地点か

ら18，559個体の昆虫類を採集し日本へ持ち帰った。

この数は大原個人の採集した個体数のみであり、 3

カ国の見虫研究者の成果を集めると、十数万個体の

見虫が採集され標本が作製されていると考えられ

る。見虫類は、種数、個体数共に多く、分類も多岐

に渡るため、調査結果の全貌はまとめられていない。

2001年の時点で、すでに 55編の論文がIKIPの昆

図7-1 キタノコテング、ウルップ島
Sigmistes smithi 
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虫標本を元に書かれており、その後も倍以上の論文

が出版されている。北大総合博物館には約 100箱の

千島昆虫標本が収蔵されたが、ピンニング(針刺し

の標本状態)と科までのソーティングの整理が終

わった段階で、その後の種同定作業は行われていな

い分類群がほとんどである。適当な専門家が現われ

たときには IKIP標本の研究をお願いするようにし

ているが、膨大な個体数故に思うように研究が進ま

ない状況である。そのような状況の中でもいくつか

の分類群は研究がなされた。甲虫類では、ガムシ科

(dhara and Jia 2006)、エンマムシ科 (dhara

1997)、ハネカクシ科 (Ahnand Maruyama 2000、

Shibata et al. 2006、Watanabe2004)、チビシデム

シ科 (Nishikawa1997)、マルハナノミ科

(Yoshitomi and Nikitsky 2004)、カミキリモドキ

科 (Mizota1999)、カミキリ科 (Niisato1997)な

どの科が、種レベルの記録発表がなされている。ハ

エ類は、ハナパエ科 (Suwaet al. 2000) とハモグ

リパエ科(Iwasaki2000)が整理され、島別の種リ

ストが作製され生物地理の議論がなされている。水

生見虫は、アメリカ隊として参加した皆川昇が精力

的に研究整理を行い、例えばトビケラ目は 123種の

採集記録がまとめられている (Minakawa et al. 

2004)。これらの論文には、新種、新亜種といった新

タクソンの分類学的記載と、生物地理学の基礎情報

となる島別の分布記録が載せられており、北方圏の

昆虫相を研究する上で欠かせない標本コレクション

がIKIP調査により北大総合博物館にもたらされ

た。〔大原昌宏〕

図7-2 ヒメフタスジカジカ、択捉島
lcelinusρietschi 



7-1 アカマロソウ、パラムシル島

Subularia aquatica in Paramushir 1s. 

7-3 チシマリンドウ、シムシュ島

Gentianella auriculata 

7-5 Micmcottus matuaensis (Pisces: Scorpaeniformes: Cottidae)、マツワ島

7-7 Archaulus biseriatus (Pisces: Scorpaeniform巴s:Cottidae)、シムシュ島

7-8 クモフンノてエ、ロブシキ島
Scatoρhα-ga exalata (Diptera: Scatophagidae) 

7-2 チシマヒエンソウ、シムシュ島
DelPhiniu711 brachycentru711 

7-4 ラシュワ島のカラフトマイ
マイの成体(左)および幼

体(右)

7-6 アイヌキンオサム
シ・ウシシル亜種、ウ

シシル南島

Carabus (A inocar-
abus) lwlbei ushishir-
ensis (Coleeptera: 
Carabidae) 
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7-9 IKIPメンバーのフィールドでの昼食、ウJレツプ島

7-11 魚類の採集、オネコタン島

7-12 ロシアのクモ研究者Eskov氏の採集、パラムシル島

7-14 上陸に用いたボート

78 

7-13 調査船プロ
フェッサーボゴ .

ロフの研究室

7-10 魚類の採集、チノレポイ島

7-15 調査船オパー リン

7-16 IKIP調査隊、 1995年
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オホーツク海国際共同観測プロジェク卜

大島慶一郎・若土 正暁

1 .冷戦から国際共同観測へ

そのほとんどがロシア領海であるオホーツク海

は、長くベールに包まれていた海であった。 1990年

代以降、冷戦の終結によりオホーツク海内での国際

共同観測が可能になり、その海の実態が徐々に明ら

かになってきた。特に、 1998~2001 年の 4 年間にわ

たって行われたロシア船クロモフ号による日露米国

際共同観測プロジェク トは、オホーツク海研究の

breakthroughの役割を果た し、東樺太海流の実態

解明など多くのことが明らかになった。写真8-1は、

1998年に行われた第 1回目の航海観測のクルーズ

レポート表紙である。このプロジェク トは、科学技

術振興事業回戦略的基礎研究 (CREST)Iオホーツ

ク海氷の実態と気候システムにおける役割の解明 :

代表 北海道大学低温科学研究所若土正暁Jに

よってサポートされた。データ空白域であったオ

ホーツク海の実態把握と、 同海における大気一海洋

海氷システムを明らかにすることを目的とする研

JOINT JAPANESE田RUSSIAN-U.S.STUDY 
OF THE SEA OF OKHOTSK 

Preliminary Report on the First Expedition， July-August 1998 (XP98) 

8-1 ロシア船クロモフ号による観測

日露米共同で行われた、1998年の第l回目の航海観測のクルーズレポート表紙。甲板

での集合写真。
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究プロジェクトであった。そのために、ロシアの協

力を得て、今まで進入することさえ不可能であった

北西部大陸棚域を含めた、オホーツク海ほぽ全域に

おける本格的な海洋観測が行われた。プロジェクト

は、研究対象が広範囲にわたることから、海洋物理

学、大気物理学、地球化学、古海洋学など、多分野

からなる研究者組織で構成され、圏内から北海道大

学を中心とする関係機関、米国からワシントン大学

海洋学部、スクリップス海洋研究所、ロシアから極

東水文気象研究所(クロモフ号所有機関)の研究者・

技術者の参加により実施された。 CRESTからの資

金等のパックアップとロシアでのオホーツク海の

オープン化のタイミング子が絶妙に合ったことと、日

露米間での協力が非常にうまくいったことで、今ま

でできなかった様々な観測が可能となった。

2.東樺太海流のベールを表IJぐ

オホーツク海においては、海洋研究の基本となる

海の循環さえ、日本・ロシアの古い文献 (Watanabe

1963， Moroshkin 1966)などによるスケマティック

な抽象以上のことはよくわかっていなかった。それ

らによると、オホーツク海には大きな反時計回りの

循環があり、最も顕著な流れはその循環の西側・樺

太沖沿いにできる強い南下流(東樺太海流)という

ことになっている。「東樺太海流」という名前は、教

科書の海流マップや地図帳に記されている場合もあ

れば、ない場合もある。記されているものは、もと

をただせば日本やロシアの古い文献に基づいたもの

であろうが、これらは十分な実測に基づいたもので

はなく、船のドリフトや水塊・海氷の動きなどから

類推したものである。この海流の流量・構造やその

季節変化といった定量的なことは、ほとんどわかっ

ていなかった。人によっては、この海流のことを「幻

の海流」と言うくらいである。

プロジェクトでは、東樺太海流を明らかにするこ

とを最重点課題のーっとした。一つの海流をその存

在の可否も含めて明らかにしていく観測は、海流

マップの空白域を埋め、記述海洋学の教科書に 1パ

ラグラフを書き加える作業とも言える。流れを測る

観測としては、表層ブイや中層フロートを海中に漂
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流させて測る手法と、固定された点で流速計を長期

連続係留して測る手法の2種類の方法を組み合わせ

て行二った。

図8-1は表層ブイの軌跡を示したもので、計20個

のうち 12個は東樺太海流の上流付近に投入された

(Ohshima et al. 2002)。ブイは北西陸棚域からは樺

太沖を海底地形に沿って 0.2~0.4ms-1のスピード

で南下しており、東樺太海流の存在をはじめて実測

から明確にした。海流の巾は 150km程度で、北海道

沖まで南下するものと、途中北緯 48~52 度あたりで

東へ向かうものとの 2つにわかれる。これらの結果

は過去のスケマティックスと基本的にはよく合って

いる。図8-2は、ブイの結果などに基づ、いて、オホー

ツク海の循環を模式的に示したものである。詳しく

見ると、東樺太海流は大きな反時計回り循環の西岸

境界流の成分(沖合い分枝:Ohshima et al. 2004) 

と、沿岸に沿って北西陸棚から北海道沖まで達する

成分(沿岸分枝)の二つの分校からなっている。

図8-3は、流速計を長期係留して得られた観測結

果 (Mizutaet al. 2003)を基に、東樺太海流の流量

の季節変化を、日本海の主海流である対馬暖流と比

較して示したものである。東樺太海流の年平均の流

量は黒潮の流量の 2~3 割、日本海の対馬暖流の流量

グ。

図8-1 表層漂流ブイの軌跡

漂流期間は 1999 年 9 月 ~2000 年 2 月。丸印はブ

イを投下した点(始点)を示す。 Ohshimaet al. 
(2002)より。
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場合など汚染物質を北海道沖へ運んで、しまう海流で

その意味でももあり (Ohshimaand Simizu 2006)、

東樺太海流と対馬暖流の流量の季節変化

東樺太海流は北緯53度に沿って横切る長期係留
測流の結果 (Mizutaet al. 2003)に基づく。対馬暖
流は (Takikawaet al. 2005)に基づく。単位は106

m'cl (=1 Sv)。

図8-3

この海流が海氷や海獣を運さらには、重要である。

び、かつての文化圏形成(菊池 2003)に大きな役割

を果たしていた可能性もある。の約3倍に相当し、縁海の流れとしてはかなり大き

これは流れが表層のみでなく海底まなものである。

3.北太平洋で一番重い水がで、きる海で達するような深い構造を持つという特徴による

オホーツク海は、北半球では流氷(海氷)域の南また東樺太海流は、流量・流速が冬(図8-4参照)。

限である(図8-5の白色部)。オホーツク海が海氷域季に最大で夏季に最小となる大きな季節変動をする

実は、オホーツク海のの南限となるのはなぜか?(図8-3)。ことも特徴の一つである

風上(シベリヤ東部)は北半球の寒極(最も寒い地この研究プロジェクトで、東樺太海流の実態、はか

域)なのである(図8-5の平均気温参照)。オホーツなりの部分明らかになったといえる。少なくとも教

ク海にこの寒極からの厳しい寒気が季節風として吹科書や地図帳には、 東樺太海流と しっかり記しでも

き込んでくることが、海氷域の南限となっている一らって問題ない。東樺太海流は、海氷やそれに伴う
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番の要因なのである。負の熱や淡水、(後述する)北で沈み込んだ重い水を
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図8-5 全球での 2月の海氷分布と平均気温

海氷分布の気候値 (1979~2002 年の平均値)を白で、表面平均気温の気候値を等値線で示す。

二橋創平氏作成。

海氷ができる時には、塩分の一部しか氷に残らな

いので、冷たくて重い高塩分水が掃き出されること

になる。オホーツク海は、大量に海氷が作られるた

め、北太平洋で(表面で作られる海水としては)一

番重い水が生成されることになる。この重い水はオ

ホーツク海中層、さらには北太平洋全域の中層へ拡

がっていくと考えられている。プロジェクトでは、

ウJレップ水道での集中観測も行われ、オホーツク海

中層に潜り込んだ重い水が、この水道(海峡)を通

して太平洋に運ばれていることも直接観測すること

に成功した (Katsumataet al. 2004)。このように、

オホーツク海では北太平洋で一番重い水が作られ、

その水は北太平洋全域の中層に潜り込み、北太平洋

スケーノレでの大きな鉛直(上下方向の)循環を作っ

ている。オホーツク海は大気と接した水が北太平洋

では唯一海洋中層(水深 200~800 m位)まで運ばれ

る海域とも言える。

それでは、オホーツク海のどこで多量の海氷がで

き、また重い水が作られるのか? それはオホーツ

ク海の北西部沿岸域なのである(図 8-6参照:

Ohshima et al. 2003)。この海域は、厳しい寒気に

加え沖向きの風が卓越するため、生成された海氷が

吹き流されすぐにまた新しい海氷ができるというこ

とが繰り返され、多量の海氷が生成される。このよ

うな海域は、沿岸ポリニヤ koastalpolynya: 

polynyaはロシア語が語源)と呼ばれ、言わば海氷の

生産工場になっている。プロジェクトでは、この海

域で重い水が生成されていることを直接観測するこ

とにも成功し、その成果は Science誌などにも掲載

されている (Shcherbinaet al. 2003)。オホーツク
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海の海氷は多くこのような沿岸ポリニヤで生成され

て拡がっていく。しばしば、「オホーツク海の流氷(海

氷)は、アムール川の水が凍ったもの。それが漂流

して北海道沖まで到来する」という言い方をされる

が、これは間違いである。アムール川の水が凍った

分の氷はオホーツク全体の氷からするとごくほんの

わずかでしかない。

( cm) 
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O 

図8-6 オホーツク海での年間の海氷生産量分布

海氷の厚さ (cm)に換算して示す。人工衛星のマ
イクロ波放射計による海氷データと熱収支計算から
見積もったもの。 Ohshimaet al. (2003)より。



4.新しい研究プロジェクトへ:アムール・オ

ホーツクプロジヱクト

アムールの鉄が北太平洋西部の生物高生産

を支えている?-'"

海氷ができる時に作られる重い水が中層に潜り込

む際に高濁度水も送り込まれる (Nakatsukaet al. 

2004)が、同時に鉄分も送り込まれている可能性が

ある O 鉄分が海の生物生産量を決めているのだ、と

いう最近有力視されている説も含めて考えると、オ

ホーツク海中層からの鉄分が北太平洋西部の高い生

物生産を支えている、という仮説も成り立ちうる

(Nishioka et al. 2004)。このような仮説(中層水鉄

仮説)を明らかにするため、総合地球環境学研究所

と北大低温科学研究所が共同で、アムール・オホー

ツクプロジェクト(代表:白岩孝行)を 2005年より

開始した。

地球温暖化の影響はユーラシア大陸北東部で特に

大きく、その風下となっているオホーツク海では、

この 50-100年スケールで海氷生産量が減少してい

る可能性がある。そのために低温の重い水の生成が

減少し、北太平洋スケーノレでの中層の界温及び上下

方向の循環の弱化を生じさせている可能性があるo

オホーツク海の海氷生産が弱まると北太平洋まで含

めて鉄分の供給が弱まり、ついには海の生物生産量

まで減少させるというシナリオも可能性としてはあ

りえる O もしそうなると、漁獲量の減少や二酸化炭

素の吸収の減少も招くかもしれない。このように、

オホーツク海の研究は、オホーツク海にとどまらず、

北太平洋も含むもっと大きなスケールの変動や更に

は人間活動にも関わってきている。
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北方四島における動物相調査

小林万里・大泰司紀之

-はじめに

北方四島および周辺海域は、第2次世界大戦後日

露間で領土の係争地域であったため、約半世紀にわ

たって研究者すら立ち入れない、世界最後の秘境。

とされてきた。査証(ビザ)なしで日露両国民がお

互いを訪問する「ビザなし交流」の門戸が、1999年

より各種専門家にも聞かれたため、長年の課題で

あった調査が可能になった。そこで、北海道大学の

研究者や同大学出身の研究者で構成される NPO法

人「北の海の動物センターJでは、 1999年から 2005

年の 7年間に計9回、日露共同で北方四島の現地調

査を実施してきた。その結果、この地域は極めて高

い生物生産性 ・生物多様性を保持していることが確

認され、ソ連・ロシアの約半世紀にわたる保護政策

によって原生的自然環境が復活し、世界でも稀な動

物群集が存在することが明らかになった。

-調査概要と結果

NPO法人北の海の動物センターでは、 1999年か

ら北方四島海域一帯の鯨類と海獣類(トド ・アザラ

シ類・ラッコ)・海鳥類および海洋環境について、「ビ

ザなし専門家交流」の枠を用いて、四島側専門家と

共に調査を行ってきた。 2001年までに一通りの海上

調査を終え、 2002年、 2003年は海上調査にそれぞれ

択捉島、国後島の陸上動植物相の調査を加えて実施

してきた(図 9-1)。また、 2004年、 2005年はそれら

の補助調査も行ってきた。その調査結果を動物群ご

とにかいつまんで紹介する。

1.鯨類

北方四島海域でよく観察される鯨類(ミンククジ

ラ・ツチクジラ・シャチ・イシイルカ・ネズミイル

カ・カマイルカ・セミイルカ)の発見率は、どの種

も北方四島以外のオホーツク海側での発見率より、

はるかに高いことが判明した(表9-1) (加藤・吉田

2003)。特にツチクジラは、他のオホーツク海域より

北方四島海域をあえて選択している可能性が考えら

れた(加藤・吉田 2003)。ミンククジラ、イシイルカ、

カマイルカの沿岸分布密度が、他の地域に比べ非常

に高いこともわかった(北海道大学北方四島グルー

プ2001b)。これは、これらの鯨類本来の分布のあり

方ではないかと考えられ、他の地域では沿岸を避け

ている(避けなければならない)状況なのかもしれ

ない。これまでザトウクジラ は、小笠原諸島や沖縄

の繁殖海域からベーリングF海西部へと餌を求めて太

平洋側を北上しているものと考えられていたが、

9-1 左:マツコウクジラ 中:ツチクジラ 右:シャチの親子
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1999年8月6日""8月12日
ロ司 ラッコ神門F支寵』

一→2000年7月19日""7月28日
日じ方四島・海獣類と海鳥専門家交流J

一一惨2001年8月14日""8月22日
f歯舞・色丹海棲動物専門家支涜j

一一.2001年8月28日，..，9月6日
「択捉島鯨類専門家交流J

図9-1

:海上調査、 . :陸上調査

2002年6月11日""6月25日
「択捉島生態系専門家交流j

一一砂:海上調査、 . :陸上調査

2003年7月10日""7月27日
「国後島生態系専門家交流J

「ビザなし専門家J枠による
調査の概要

表9-1 北方四島海域とそれ以外のオホーツク海の鯨類の発見密度 (100マイルごとの頭数/群)の比較

国後島 色丹島 択捉島 オホーツク海**

2000年 2001年 2000年 2000年 2001年 1980、90、92年

鯨種 (357.3) (48.8) (ll3.l) (2ll.6) (371. 9) (6，003.0) 

ミンククジフ 4.5/3.6 12.3/6.1 0.0/0.0 0.5/0.5 4.0/3.8 4.4/3.3 
ザトウクジラ 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 0.5/0.3* 0.0/0.0 
マツコウクジラ 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 3.0/2.7ネ 0.0/0.0 
ツチクジラ 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 27.4/1. 9* 1.6/0.2 
シャチ 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 12.3/1.9 1.6/0.5 2.3/0.8 
イシイ/レカ 27.4/9.2 24.6/8.2 9.7/5.3 21.3/7.6 168.9/23.4 106.9/25.1 
カマイ lレカ 38.9/ll.1 407.8/30.7 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 39.9/0.5 
ネズミイルカ 3.9/1.7 0.0/0.0 0.9/0.9 0.9/0.5 6.5/1.1 0.7/0.3 
セミイルカ 0.8/0.3 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 0.0/0.0 

( ):探索距離(マイル)、頭/群:発見密度 (100マイルあたりの発見頭数群)(Miyashita 1997)に基づく
本)オホーツク海での発見(北海道大学北方四島グ、ループ 2001b)
村}北方四島以外のオホーツク海の発見頭数 (Miyashita1997) 

我々の調査で択捉島のオホーツク海側で発見され、

新しい北上ルートの存在が示唆された(北海道大学

北方四島グループ2001b)。また、マツコウクジラの

中型のオスが、国後島から択捉島にかけてのオホー

ツク海側に回遊していることが明らかになった(北

海道大学北方四島グループ2001b)。以上のように、

鯨類にとって北方四島海域は、生息域、回遊路、索

餌場として重要であり、多様な鯨類に利用されてい

88 

ることカヨわカ〉った。

2.鰭脚類・ ラッコ

鰭脚類のトドは北太平洋に広く分布し、千島列島

のほかアリューシャン列島・カムチャツカ半島など

に繁殖場がある (SCHUSTERMAN1981， LOUGHLIN et 

al. 1992， BELKIN 1966)。トドの上陸場は、繁殖場と

非繁殖集団上陸場に大きく 分けられ、北方四島には



9-2 カナクソ岩のトド

繁殖場はなく 、択捉島の南端のシカラガラシ岬と、

歯舞群島のカナクソ岩およびカブト島に非繁殖集団

上陸場が存在する。我々の調査で観察されたトドの

個体数は、シカラガラシ岬で 100~200 頭前後、カナ

クソ岩で30頭前後であった。 1963年のロシア側の

調査によると、シカラガラシ岬では 1，395頭、カナ

クソ岩で1，000頭、カブト島で232頭という報告が

ある(BELKIN1966)。それと比較するとかなり少な

い観察頭数であるが、1960年代には択捉島にはシカ

ラガラシ岬を含め 3つの上陸場があったこと (BEL.

KIN 1966)や、千島列島の トドが1960年代のl万

5 ， 000 頭が現在 5 ， 000~4 ， 000 頭になったこと

(LOUGHLIN et al. 1992)から、北方四島も世界的な

トドの減少に運動して上陸場の減少や上陸数の減少

がおこっているものと推測された。しかし最近の

我々の調査により、北方四島の上陸場で新生子が確

認されていることから、北方四島でもすこしではあ

るが繁殖している可能性が出てきた。トドにとって、

今後北方四島の役割がさらに重要になってくると考

えられる。

北方四島にアザラシは、主としてゴマフアザラシ

とゼニガタアザラシが生息する。我々の調査で観察

されたアザラシの個体数は、 四島のうちで歯舞群島

がもっとも多く、次いで色丹島で、それぞれ3，000頭

以上、700頭以上が確認された。各島の海岸線の長さ

を考慮すると、歯舞群島および色丹島がアザラシの

生息域として重要であると考えられた。また、千島

列島全体のアザラシ類の分布は、 ゴマフアザラシが

北部と南部で多く分布し中部で少なく、ゼニガタア

9-3 7]<.中のゼニガタアザラシ

ザ、ラシは南部で多いとの報告 (KY2INet al. 1974) 

と合わせて考えると、アザラシ類の生息地の中心は

北方四島に位置すると考えられる。北方四島は、夏

期のゴマフアザラシ、ゼニガタアザラシの両種にお

いても重要な生息地であり、ゼニガタアザラシは繁

殖も確認されたことから繁殖場としても重要であ

る。

北方四島では主に択捉島、歯舞群島でラッコが生

息している。択捉島における 1991年のロシア側の調

査個体数と 2002年の調査結果を比較すると、太平洋

側での確認頭数が多少すくないが(それぞれ989頭

〔調査面積100%)・433頭〔調査面積70.1%J)、オ

ホーツク海側では、ほぽ同程度の個体数が確認され

た (64頭〔調査面積 100%J・68頭〔調査面積

93.8%J)。戦前に択捉島のラッコが絶滅寸前まで追

いやられたという事実を考えると、個体数の回復は

著しい。しかし、特にラッコは人間活動の影響が少

なく、流氷がこない太平洋側を好むと考えられ、太

平洋側の個体数が少なめなのは予断を許さない状況

9-4 ラッコの親子
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かもしれない。 一方、歯舞群島で、親子が確認され

たのはハルカリモシリ島と海馬島であった。 1991年

までの報告では、歯舞群島のラッコの生息は確認さ

れておらず、 1992年に海馬島で親子を含むラッコ 7

頭が初めて確認された(極東海獣類グループ 1994)。

2000年にはハルカリモシリ島で親子を含む 31頭、

勇留島で1頭、秋勇留島 1頭が確認されており(ロ

シア政府、未発表)、 2001年の結果も含めて考える

と、ハルカリモシリ島が歯舞海域におけるラッコの

生息場所の中心であり、繁殖も行われており、歯舞

群島の個体数は増加傾向にあると考えられる。近年、

北海道でも来遊してくるラッコの目撃情報が増えて

おり、これも歯舞群島の個体数増加に起因している

可能性が高い。

3.海鳥

北方四島に出現する海鳥類は、大別して 3群:南

半球で繁殖し、越冬および索餌の為に飛来してくる

ミズナギドリ類、北方四島海域で繁殖および生息し

ているウミスズメ科・ウ科・カモメ科など、北方四

島以外の北半球で繁殖し索餌のためにやってくるア

表9-2 北方四島におけるウミスズメ科の観察個体数

ホウドリ科、トウゾクカモメ科、シギ科に分かれる。

南半球から 4 月 ~9 月の時期に越冬および索餌の

ため飛来してくるミズナギドリ類は、ニュージーラ

ンドから飛来した魚食性のハイイロミズナギドリ

と、タスマニアから飛来した動物プランクトン食性

であるハシボソミズナギドリが同所的に分布してい

ることが明らかになった(小城 2002)。これは、生

物生産力の高い地域に特有な植物プランクトンの長

期的な大発生によるものと考えられ、両者にとって

好ましい餌生物が同所的に存在していることが示唆

された。北方四島海域は、この海域に固有な海鳥類

の生息域であるばかりでなく、南半球という遠隔地

の生態系に由来する海鳥類にとっても重要な海域で

あることが明らかになった。

北方四島海域で繁殖および生息している海鳥類は

沿岸性が強いウミスズメ科やウ科に代表される。こ

れらの海鳥類は北海道にも生息しているが、それら

の個体数は減少傾向にある。それに反して、北方四

島にはこれらどの種も多くの個体数が維持され、ま

た繁殖も行われていることが確認された(表 9-2)。

以上から、北方四島は海鳥にとって、越冬、索餌場、

調査場所 調査年 調査日 調査場所 エトピリカ ウトウ ケイマブリ ウミガラス 引用

2000年 7/26 弁天島 28 
「北方四島・海獣類と鳥類、専門家交

国後島
流」派遣実行委員会 2000 

2003年 7/10-7/27 ほぽ一周 14 1，637 277 
特定非営利活動法人北の海の動物
センター 2003 

1999年 8/7-8/11 ほぽ一周 1，067 203 90 
「択捉島ラッコ専門家交流訪問団」
派遣実行員会 1999 

択捉島 2000年 7/22 萌消湾&萌j向島 653 30 
「北方四島・海獣類と鳥類専門家交
流訪問団」派遣実行委員会 2000 

2002年 6/11-6/21 ほぽ一周 1，096 291 1，145 2 
特定非営利活動法人北の海の動物
センタ- 2002 

2001年 8/17 海馬島 l36+ 2+ 146+ 1，308+ 

2001年 8/17 カブト島 十 + 
2001年 8/17 カナクソ岩 + 76+ 
2001年 8/18 秋勇留島 100十 中間ほか 2002 

歯舞群島 2001年 8/18 勇留島 1 62+ 
2001年 8/19 勇留島 3 

2001年 8/20 水晶島 2 

2005年 6月10日 ハルカリモシリ島 つ 129 
特定非営利活動法人北の海の動物
センター 2005 

2000年 7/25 エイタンノット岬~大崎 18 31 575+ 
「北方四島・海獣類と鳥類専門家交
流訪問団j派遣実行委員会 2000 

色丹島
2001年 8/16 ほぽ一周 84+ 7 691+ 中間ほか 2002 

2005年 6/8 ほぽ一周 110 170 840 
特定非営利活動法人北の海の動物
センタ 2005 

、+。はそれ以上いることを示す
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繁殖に極めて適した海域であると考えられる。

4. ヒグマ

北方四島には択捉島と国後島にヒグマが生息して

いる。北海道の知床と北方四島の択捉島(薬取と内

保)と国後島(チクニ)I[と東沸湖)での密度を、の

べ踏査距離に対してのヒグマの糞や採食跡数から密

度指数を算定し比較した結果、北海道でもっともヒ

グマの密度が高い知床より、北方四島の方がヒグマ

の生息密度が高いことがわかった。また、足跡の大

きさの計測により、北海道よりやや大型の個体が存

在すること、 6月に観察された個体から、かなり栄

養状態が良い個体が多いことが明らかになった。こ

のことは、特に冬眠前の餌が豊富なことと、ヒグマ

が生息可能な場所が保全されていることが推測され

た。

9-6 6月に観察されたヒグマ

5.猛禽類

北方四島でオオワシの営巣は確認されていない

が、オジロワシは国後島・択捉島の海岸線などで繁

殖し、春から秋にかけてはかなり高密度で生息して

いることが確認された。 2002年の択捉島調査ではオ

ジロワシ成鳥 137羽、若鳥37羽、2003年の国後島調

査ではオジロワシ成鳥 105羽、若鳥 31羽が確認され

た(特定非営利活動法人北の海の動物センター2002、

2003) ことより、知床半島よりもかなり高い生息率

を有すると考えられた。

一方、シマフクロウは、国後島には 70~80 羽が生

息しているといわれており(，国後シマフクロウ交流

訪問団J実行委員会2000)、面積的には 16倍以上も

ある北海道の約 120~150 羽(竹中 1999) と 比べ る

と、けた違いに高い生息密度である。

これらの猛禽類は、北海道と比べ高密度に生息 ・

営巣が確認され、それは漁業者が廃棄する雑魚など

に依存しがちな北海道の猛禽類と比べ、 川の魚、が豊

富なこと、また営巣に適した環境や大径木が維持さ

れてきたことに起因すると考えられる。

6.淡水魚

ヒグマや猛禽類の餌としても重要だと考えられる

淡水魚について、北海道の知床と種類数について比

較した結果、北海道には約70種の記録があるにもか

かわらず、北方四島の淡水魚の種類数はきわめて低

い。純淡水魚や外来種が確認されていないかわりに、

「通し回遊魚J(淡水域と海水域を往来する魚)、特に

サケ科の魚類の個体数と種類が北海道にくらべて圧
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倒的に多いことがわかった。ヒグマや猛禽類の豊か

な餌としてこれらサケ科魚類の存在が大きいと推測

された。

7.陸と海の繋がり

河川に遡上したサケ科魚類がもたらす海洋由来の

栄養分 (MarineDerived Nutrients: MDN)が、ど

れだけ陸上の河畔林に利用されているのかを推定す

るために、択捉島の 2河}IIと北海道の道南に位置す

る遊楽部川、 その他4河}IIのヤナギの葉や種子の安

定同位体比を測定した。北海道の川にはシロザ、ケが

多く、遊楽部川以外の 4河川ではこれに加えてカラ

フトマスが遡上する。その結果、北海道における 5

河川のうち遊楽部川のヤナギに含まれる MDNの

値が最も高かった。遊楽部川の支流はその他4河川

より、シロザケの産卵後死体の貯留量が多いことが

報告されており、これに起因していることが示唆さ

れた。加えて、択捉島の 2河川のヤナギでは、遊楽

部川のヤナギより最高値が高い傾向がみられた

(NAGASAKA et al. 2006)。よって、択捉島のヤナ

北方四島における

保護区

ギは、北海道のヤナギよりもサケ由来の MDNを多

く含んでいることがわかった。このことは、択捉島

では海からのエネルギーが陸上の植物にも多く移行

しており、陸と海の生態系が強く繋がっていること

を示している。

園北方四島の保護区

以上のように、北方四島には驚くほど原生的な動

物群集が復元・保全され、豊かな生態系が維持され

てきたことがわかってきた。では、なぜ、そのような

生物多様性が維持されてきたのだろうか。

北方四島における保護区は図のように設定されて

いる(図 9-2)。国立クリリスキー自然保護区は 1984

年に定められ、コアエリアは国後島の北部と南部か

らなる地域で、その周りには緩衝区が設けられてお

り、一部海洋の保護区も含んでいる。これら全ての

保護区においては、狩猟採取がほぼ全面的に禁止さ

れているほか、コアエリアの立ち入りも禁止されて

いる。国立または州立海洋保護区は沖合 1マイルか

ら12マイルの幅で船の立ち入りや網漁が規制され

国立クリリスキー自然保護区
コアエリア ( ") 

色丹島 緩衝区- 41・
o 20 40 km 
E二二二二三コ
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ている O このように、北方四島は、旧ソ連(ロシア)

によって陸地面積の 7割、沿岸海域のほぽ6割が何

らかの形で保護されてきた。このため、半世紀以上

の年月をかけて原生的な動物群集が見事に復元し、

世界でも有数の生物多様性が維持されてきた。特に、

北海道では見ることのできない陸上の保護区の周り

を海洋保護区として手厚く保全するやり方は、海と

陸とを繋ぐ生態系をも維持し、それにより陸だけお

よび海だけのそれぞれの生物群集の単なる足し算以

上の多くの生物多様性を生むことになり、保全生態

学上、大変意義深いものであると考えられた。

このように、北方四島には「原生的生態系Jが復

元、維持されてきた。しかし近年、近代的漁業の導

入、密漁・密猟の横行が深刻化しているために、北

方四島の「原生的生態系jは土台の部分から崩れか

かっている可能性が否定できない。手遅れにならな

いうちに新たな措置を講じる必要がある。
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ビザなし地震・火山専門家交流による国後島訪問 (2005年9月)

岡

I はじめに

北海道を含む北太平洋周辺地域で、はユーラシア・

北米・太平洋の 3大プレートの相互作用(衝突・沈

み込み)による各種の地震・火山活動が活発であり、

日本・ロシア聞においても地震・火山関係の調査・

観測体制の強化が取り組まれてきている。しかし、

北方四島(国後・択捉・歯舞・色丹)についてのこ

の分野の取り組みは領土問題が存在するため、限ら

れたものとなっていた。そのような状況の中、 2005

年度には北海道大学理学研究科笠原稔教授を中心

に、この地域についても体制を強化するべくビザな

し交流による地震・火山専門家交流が始まった。訪

問は外務省北方対策本部・北海道北方領土対策本部

関連の訪問団 (5~ 9月に計10回派遣)に加わる形

で行われ、 8 月 26~30 日には同理学研究科の中Jl I光

弘教授・高橋浩晃助手が色丹島・択捉島を訪問し、

9 月 23~26 日には道内関係者 5 名が間後島を訪問

した。今回の専門家交流は手始めとしてのエール交

換程度のものであったが、戦後、日本の地学関係者

がほとんど立ち入ったことのない国後島南部の様子

を垣間見ることができたので、写真で紹介したい。

2.参加者(所属・職名は当時)

笠原稔(チーフ):北海道大学大学院理学研究科

教授(地震火山観測センター長)、平川一回:北海道

大学大学院環境研究院 教授、 JII本利一:国土地理

院北海道地方鵠量部地殻情報管理官、JlI森博史:北

海道立地質研究所所長、両孝雄: 同地域地質

部長。

3.自程

[ 9月22日(木)】

午後:第6自国後島訪問結図式・研修会(根室市)

【9月23日陰)】

根室港=キユジノクリリスク 古釜布 (民間チャー

ター船「ロサ ルゴサjにて)

夕方:宿舎「友好の家jでロシア側の歓迎式

孝雄

【9月24日仕)].…一般訪問団とともに行動

午前:市内見学(博物館・図書館)、国後島住民との

対話集会(行政時講堂)、昼食。

午f麦:ュジノクリリスク吟(メンデレーフ火山 羅

臼山 北~西麓道路)吋メンデレーフ空港吟

(東沸湿原、ボッケ岬)斗東沸日本人墓地斗オ

リコノモイ 111甲吋アンドレエフカJII瞬化場

夜:小グループに分散してホームビジット

[ 9月25日(日)]......ロシア側専門家(ロシア科学アカ

デミー)と共に独自行動(地質・火山見学)

朝食前:個人で散歩・展望(中央広場・ロシア正教

会・大岬ーユジノクリリスク岬 ) 

午前~午後:

①車で移動

友好の家吟(メンデレーブ火山羅臼山北一酉

麓道路、メンデレーフ空港、東沸湿原、オリコノ

モイ岬)吟登山口

②ゴロピイーナ火山カルデラ(泊カルデラ)登山見学

登山口吟(眼下に泊・ケラムイ師、外輪山火山 泊

山一)吟外輪山展望台(眼下にカルデラ湖・中央火

口湖ドーム群、知床半島中~北部と国後島の中部

と爺爺岳の展望可能)ロ争中央火口湖(ポントゥ)吟

登山口

③車で引き返す

登山口斗ロシア水準点確認→東沸湿原(津波堆積

物調査の可否吟味)→精進JlI河口付近(完新世河岸

段丘土佐積物中に津波堆積物あるとの指摘)斗古釜

布日本人墓地区中友好の家

夕方:夕食交流会(送別会)、乗船(チャーター船)。

夜:船中治

[ 9月26日伺)】

朝:根室港着、訪問団解散。

午前:根室市千島会館で笠原チーフほか記者会見

4.写真による紹介
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| ピザなし地震・火山専門家交流による国後島訪問 (2005年9月)
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9/23(金):友好の家宿泊
9/24(土):交流訪問A班に同行
午前・・・・古釜布市街で博物館・図書館

見学，行政府講堂で対話集会

午後・・・・メンデト7空港・東併日本人墓地・
7ンドレ工7hJlI.オリコJf.イ岬で見学，
夜分散してホームn/'i卜

9/25(日):専門家交流・・・・

泊カルデラ登山・見学，津波堆積物
存在箇所見聞ほか

夕方・・・・夕食交流会・乗船

と見学日程・箇所

10-1 古釜布(ユジノクリリスク)の友好の家から南西に望む羅臼山(メンデレーフ火山、 標高888111)
山頂に雲がかかるのが羅臼山、その左奥が小羅臼山。右手下にl噴気・変質谷(最上流で戦前硫黄採掘)。山麓の白色部は地

熱発電所からの水蒸気を示す。手前の海は古釜布湾。左手海岸集落付近は旧瀬石温泉。
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10-2 古釜布新市街と北東方面に国後島主部山塊 ・爺爺岳(中央右手、二重火口の成層火山、標高1822111)を望む
1969年の色丹島地震の津波被害後、昔「沖の古丹」と呼ばれた台地へ市街の主体が移転した。この台地は地形・地質的に
は鮮新世火山岩類を基盤とする海成段丘で陸繋島を成す。

10-3 古釜布北方湿原の全景 (右端は海岸に沿う砂川、|・砂丘帯、左端の遠景は知床半島先端部の知床岳山塊)
古釜布台地から北北東~西北西を眺めた風景で、 右側に10-2の写真が続き、写真左側には古釜布湾が広がる。写真左端付

近は戦前の古釜布市街の一部にあたる。

10-4 メンデレーフ空港 (羅臼山西麓高原)から望む知床の山並み
左端に海別岳、中央に遠音別岳山塊、 右より電柱左側に羅臼岳。
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| ビず空し地震・火山専門家交流による国後島訪問~年 9 月)

10-5 メンデレーフ空港ターミナル事務所

10-6 空港から東に羅臼山(メンデレーフ火山)を望む

10-7 羅臼山山頂ドームクローズアップ(岩脈群が見える)

98 

10-8 東沸海岸から東沸湿原・東沸湖・知床半島
(羅臼岳~硫黄山)を望む

10-9 東沸日本人墓地

10-10 アンドレエフカ川勝化場(ウラロクシベツ)

10-11 河口付近を遡上するカラフトマス

10-12 アンドレエフカ川南岸露頭

(火砕流とその二次堆積物の繰り返し)



10-13 オリコノモイ岬から眺める国後島南端部東海岸(泊火山の南側山麓の断面を見る)
右寄りの台地上に見える山は泊山、左手遠方が北海道の標津 ・別海方面。

10-14 泊カlレデラ外輪山登山道から南方の泊・ケラム
イ岬を望む

遠方の対岸は棋室方面、右手方向に野付I[時

10-15 外輪山南展望地点から見る泊(コキロビィーナ)カルデラの全景
湖水は菱内r~J (ゴリャーチェ湖)、左寄りに中央ドーム ・火口湖、遠景は知床半島。
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| ピザなし地震・火山専門家交流による国後島訪問[~年 9 月)

10-16 泊カルデラ北東部とリンドウ・ハイマツ
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10-17 カルデラ内の案内板(火山地質・地形図)

10-19 中央東ドーム下の噴気・沸騰泉

10-20 火口湖湖畔での戦前の硫黄採掘跡

10-18 中央ドーム(左奥)と中央東ドーム・中央火口湖(ポントゥ;湯沼、右端で噴気・沸騰泉)
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10-21 木造の新しいロシア正教会

10-22 中央広場に残るレーニン像(石造り)と古いア
ノマー ト群

10-23 新しい戸建て住宅

図10-2 現古釜布(ユジノクリリスク)市街
主要部と見学箇所

2004年1月北海道制作北方領土ガ
イド図に加筆。

10-24 埠頭での分れ (はしけで客船のロサ・ルゴサ号に
向かうビザなし訪問団)

以上、国後島南部を垣間見た様子を写真集で紹介

した。地形・地質的な成り立ちとその姿は知床半島

~摩周・屈斜路火山地域に極めて類似している。訪

れた箇所それぞれで取った写真には遠景に知床半島

の山並みが写り、北海道と北方領土の近さを実感さ

せるものであった。 最後に標津町海岸から見た国後

島南部の写真を示し、報告を終える。

10-25 標津町北部海岸からとらえた国後島南部
手前の台地状部が泊火山(カルデラ)、中央右寄り

ピークが縫臼山、左端低地は古釜布方面。
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